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公益財団法人とよなか国際交流協会 

2019(令和元)年度事業報告について 

 

Ⅰ．事業報告 総論 

 

【１．はじめに】 

2018年 12月、出入国管理及び難民認定法が改定され、2019年 4月に施行されました。外国人が就労でき

る業種と期間が限定され、受入れ人数の上限も定められてはいるものの、日本社会は外国人労働者の受入れ

拡大に大きく舵を切りました。それに伴い、様々な場面、分野で外国人受入れ体制の整備や多文化共生社会

の構築の重要性が言われるようになりました。 

もう一つ、大きな変化があります。2020 年に入ってから、日本でも新型コロナウイルスの感染が広がり、

地域での様々な活動は大きく制約を受けました。状況が大きく変わり、発想の転換が求められる中、オンラ

イン等を中心とした新たなつながり方の模索が始まっています。グローバル化により人の動きが大きくなる

中、つながり方が大きく変化していくことが予想されます。 

 

公益財団法人とよなか国際交流協会（以下、協会）は、「市民の主体的で広範な参加により、人権尊重を基

調とした国際交流活動を地域からすすめ、世界とつながる多文化共生社会をつくる」を基本理念としていま

す。1993年の設立以来、とよなか国際交流センター（以下、センター）を拠点として、外国人市民の自立や

社会参加に向けた総合的な外国人支援と多様な文化が認められる「場づくり」や差異ある人々との共生のた

めに行動できる「ひとづくり」を推進してきました。 

ただ、ここまでの道のりは平坦ではありませんでした。特に 2010 年以降はセンターの移転（2010 年度）、

指定管理者制度の本格実施（2011 年度）、公益法人への移行（2012 年度）、20 周年（ハタチ）記念事業及び

指定管理者中間第三者評価（2013年度）、大阪府公益立入調査（2014年度）、第三期指定管理者応募（2015年

度）、25周年記念本の出版、指定管理者中間第三者評価及び大阪府公益立入調査（2018年度）など、大阪府

北部地震（2018年度）、西日本豪雨（2018年度）、台風 21号（2018年度）など、様々な課題を乗り越えてき

ました。そして、まさに今、新型コロナウイルスの感染拡大の中で、どのように多文化共生のまちづくりを

進めるかという課題に向き合っています。 

これまで様々な課題を乗り越えるために、職員・市民ボランティア・協会役員それぞれが持てる力を出し

合い、より活力ある協会運営を目指してきました。特にここ数年は、役員・事務局が一体となって協会の安

定したガバナンスの更なる確立及び事務局機能の強化、市民とのつながりの強化を行い、それらを基盤とし

て「アウトリーチで地域とつながって歩む」、「ネットワークで確かな支援の輪を」、「次世代と共に持続可能

な共生社会へ」、「相談事業とコミュニティ支援」といった方向性の下、精力的な事業展開を行ってきました。

そして、豊中における国際交流と多文化共生推進の拠点としてハブ的役割を担えるよう努めてきました。 

2019 年度は当協会が設立 25 周年だったことを踏まえ、これまでの取組を振り返り、今後について展望す

るため、「外国人と共生する地域づくり 大阪・豊中の実践から見えてきたもの」を出版し、出版記念シンポ

ジウムを開催しました。また、多言語相談サービスに寄せられた「勝手に離婚されたけど、どうしたらいい

か」という相談を元に、その対応方法を「無断離婚対応マニュアル―外国人支援のための実務と課題―」に

まとめ、さらに出版記念シンポジウムを開催しました。 

改めて、これまでの経験、持っているネットワークや資源を活用し、柔軟な発想で多文化共生のまちづく

りに取り組んでいきたいと思います。 

＊2019年度は、センターの第三期（2016～2020年度）指定管理者期間の 4年目でした。 

 

 

 

Ⅰ．事業報告 総論 
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【２．アウトリーチで地域とつながって歩む】 

協会の取組をより広く伝えるため、年次報告書「こくりゅう＠home 2018」を作成し、各所に配布しました。

また、市の会議等の機会をとらえて国流の取組みについて説明を行ってきました。特に豊中市社会福祉協議

会が実施する「地域福祉ネットワーク会議（全 7地域）」、市の保健師師会、豊中市民生・児童委員協議会等

の場に出向き、福祉の担い手の方々への情報提供を行いました。 

しょうない REKとは協働で「外国人のための多言語進路説明会」を開催しました（庄内公民館）。 

地域で開催された防災訓練にブース出展や多言語対応の協力を行いました。 

さらに 1月には、地域や関係者とのつながりをより確かなものにするため、第 4回の「新春のつどい」を

開催しました。センター・協会事業の紹介のほか、関係者間の交流を行いました。センター・協会事業の関

係者以外にも市役所職員や議員（市議会、府議会、国会）、駐日領事らの参加、近隣の事業者の協力がありま

した。 

こういったアウトリーチを通じて、豊中市内の様々な地域で活躍する人々や団体とセンター以外での取り

組みを進めたり、協会・センターの知名度を一層高めることができました。 

 

【３．ネットワークでより確かな支援の輪を】 

センターの登録グループ（24団体）との連絡会議を年４回開催し、「とよなか国際交流フェスタ 2019」を

実行委員会形式で開催しました。 

地域の中間支援団体（5 団体）とは情報交換、効果的な情報発信を行うため、継続的に壁新聞の作成を行

っています。特に豊中市スポーツ振興事業団とは 2016年度から引き続き「サムライプロジェクト」として、

外国人向け日本の武道体験（空手）を実施しました（※居合道、合気道は新型コロナウイルス感染拡大防止

のため中止）。 

また、府内で活動する国際交流協会と行政担当とのネットワーク「国際交流ネットワークおおさか」では、

月 1回程度の頻度で会議を持ち、さらに研修会、シンポジウムを開催しました。 

さらに、ESD とよなか連絡会議では参加団体と共に、施設間スランプラリーやちゃんぷる屋台村など、市

民と市民活動が、市民活動同士がつながる取り組みを進めました。引き続き、関係機関との連携を深め、体

制づくりを進めます。 

府内で活動する外国にルーツをもつ子ども・若者の支援に携わっている団体とは、子どもの夢応援ネット

ワークで定期的な情報交換などを行っていますが、協働でシンポジウム「ともに生きるシンポ～多民族社会

「日本」のこれから part 3～」を実施しました。 

その他にも多様な団体との協働や連携によって、当協会が単独ではできない活動や支援を展開し、ネット

ワークでより確かな支援の輪を広げています。 

 

【４．次世代育成を通じて持続可能な共生社会へ】 

現在の日本社会の大きな課題として子ども・若者の課題があります。ニートやひきこもり、そして浮遊す

る若者の課題は、外国にルーツをもち日本で暮らす若者も例外ではありません。2013年度から実施している

若者支援事業をとおして、次世代を担うべき若者を事業につなげ、社会への参加・参画を図ることは重要な

社会的課題であり、持続可能な社会を展望する上で欠かせない取組であると認識し、多くの力量を割いて事

業展開をしてきました。共に生きるが故の苦悩や喜びを持つ外国ルーツの若者に、同じ背景をもつ外国にル

ーツをもつ若者に出会い癒され、元気を取り戻すエンパワメントの場を提供しています。この事業は、持続

可能な協会＆センターの安定した運営にも深くつながると同時に、地域社会を支える貴重な財産となり、多

文化共生社会の創生の礎になると確信しています。2019 年度も引き続き、「子ども・若者」という大枠で子

ども事業（サンプレイス、子ども母語）、若者支援事業を実施してきました。 

2016 年度からスタートした学習支援事業「学楽多（がらくた）」はとよなか国際交流センター及びしょう

ないガダバで実施していますが、豊かな学びの場として参加者が大きく伸びた一年でした。また、事業内容

の充実、参加者間の交流の促進を図りました。 

次年度も引き続き、関係各機関の助成金や市の委託、関係機関とのネットワークを通して、次世代育成を

通じた持続可能な共生社会づくりに取り組みます。 
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【５．相談事業とコミュニティ支援】 

相談事業では、勝手に離婚され、本人も子どもも大きく人生をくるわされるという相談事例が頻発してい

ることを問題視し、「リコン・アラート（協議離婚問題研究会。事務局は当協会）」では関係機関・団体と連

携して協議離婚制度に関する問題点について、情報提供を行ったり、啓発動画やパンフレット、ホームペー

ジを作成し、公開してきました。その成果として 10月に「無断離婚対応マニュアル―外国人支援のための実

務と課題―」を出版し、その記念シンポジウムを開催しました。また、3 月には離婚に関する一日電話相談

会を実施しました。 

相談事業では他にも、多言語スタッフを中心にコミュニティ作りや日頃の相談対応から感じる課題の解決

を目指して外国人向け講座やイベントを企画し、実施しました。特に10月に実施した International Potluck 

Partyは外国人コミュニティ間のつながりを作り出すことにつながりました。 

また、「Filipino Young at Heart's Club」では月 1回のコミュニティ活動のほか、ピノイフェスタ（5月）、

クリスマスパーティ（12月）などを実施し、新たな参加者の拡大も図りました。 

外国人の孤立を防ぎ、地域社会の一員として安心して暮らせるよう、また防災などの観点からも情報から

漏れる人が出ないよう、今後も相談事業の一環としてコミュニティ支援を進めていきます。 

                               

【６．センター利用者とボランティア】 

センターを利用した人は、CCスペース等を含めて年間 76,356人(昨年と比べ 9,592人減)、うち外国人(㊟)

利用者は 32,722 人で全体の約 43％を占めています。新型コロナウイルスの感染拡大等の影響もあり、年間

のセンター利用者、貸室の件数とも減少しました。一方で、利用者数における外国人利用者の割合は、約 43％

であり、豊中市の外国人割合（国籍では約 1.5％）と併せて考えると、外国人が積極的に利用している施設

であり、目的公共施設としての役割を大きく果たしていることが分かります。詳しい事業ごとの数字は事業

実績詳細の通りですが、おとな国際事業、子どもサポート事業や多文化子どもエンパワメント事業は、その

内容や実施形態も多様なニーズに沿って実施されており、バラエティに富んでいます。今後はさらに多くの

市民が足を運びやすいセンター、参加しやすいセンターを実現するため、ホームページ等を通じた情報発信、

施設訪問者に対する掲示物等での情報発信を工夫します。 

なお、２月下旬には各事業の担当の市民ボランティアの皆さんとともに事業評価会（全 29事業）を行いま

した。現在の課題や今後の事業展開につながる意見が出されました。多くの市民が多様な活動を支えており、

それぞれの事業が相互関係にあることが改めて確認されました。 

 

【７．国際交流と多文化共生のハブ的役割として】 

以上、見てきたように、協会はアウトリーチやネットワークづくり、若者支援事業を重視しながら人権尊

重を基調とした外国人の総合的支援と多文化共生社会推進を担ってきました。今後も「多様な文化や人が尊

重される豊かで魅力あるまちづくり」の実現のために、より広範な支援活動と地域貢献活動を展開していき

ます。地域で長年活躍してこられた市民活動団体や市民の皆さんと共に、『チームとよなか』の一員として、

国際交流と多文化共生のハブ的役割を担っていきます。 

 

㊟協会では国籍だけでなく、外国にルーツを持つ人びとも含めて「外国人」と認識しています。 
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Ⅱ．事業概要 

Ⅱ-1 事業内容 

 市民の主体的な参加による人権尊重を基調とした多文化共生社会を創出するため、次の事業を行った。 

 

Ⅱ-2 内容の詳細 

 

 

１．市民主体の国際交流活動推進事業 

 

（１）情報サービス事業 

 

趣    旨： 市民の国際交流活動が推進される環境整備をする。 

内    容： 協会やセンターからのお知らせの発行（日本語及び多言語）、新聞・書籍・雑誌などの閲覧

提供、コミュニケーションボードの設置、ウェブサイト・フェイスブックなどの SNS・メ

ール配信システム等を利用した情報発信、無料インターネット利用サービスなどを提供し

た。 

対    象： 国際交流に関心を持つ一般市民 

主 な 実 績： とよなか国際交流センターのウェブサイト運営。多言語ニュースレターの毎月発行ならび

に Eメールでの配信、ホームページでの情報提供（日本語及び多言語）、フェイスブックで

の発信、協会事業のメディアへの掲載、外国語図書ならびに民族衣装や教材貸出 他 

 

（２）市民活動協働事業 
 

趣    旨： 市民の国際交流活動が推進される環境整備をする。 

内    容： 市民団体の活動支援のため、とよなか国際交流センター登録団体による連絡会を開催し、

さらに実行委員形式で市民とともにとよなか国際交流フェスタを開催した。また、市民個

人及び団体に対して随時相談に対応したほか、市民団体と事業を共催、また団体の運営に

対して必要に応じてサポートを実施した。また、福祉、男女共同参画、環境、スポーツ、

市民活動、国際交流の分野に取り組む 6団体で編集して壁新聞を発行し、中間支援組織間

の連携を引き続き図った。その他、「しょうない REK」実行委員会や国際交流ネットワーク

おおさかへの参加など地域の他団体・広域の関連団体との協働を進め、国際の視点に立っ

た取り組みを行った。 

対    象： 国際交流に関心を持つ一般市民および団体 

主 な 実 績： 壁新聞の発行、しょうない REK実行委員会への参加、市民団体の運営協力、市民団体・個

人からの相談対応、「とよなか国際交流フェスタ」の開催（参加者のべ 3,700人） 

 

 

 

Ⅰ．多様な人々が尊重される地域づくり事業 

Ⅱ．事業概要 
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（３）留学生ホストファミリー事業 
 

趣    旨： 市民の国際交流活動が推進される環境整備をする。 

内    容： 近隣の大学と日本学生支援機構大阪日本語教育センターの留学生とホームビジットの形

で 1年間の交流をマッチングを行った。また、ホストファミリーが参加できる催事を企画

したり、対象者にニュースレターを発行したりした。 

対    象： 国際交流に関心を持つ一般市民 

主 な 実 績： ボランティア登録計 126家族、留学生と 88組のマッチング、交流会の実施（年 3回、参加

者総数 231人） 

 

２．おとな国際事業 

 

（１）にほんご活動事業 
 

趣    旨： 外国人市民と日本人市民の出会いや交流、双方の関係が結べる機会を提供する。 

内    容： 日本人や外国人の参加者のニーズに合わせた多様な日本語交流活動を行った。 

形    態： ①もっともっとつかえるにほんご、とよなかにほんご・木ひる、とよなかにほんご・金

あさ、にちようがちゃがちゃだん、千里にほんご  

※ 希望する外国人と研修を受けた日本人による日本語交流活動 

②おかまち・おやこでにほんご、しょうない・おやこでにほんご、せんり・おやこでにほ

んご 

※ 希望する外国人女性と研修を受けた子育て中の日本人女性による日本語交流活動 

対    象： 日本語交流活動への参加を希望する日本人及び外国人 

主 な 実 績： ①にほんご活動 実施回数 のべ 187回、参加者のべ 7,145人（うち外国人 3,420人） 

②おやこでにほんご 実施回数 のべ 80回、参加者のべ 1,000人（うち外国人 337人） 

  

（２）多文化共生推進事業 
 

趣    旨： 多文化共生のまちづくりを実現するために、市民が参加しやすい様々な学びの場を提供す

る。 

内    容： 世界の文化について様々な切り口で学ぶセミナーやワークショップの開催、また、地域の

外国人が必要な地域情報にアクセスできるよう通訳を養成して派遣を行う。 

対    象： 多文化共生の取り組みに関心のある日本人・外国人 

主 な 実 績：「世界を食べよう」（1回） 参加者のべ 13人（うち外国人 2人）、多文化・多言語セミナー

として「アリラン峠を越えていく～在日コリアン音楽の今」（1回）参加者 100人、コミュ

ニティ通訳派遣（3件）、外国人のための茶道教室（1回）参加者 15人（うち外国人 6人）、

国流シネマカフェ（4回）参加者のべ 90人（うち外国人 20人）、武道体験（1回）参加者

のべ 7 人（うち外国人 1人） 等 
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３．持続可能な地域づくり事業 

（１）メディア・リテラシー市民ゼミナール 

（２）持続可能な開発のための教育（ESD）・防災・地域貢献 

 

趣    旨： 国際化や情報化が進む中、民主的な社会づくりに不可欠な知識・理念・技能を学ぶ機会を

提供する。その学びに基づいた行動が地域でできるよう行政や各機関との連携・協働を促

す。 

内    容： ①メディア・リテラシー市民ゼミナールでクリティカルな視点を学べる機会を提供した。 

②持続可能な開発のための教育（ESD）事業について、ESDとよなか連絡会議に参加し、関

係団体との地域課題の共有を行い、関係団体の連携について検討を重ねた。また、地域に

おける幼小中高や教職員を対象とした国際理解教育の現場に講師を派遣したほか、地域の

人たちの外国人の問題や国際理解・多文化共生等に関する相談を随時受けてきた。また、

昨年度に引き続き、地域の介護事業所と連携して、EPA 介護福祉士候補者のための日本語

指導を協会にほんごボランティアの協力を得て実施している。 

対    象： 外国人及び一般市民 

主 な 実 績： ①メディア・リテラシー講座の開催（年 1回）参加者 5人（うち外国人 3人） 

②ESDとよなか連絡会議への参加。講師派遣 年間のべ 55件、73人 他 

 

４．持続可能な人づくり事業 

 

（１）ボランティア研修事業 
 

趣    旨： 国際交流活動の担い手育成のため、ボランティア養成やボランティア研修を実施する。 

内    容： ①日本語ボランティア養成講座ならびに多文化子育て支援ボランティアを、現行ボランテ

ィアと新たにボランティアを希望する人を対象に実施した。また、新規日本語ボランティ

ア及び現行ボランティアが日本語交流活動についてより学びを深めるため、養成講座の中

で現役ボランティアが講師として登壇したり、交流会形式で新規ボランティアとの意見交

換も行った。 

②哲学カフェを実施し、市民の学び合いの場や自由に討論していくスキルを身に付けるた

めの参加と対話の場などを提供した。 

③一般市民向けに外国人の状況や当協会の活動を周知する場として「来てナットク！まる

わかりセミナー～多文化共生編」を開催。 

④（一財）とよなか男女共同参画推進財団との共催で、公開シンポジウム「人生 100年時

代、誰とどう生きますか～外国人×介護労働×地域×家族」を開催。 

⑤ボランティア及び一般市民を対象に、学びほぐしシリーズ 「あたりまえ」に対抗する 

“ばづくり・ひとづくり”実践者セミナーを手話通訳付きで開催した。 

対    象： 国際交流活動ボランティア、一般市民 

主 な 実 績： ①日本語ボランティア養成講座の実施（全 6回、参加者のべ 165人）、千里にほんごボラ

ンティア養成講座（全 2 回、参加者 7人。ただし、1回は新型コロナウイルス感染拡大防

止のため 2020 年度に延期）、多文化子育て支援ボランティア養成講座の実施（4 回、参加

者のべ 90人） 
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②哲学カフェの実施（全 3回、参加者のべ 14人。ただし、1回は新型コロナウイルス感染

拡大防止のため中止） 

③来てナットク！まるわかりセミナー多文化共生編（1回、参加者 36人） 

④「人生 100年時代、誰とどう生きますか～外国人×介護労働×地域×家族」を開催（※

上記①の内の公開講座として実施。1回、参加者 58人） 

⑤学びほぐしシリーズ 「あたりまえ」に対抗する “ばづくり・ひとづくり”実践者セミ

ナー「『こんな夜更けにバナナかよ』から問い直す支援―被支援の関係性」（1 回、参加者

67人） 

 

５．子ども国際事業 

（１）おまつり地球一周クラブ 
 

趣    旨： 次世代の担い手である子どもたちが日本や世界の様々な文化を体験して学ぶことのでき

るような異文化理解・国際理解の機会を提供する。 

内    容： 2か月に 1 回ほど、地域に暮らす様々な人の協力のもと、国際理解を促す体験活動「おま

つり地球一周クラブ」を実施した。 

対    象： 小・中学生とその保護者 

主 な 実 績：「おまつり地球一周クラブ」計 5回実施、参加者のべ 95人。 

 

（２）韓国・朝鮮のことばとあそびのつどい 
 

趣    旨： 韓国・朝鮮につながりのある子どもたちが、民族講師（ソンセンニム）から、民族の文化

や遊びなどについて学び、自尊感情を培うとともに、友だち（チング）とのつながりを深

める場を設ける。 

内    容： 月 1回「韓国・朝鮮のことばとあそびのつどい」を実施し、民族講師から民族文化や遊び

について学べる機会を提供した。 

対    象： 韓国・朝鮮につながりのある小学生、中学生 

主 な 実 績：「韓国・朝鮮のことばとあそびのつどい」の実施（計 12回［※ミーティング含む］、参加者の

べ 231人 うち外国人 124人）に加え、小学生のハギハッキョ、ハギハッキョキャンプを実

施。 

 

 

 

 

１．おとなサポート事業 

（１）相談サービス 
 

趣    旨： 在住外国人が抱える課題を解決するために相談サービスを行う。また、相談スタッフが中

心となって、地域に住む外国人が自国文化を発表する機会の創出を行い、エンパワメント

を図る。 

Ⅱ．周縁化される外国人のための総合的なしくみづくり事業 
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内    容： 外国人のための一般生活相談及び外国人女性専用電話相談を相談サービス事業として実

施した。対応言語は日本語、中国語、韓国・朝鮮語、英語、フィリピノ語、タイ語、ポル

トガル語、スペイン語、インドネシア語、ベトナム語、ネパール語。相談に対応するため

に①多言語スタッフ、②就労相談にも対応でき、多言語スタッフをまとめるコーディネー

ター、③相談対応全体のコーディネート及び外国人相談を受けられる女性相談カウンセラ

ーを配置している。別途必要な通訳や翻訳作業も行っている。今年度も外国人が日本人配

偶者に「勝手に離婚される」問題を受けて、「リコン・アラート（協議離婚問題研究会）」

を他機関と協働して運営し、支援者向け冊子「無断離婚対応マニュアル」を刊行するなど、

外国人当事者向けの情報発信に加えて、外国人が抱える課題を広く社会に提起する取組み

も継続して実施した。 

対    象： 外国人及び一般市民 

主 な 実 績： ①相談受付件数 952件（臨時通訳 32件） 

②機関連携によって、より専門的な対応を行った。 

③リコン・アラート（協議離婚問題研究会）を通じた啓発活動、一日離婚電話相談ホット

ラインの開催、支援者向け実務書「無断離婚対応マニュアル」（日本加除出版）の出版等。 

 

（２）コミュニティ活動 
 

趣    旨： 地域に暮らす外国人のエンパワメントにつながるグループワークの展開、また自助グル

ープの活動の側面支援を行う。 

内    容： 昨年度に引き続き、今後急速に高齢化を迎えるフィリピン人向けの居場所づくり

「Filipino Young at Heart’s Club(FYAHC)」を定期的に実施したほか、ベトナム人市

民による自主的なコミュニティ活動の支援を行った。 

対    象： 外国人 

主 な 実 績： Filipino Young at Heart’s Club （8回。ただし、1回はコロナウイルス感染症拡大予

防のため中止）参加者のべ 166人 

ベトナム人コミュニティの集い（卓球など）（42回）参加者のべ 410人 

  

（３）防災事業 
 

趣    旨： 大規模災害時における外国人支援の仕組みを市や関係団体と共に構築し、災害時もふまえ

た安心・安全なまちづくりのための体制づくりならびにその啓発を行う。 

内    容： 台風接近時などに多言語で情報発信を行ったほか、2016年度に豊中市と締結した「災害時

多言語支援センター設置に関する協定書」、大阪大学大学院国際公共政策研究科と締結し

た「外国人への多言語での情報提供に関する協定」に基づき、新型コロナウイルスの感染

拡大を受け、災害時多言語支援センターを設置した。このほか、地域の防災訓練への参加、

大阪府災害時外国人支援ネットワーク会議への参加等を行った。 

対    象： 職員、外国人 

主 な 実 績： 災害時多言語支援センターによる情報発信等 
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２．こどもサポート事業 

（１）多文化子ども保育“にこにこ” 
 

趣    旨： 「子どもの権利条約」に掲げられているように、権利の主体として差別を受けることがな

いよう外国人の子どもに対する支援事業を行う。 

内    容： 親の日本語学習と同時間帯に「多文化子ども保育“にこにこ”」を実施し、孤立しがちな外

国人家庭の子どもが多様な子どもやおとなと接し、コミュニケーションを取ることで社会

性を身に付ける機会を提供した。 

対    象： 外国にルーツを持つ子ども 

主 な 実 績： 「多文化子ども保育“にこにこ”」のべ 83回実施、ボランティアのべ 299人、子どもの参

加のべ 412人（うち外国人 412人） 

 

（２）子ども母語教室 
 

趣    旨： 「子どもの権利条約」に掲げられているように、権利の主体として差別を受けることがな

いよう外国人の子どもに対する支援事業を行う。 

内    容： 子どもや親のニーズに合わせて中国語、スペイン語、ポルトガル語、タイ語の「子ども母

語教室」を実施し、外国にルーツを持つ子どもたちが母語でコミュニケーションが取れる

ように支援をするとともに、子ども同士の仲間づくりを促進させた。 

対    象： 外国にルーツを持つ子ども 

主 な 実 績： 子ども母語教室（中国語、スペイン語、ポルトガル語、タイ語）4教室合わせてのべ 43回

実施、参加者のべ 168人（うち外国人 152人）、4言語合同イベントならびにサンプレイス

と合同イベントの実施（計 4回、参加者のべ 50人） 

 

（３）学習支援・サンプレイス 
 

趣    旨： 「子どもの権利条約」に掲げられているように、権利の主体として差別を受けることがな

いよう外国人の子どもに対する支援事業を行う。 

内    容： 外国にルーツを持つ小学生、中学生、高校生への日本語・学習支援を通した居場所づくり

「サンプレイス」を行った。子どものニーズに沿ってボランティアが宿題、日本語、教科

の勉強、表現活動などに対応し、子どもたちやボランティアのつながりを深めるための行

事や学びの場、企画事業なども行ったほか、子どもの相談にも随時対応した。 

対    象： 外国にルーツを持つ子ども 

主 な 実 績： サンプレイス のべ 33回実施、参加者のべ 267人（うち外国人 189人）、行事の開催（計

5回、参加者のべ 46人） 
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１．小学校外国語体験活動事業 
 

趣    旨： 市内の小学生が異なる文化を持つ人の存在を通して国際理解や共生していく姿勢を育む

とともに、外国語を使用してコミュニケーションを図る積極的な態度を身に付ける機会を

提供する。 

内    容： 豊中市教育委員会との協働で豊中市立小学校の 3年生から 6年生に外国語体験事業を実施

した。体験活動を実施できる外国人ボランティアを配置し、事業を運営した。 

対    象： 豊中市立全小学校、3年生から 6年生の児童 

主 な 実 績： コーディネーター5人、ボランティア登録数 53人（20か国・地域）、実施時間総数 1,133

時間、体験子ども数のべ 37,400人 

 

２．国際教育推進事業 
 

趣    旨： 豊中市で行ってきた様々な「国際」に関する取組を総合的につなげるシステムを作り出す

ために、教育資源を共有財産にする学び合い、調査・研究を実施する。 

内    容： 豊中市国際教育推進連絡会に参加し、情報交換、意見交換を進めた。多文化フェスティバ

ルを豊中市教育委員会協力のもと開催した。帰国渡日児童生徒学校生活サポート事業・豊

能ブロック協議会に構成団体として参加し、「多言語による進路ガイダンス」を開催した。 

対    象： 豊中市教育委員会及び豊中市立小中学校 

主 な 実 績： 豊中市国際教育推進連絡会への参加。「多文化フェスティバル」の開催（年 1 回、参加者

150人）、「多言語による進路ガイダンス」の開催（年 1回、参加者 93人） 

 

３．多文化子どもエンパワメント事業 
 

（１）とよなか子ども日本語教室 
 

趣    旨： 豊中市に在住する、在日コリアン、帰国、渡日といった背景をもつ多文化につながる子ど

もたちの現状を把握し、そのニーズに対応できるような支援を構想していく。 

内    容： 学習のための日本語支援が必要な子どもの指導者育成と教室運営の実績をまとめた冊子

作成に向けた編集会議、教案集の出版を記念したシンポジウムの開催、新たな活動開始に

向けたミーティングを実施した。 

対    象： 外国にルーツを持つ子ども・若者 

主 な 実 績： まとめの冊子作成に向けた編集会議（9月 21日、参加者 10人） 

まとめの冊子の編集作業（2020年 8月発行予定） 

教案集出版記念シンポジウムの開催（とよなか JSLとの共催）（11月 10日、参加者 51人） 

新規活動開始に向けたミーティング（1月 28日、参加者 6人） 

  

 

Ⅲ．学校とつながってつくる豊かな未来事業 
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（２）若者支援 （独立行政法人福祉医療機構 【平成 31年度社会福祉振興助成事業】） 
 

趣    旨： 豊中市に在住する在日コリアン、帰国、渡日といった背景を持つ多文化につながる子ども

たちの現状を把握し、そのニーズに対応できるような支援を構想していく。 

内    容： 外国にルーツを持つ「若者世代」を対象に日本語サポートや日本語活動を実施して生活の

支援を行った。また、今後の人材の養成のためのボランティア・コーディネーター研修も

実施した。 

対    象： 外国にルーツを持つ子ども・若者 

主 な 実 績： ①地域にコミット！若者お祭りクラブ 

［準備会］2回（参加者のべ人 9人）、［イベント参加］2回 （参加者のべ 50人） 

②地域でつくる進路のための日本語の学習とサポート 

年 32回（参加者のべ 76人、うち外国人 44人） 

③外国にルーツを持つ若者の居場所事業＆相談事業 

年 32回（参加者のべ 134人、うち外国人 94人） 

④若者スタッフ研修 

年 44回（参加者のべ 138人、うち外国人 30人） 

 

（３）てーげーコミュニケーションズ（多文化子どもエンパワメント・メディアプロジェクト） 
 

趣    旨： 豊中市に在住する、在日コリアン、帰国、渡日といった背景を持つ多文化につながる子ど

もたちの現状を把握し、そのニーズに対応できるような支援を構想していく。 

内    容： 2014 年度に公益財団法人庭野平和財団からの助成を受けた事業を引き続き自主財源で実

施し、「てーげーコミュニケーションズ（多文化子どもエンパワメント・メディアプロジェ

クト）」として、外国につながる子ども・若者たちの出会いの場を創造するための映像作品

を作成した。その映像作品の宣伝広報、販売促進を行った。 

対    象： 外国にルーツを持つ子ども・若者 

主 な 実 績： 「てーげーコミュニケーションズ（多文化子どもエンパワメント・メディアプロジェクト）」

映像作品の宣伝、広報、販売促進 

 

（４）生活困窮者自立支援事業 子どもの学び場「学楽多」 
 

趣    旨： 教科学習にとどまらず、働くことや生きることにつながるような多様な学びの場、出会い

の場を提供することで、子どもたちを支援する。 

内    容： 豊中市の委託（4 年目）を受け、とよなか国際交流センターとしょうないガダバで学習支

援を実施した。教科学習にとどまらず、工作や料理、多文化フェスティバルでのブース出

店など、子どもたちが多様な人との出会い、多様な経験を通じて働くことや生きることに

ついて考えられるように取り組んだ。 

対    象： 外国にルーツを持つ子どもを中心に、参加を希望する者 

主 な 実 績： とよなか国際交流センター、しょうないガダバ合わせて計 88 回（子ども参加者のべ 962

人、うち外国人 149人。ボランティア参加者のべ 301人、うち外国人 89人） 
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（５）ネットワーク事業への参加 
 

趣    旨： 主に大阪府内で外国にルーツを持つ子どもの支援に携わっている機関、団体でネットワ

ークを組み、一つの機関・団体では解決が難しい課題について意見や情報の交換、発信

を行った。 

内    容： シンポジウムの開催、研修会の講師などを引き受けた。 

対    象： 外国にルーツを持つ子ども等、外国人の支援に携わっている機関・団体 

主 な 実 績： 「ともに生きるシンポ～多民族社会日本 part3～」（年 1回、参加者 52人） 

４．施設管理受託事業 

・とよなか国際交流センター貸室業務 
 

趣    旨： とよなか国際交流センター貸室業務は定款にある目的を達成するための事業（国際交流の

機会提供及び参加促進の事業、国際理解及び国際化に関する啓発・研修事業、国際交流に

関する情報の収集及び提供事業、民間団体の国際交流活動に対する支援事業、国際協力に

関する事業、在住外国人に対する支援事業など）を推進していく活動ならびに同様の国際

交流を目的とする一般市民や利益目的でない一般利用者への貸室業務であり、貸室の利用

料金に関する収入は全て豊中市に納付している。 

内    容： とよなか国際交流センターの国際交流目的利用の市民や一般利用者に対して、公平公正、

安全に貸室業務を行った。さらに視察受入れや、豊中市が中学校を対象に実施する「地域

体験学習 CUL(カル)」職場体験の受入れを行った。職員研修も通年で実施した。 

対    象： 一般市民および施設利用者 

主 な 実 績： ①年間貸室利用者数 53,991人（昨年度比 6,914人減）、うち外国人利用者数 23,332人（昨

年度比 3,813人減）・視察受け入れ（計 15件、合計 349人） 

②「地域職場体験学習 CUL（カル）」職場体験受入れ（計 2校、のべ 6人） 

③「事業評価会」参加者 49人 

④職員研修（計 14回） 
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１．市民主体の国際交流活動推進事業 
 

（１）情報サービス事業 
 

◆ニュースレターの発行 

日本語版と多言語版に分け発行した。情報発信を基本的なコンセプトに、以下について毎月掲載した。 

 

①協会のミッションとそれに基づく活動を伝えること 

   ②在住外国人に関する基礎的情報を提供すること  

   ③地域で生活する外国人へ多言語での情報提供 

 

日本語版は「とよなか国際交流センターおしらせ」として、内容はセンター事業を中心にした案内や報告

を掲載した。さらに、これまでのような催しの予告・報告だけでなく、センターに集う人たちの「顔」が見

えるコーナーとして、「Youは何しに国流へ？」等を新しく設けた。表紙のデザインは、地域の高校との連携

推進の一環として、大阪府立池田高校美術部と大阪府立桜塚高校美術部の高校生ボランティアにお願いした。

（日本語版：A4判 4 ページ、フルカラー［120号～131号］各月 1,500部／多言語版：A4版 4ページ、赤黒

2色刷、各月 500部） 

 

 

◆多言語メールニュースの配信  

月 1 回（基本的に毎月第 1 金曜日）、メールニュース配信希望者には多言語ニュースレターの内容を 8 言

語（英語、中国語、韓国・朝鮮語、スペイン語、ポルトガル語、タイ語、インドネシア語、ベトナム語）で

Eメールにて配信した。（2020年 3月時点のメールニュース配信数 ： 312人） 
 

 

◆書籍・新聞・雑誌・民族衣装、楽器等の閲覧及び貸出提供 

雑誌の提供と収集事業。外国人向けの無料コミュニティ紙、多言語の新聞やチラシを配架するなど、言語

的マイノリティへの情報提供を積極的に行っている。2019年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、

多言語に翻訳した手洗い啓発ポスターや新たに設けた多言語 Facebook ページのポスターを館内等に掲示し

た。 

また、半年毎に豊中市立図書館から多言語での書籍（約 100冊）が団体貸出されるなど、図書館とも連携

して図書の充実を図っている（2013年 1月より継続して実施）。 

館内に併設されている「地球市民ライブラリー」の蔵書については、図書ボランティアが図書の整理や書

籍名簿の作成を行い、市民が利用しやすい環境を整えた。日本語能力試験等の検定試験受験を希望する外国

人のためのサポート用のテキスト等も購入した。また、今年度は絵本や外国語の図書（絵本含む）を充実さ

せた。 

 

 

 

 

 

Ⅰ．多様な人々が尊重される地域づくり事業 

Ⅲ．201９年度事業実績詳細 
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◆図書類（外国語図書（絵本）含む） 

貸  出 貸出件数（件) 増  冊 数 件数（件) 

総  数 116 総  数 393 

【内訳】  一般図書 

外国語図書（絵本含む） 

  <内>中国語 

ネパール語 

英語 

韓国語 

アラビア語 

ベトナム語 

タガログ語 
 

21 

95 

（45） 

（28） 

（14） 

（3） 

（3） 

（1） 

（1） 

【内訳】 一般図書 

日本語学習関係 

辞書類 

絵本（日本語） 

資料 

外国語図書（絵本含む） 

学習教材   

99 

86 

2 

72 

7 

110 
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◆定期刊行物 

◆民族楽器、民族衣装、民族教材 

 

 

 

 

 

◆情報交換ボードの提供 

 情報交換ボードでは、掲示期間を区切った上で、個人が自由に情報交換できるようにした。また、日本語

ボランティア情報ボードも引き続き活用し、日本語交流活動で必要とされる情報を提供した。利用件数：56

件。 
 

 

◆ホームページ 

 協会のホームページを今年度からリニューアルして、多言語での情報発信ページを充実させ、さらに日本

語ページの情報も拡充した。主催事業の新着情報等を随時更新するなどして、常に最新情報を届けるように

心がけた（協会の年間ホームページ訪問者数 20,160件、多言語での情報提供ページの訪問数は 1,441件）。 

 
 

◆SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス） 

主に Facebookを利用し、日々の活動の紹介やイベント案内、研修会の報告などを継続して行った。吹田市

で起こった警察官襲撃事件（6月）、台風 19号（10月）、新型コロナウィルスの感染拡大状況・支援に関する

情報（12月以降、現在まで）などについて、多言語による情報発信を行った。 

特に新型コロナウィルス感染拡大を受け、多言語での情報発信をより一層充実させるため 2 月 24 日より

言語別に Facebookページを新たに設けた（英語、中国語、韓国・朝鮮語、フィリピノ語、スペイン語、タイ

語、インドネシア語、ネパール語、ベトナム語の 9言語）。 

協会の Facebookページのフォロワー数 1,450人（昨年度より 355人増）、「いいね！」数 1,318（昨年度よ

り 298増）。 

 
 

内 容 購入点数(単位：冊) フリーペーパーなど(単位：誌) 

定期刊行物 

日本語新聞 2  

雑誌・機関紙等 1 5 

外国語新聞 1 4 

 民族衣装 民族楽器 民族教材 計 

貸出（件数） 30 4 6 40 

購入・寄付（件数） 38 2 4 44 
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◆プレスリリースの発行：メディア各社向けにプレスリリースを随時発行。 

 
 

◆無料インターネット利用 ： 268件（うち外国人 28件） 

 
 

◆メディア掲載歴 
 

日時 掲載メディア 見出し/内容 

4月 12日 毎日新聞（大阪・兵庫版） つながり紡いで「とよなか国際交流協会」 

5月 10日 毎日新聞（大阪・兵庫版） つながり紡いで「リコン・アラート」 

6月 7日 毎日新聞（大阪・兵庫版） つながり紡いで「外国ルーツの子向け教室『子ども母語』」 

7月 19日 毎日新聞（大阪・兵庫版） つながり紡いで「外国ルーツの子『第三の居場所』」 

8月 7日 毎日新聞（大阪・兵庫版） 多文化共生の地域づくり「25年間の歩み 本に」 

8月 23日 毎日新聞（大阪・兵庫版） つながり紡いで「外国語体験活動」 

8月 24日 毎日新聞（大阪・兵庫版） 府民夏季セミナー「知識共有し対話的学習へ」 

9月 27日 毎日新聞（大阪・兵庫版） つながり紡いで「日本語交流活動『木ひる』」 

10月 18日 毎日新聞（大阪・兵庫版） つながり紡いで「図書館とつくる親子の居場所」 

11月 22日 毎日新聞（大阪・兵庫版） つながり紡いで「若者の『たまりば』」 

11月 30日 毎日新聞（大阪・兵庫版） 無断離婚→外国人支援は？「豊中でシンポ」 

12月 4日 毎日新聞（大阪・兵庫版） 「配偶者勝手に離婚届け～外国人の相談相次ぐ」 

12月 8日 読売新聞 一方的国際離婚防ぎたい 

12月 13日 毎日新聞（大阪・兵庫版） つながり紡いで「『TIFAカフェサパナ』」 

12月 19日 大阪日日新聞 「知らぬ間に離婚された」 

12月 27日 The Japan News Activists take on consent-less divorce 

1月 31日 毎日新聞（大阪版） つながり紡いで「災害時の外国人支援」 

2月 28日 毎日新聞（大阪版） つながり紡いで「フィリピン出身中高年の居場所」 

3月 20日 毎日新聞（大阪版） つながり紡いで「多文化共生の課題」 

 
 

◆取材協力 

11月 28日  日本文教出版 大阪市社会科 4年生副読本「私たちの大阪」（外国語体験活動、日本語交流 

活動） 

12月 12日  NHK大阪放送局 ニュースほっと関西（リコン・アラートシンポジウム） 

12月 12日  豊中市広報戦略課（「広報とよなか」2月号 特集２ ひゅうまん通信 外国人とともに） 

12月 16日  福岡 RKBラジオ（リコン・アラートシンポジウム） 

1月 22日  箕面市国際交流協会（月刊誌「めろん」4月号 外国語体験活動について） 

2月 13日  読売テレビ「かんさい情報ネット ten.」（「無断離婚」について） 

3月 18日  NHK大阪放送局 （新型コロナウイルス感染拡大への対応 相談事業の強化について） 

 

◆その他  

・『日本における外国人・民族的マイノリティ人権白書』（2019）への寄稿「リコン・アラート」 

・『多文化共生のためのシティズンシップ教育実践ハンドブック』（2020）への寄稿「子どもを支える ～

とよなか国際交流協会の取り組み～」 

・『特別支援教育の心理学（仮）』（萌文書院）への寄稿（2020 年 3 月刊行予定であったが、新型コロナウ

イルスの感染拡大を受け、遅れ。） 

・協会事業紹介パンフレットの作成（豊中市内の子ども園、小学校、中学校の全教職員に配布） 
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（２）市民活動協働事業 
 

◆イベント「とよなか国際交流フェスタ」の開催 

とよなか国際交流センター登録団体や事業ボランティアによる実行委員会形式で「とよなか国際交流フェ

スタ」を開催した。同フェスタはセンターで活動する登録団体の成果発表の機会ともした。 
 

実 施 日 時： 9月 7日（土）10:00～16:00 

場    所： とよなか国際交流センター参加者数のべ 3,700人 

内    容： とよなか国際交流センターの登録団体によるステージ発表やポスター発表（発表の使用し

たパネルは引き続き、館内に掲示）／市民グループによるバザー、世界の料理や飲み物の

販売、子どもの遊びコーナー（スライム作り、世界の楽器体験、民族衣装体験、中国切り

絵体験、）茶道体験、世界の風景撮影スポットなど 

 

◆イベント「せかいのおばけやしき」の開催 

例年 8月にとよなか国際交流センターの貸室の利用率が下がり、来館者が減ることから、その時期に 6階

の全フロアを利用して「せかいのおばけやしき」を実施した（2018年度よりスタート）。 

実施に当たっては、協会で実施している様々な事業に参加しているボランティア、地域の高校生や福祉団

体の協力を得た。238 名の参加があり、閑散期の施設の有効利用だけでなく、普段の活動や事業を超えた仲

間たちとつながる場所を作ることができた。 

 

◆市民活動共同デスク 

2010年度、とよなか市民活動ネットきずなの呼びかけで、（社福）豊中市社会福祉協議会、（一財）とよな

か男女共同参画推進財団、とよなか市民環境会議アジェンダ 21との 5団体で編集委員会を作り、『2011とよ

なか市民活動ガイドブック』を作成した。これを機に、豊中での市民活動のさらなる活性化を図るために「市

民活動共同デスク」を立ち上げ、ゆるやかなネットワークによる情報の交換と発信を続けている。その後、

（公財）豊中市スポーツ振興事業団、豊中市市民公益活動協議体らっぷが参加、市民活動ネットきずなの解

散を経て現在の 6団体となる。 

2019 年度は壁新聞の発行を見直すとともに、今後の活動内容について検討するワークショップを行った。

今後も引き続き中間支援組織のゆるやかな情報共有ネットワークとして意見交換を継続する。 

 
 

会議実施日 内   容 （場 所） 

5月 23日 6団体打合せ（市民活動情報サロン） 

7月 9日 6団体打合せ（市民活動情報サロン） 

11月 7日 共同デスクの在り方と今後について考えるワークショップ（すてっぷ） 

1月 23日 6団体打合せ（市民活動情報サロン） 
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 さらに、市民主体の国際交流活動を推進するため、地域で活動する国際交流をテーマとした市民団体・グ

ループの運営に対する側面支援を以下の通り行った。 
 

日付 取り組みの内容 

通年 
センターを拠点として活動するボランティアグループ「日本語支援グループ・むすびめ」の運営

支援及び就労を目指す外国人のための日本語サポート事業を協働で実施した。 

通年 

市民団体からの相談対応。協会ウェブサイトに「国際交流の活動を充実させたい市民グループの

皆様へ」というページを設置して周知をはかり、市民団体からの問合せに対して随時情報提供を行

った。 

5月 12日 

6月 9日 

7月 28日 

9月 7日（当日）

10月 27日 

3月 15日（中止） 

とよなか国際交流センター登録団体との連絡会議を 4 回行った（うち 3 回は国際交流フェスタ

実行委員会も兼ねている）。フェスタに向け、実行委員会形式で検討、準備を重ね、地域の国際交

流団体とともに考え創る「第 4回とよなか国際交流フェスタ」を 2019年 9月 7日(土)に開催する

ことができた。なお、連絡会議のうち、3 月 15 日分は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中

止となった。 

2020年度も実行委員会形式により、「第 5回とよなか国際交流フェスタ」（9月上旬～10月中旬）

を行う方向で検討している。 

市民団体の環境向上及び登録団体の活動の発信等に向け、市の広報誌において活動体験会の掲

載を開始した。 

 

◆しょうない REK への協力 

 2005年、豊中市の「市民公益活動推進条例」に基づき、市と市民が協働して庄内地域の環境・共生・活性

化の課題に取り組む「しょうない REK」が立ち上げられた。（しょうない REKは Recycle［リサイクル］、Event

［イベント］、Kawaraban：［かわら版］の頭文字を合わせた造語）。当協会としては、特に豊中市南部地域で

の関係機関・団体との連携を重点的に進めるため、実行委員会に定期参加し、イベントへの参加を行った。 
 

  ●しょうない REK 実行委員会 

開催日 
4月 18日（欠席）、5月 16日、6月 20日、7月 18日、9月 19日、10月 17日、11月 21日（欠

席）、12月 19日、1月 17日、2月 20日、3月 19日（欠席）（計 11回、うち 8回出席） 

場 所 庄内図書館 

 

  ●その他の取組 

   ・ 外国人親子に向けた高校進学説明会@しょうない開催（庄内公民館） ： 7月 13日  

   ・ 「とよなか国際交流フェスタ」古本バザー（とよなか国際交流センター） ： 9月 7日 

 

◆国際交流ネットワークおおさか 

大阪府内の国際交流協会及び自治体が中心となって、地域の国際化、国際交流、国際協力、多文化共生に

関わる諸問題に協力して広域的に取り組んでいる。2019年度は定例の会議で情報交換を行ったほか、研修会、

相談会、さらにシンポジウム「近畿発！今、あらためて”多文化共生”を問い直す part2」を開催した。 

 

実施日 

参加者数 

（うち外国

人） 

開催場所 構成団体 

4月  5日 
5月 24日 
6月 14日 
7月 26日 
9月 13日 
10月 18日 
12月 19日 
2月 28日 

11（2） 
7（1） 
11（0） 
7（0） 
10（2） 
8（1） 
8（1） 
5（0） 

大阪国際交流センター 
大阪国際交流センター 
大阪国際交流センター 
大阪国際交流センター 
大阪国際交流センター 
大阪国際交流センター 
大阪国際交流センター 
大阪国際交流センター 

【構成団体】 
大阪府国際交流財団、大阪国際交流センター（アイハウス）、
吹田市国際交流協会、とよなか国際交流協会、とんだばやし
国際交流協会、箕面市国際交流協会 
 

【オブザーバー】 
大阪府国際課、和泉市人権・男女参画室、池田市人権・文化国
際課、堺市国際課、NPOタブマネ 

合 計 67 (7)   
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・研修会、シンポジウム等 

 

◆市民団体との連携及び運営支援 

 地域で活動する国際交流目的の市民団体の活動支援を随時実施した。 

・ とよなか国際交流センターの登録団体（24 団体）との連絡会議を 4 回開催し、ニーズの把握を行っ

た。 

・ 団体からの国際交流に関する相談窓口を設置し、随時相談に対応した他、団体の運営に対して必要に

応じてサポートを実施した。また、とよなか国際交流センターの登録団体について、活動体験会を企

画し、その周知を市の広報誌で行うなどしている。さらに、市民団体の運営協力（助成金獲得に関す

る助言や推薦書の作成等）も行うほか、市民団体との事業に共催・後援を行った。 

 

（３）留学生ホストファミリー事業 

◆世話人会定例会 ： メンバー11人 毎月第 3木曜日 全 11回実施 

（3月 19日は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止） 

 

◆ホストファミリーボランティア数 ： 登録家族 126家族（うち新規登録 15家族） 

 

◆登録説明会 ※単位：家族                   ◆留学生とのマッチング数 ※単位：組 

実施日 参加家族数 登録家族数 

新規登録家族  

合計 

 

 春 秋 合計 総合計 

6月 23日 20 15 15  大阪大学 20 46 66 
88 

3月 8日 中止 －  JASSO 22 ― 22 

※3月 8日は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

◆交流会 ※単位：人 

実施日 内  容 参加者数 留学生数 参加者総数 

5月 26日 万博ピクニック 75 41 116（30家族） 

10月 27日 ポットラックパーティ（すてっぷホール） 68 30 98（28家族） 

12月 8日 大阪市立阿倍野防災センター 14 3 17（7家族） 

 合 計 157 74 231（65家族） 

 

 

 

実施日 

参加者数 

（うち外国

人） 

開催場所 内容 

9月 26日 
10月 19日 
1月 19日 
2月 7日 

23（8） 
15（8） 
8（5） 
37（5） 

大阪国際交流センター 
池田市国際交流センター 
とんだばやし国際交流協会 
すてっぷホール 

生活困窮者の支援と外国人（講師：大阪弁護士会） 
外国人向け相談会（協力：大阪弁護士会） 
外国人のための法律相談会（協力：大阪弁護士会） 
シンポジウム「今、あらためて多文化共生を問い直す 
part2～多文化共生の担い手について考える～」 

合 計 83(26)   
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◆関連機関との打ち合わせ、講演会等 ※単位：人 

実施日 学校名 内 容 参加者数 

4月 4日 大阪大学 春期対面式① 28 

4月 13日 大阪大学 春期対面式② 12 

5月 11日 JASSO 対面式 58 

8月 2日 大阪大学 OHP連絡協議会 3 

9月 27日 大阪大学 秋期対面式① 27 

10月 4日 大阪大学 秋期対面式② 5 

10月 12日 大阪大学 秋期対面式③ 54 

10月 18日 JASSO 打ち合わせ 4 

11月 28日 吹田市国際交流協会 打ち合わせ 3 

12月 13日 箕面市国際交流協会 打ち合わせ 6 

2月 21日 大阪大学 留学生支援連絡協議会 1 

2月 21日 JASSO 来期についての打合せ 4 

2月 26日 大阪大学 OHP連絡協議会 2 

  合  計 207 

 

◆ニューズレターの発行（年 2 回） 

＜主な掲載内容＞ 特集（毎号）／ホストファミリーと留学生の交流体験談／留学生コラム／活動報告 

 
 

◆協会イベント「とよなか国際交流フェスタ」への参加 

  「世界の飲み物＆子どもコーナー」お手伝い ： 9月 7日 

 

２．おとな国際事業 
 

（１）にほんご活動事業 

◆もっともっとつかえるにほんご、千里にほんご、とよなかにほんご木ひる、とよなかにほんご金

あさ、にちようがちゃがちゃだん 

 にほんご活動事業は、日本語ボランティア養成講座を修了した市民ボランティアによって自律的に運営さ

れている。外国人市民と日本人市民が出会い、日本語で交流を図る場として週 4日（計 5活動）開催した。 

事業名 曜日 実施時間 参加者のべ人数（うち外国人） 実施回数 

もっともっとつかえるにほんご 月 曜 10:00～12:00 771人 （307人） 35回 

千里にほんご 木 曜 10:00～11:30 
996人 （320人） 

*加えて乳幼児の参加 67人/保育ボランティア 2人 
38回 

とよなかにほんご・木ひる 木 曜 13:30～15:30 1,643人（901人） 40回 

とよなかにほんご・金あさ 金 曜 10:30～12:00 2,843人（1,355人） 42回 

にちようがちゃがちゃだん 日 曜 10:00～12:00 823人 （470人） 32回 

 総合計 7,076人（3,353人） 187回 

発行日 号数 特集内容 留学生コラム 活動報告 

7月 2日 66号 

Guten Tag! 

～ミュンヘンに留学

してみて～ 

カザフスタン 

ベトナム 

交流会～京都西陣織体験～、大阪大学春の出会いの会、

JASSO 大阪日本語教育センター対面式、ホストファミリー

登録説明会、ギャラリー展示～ホストファミリ―特集～、

万博ピクニック 

12月 2日 67号 留学生のその後 
ブラジル 

ベラルーシ 

ポットラックパーティ、とよなか国際交流フェスタ、大阪

大学秋期出会いの会 
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●交流活動・学習会などの実施 

事業名 実施日 内容 参加人数（うち外国人） 

もっともっとつかえるにほんご 12月 23日 交流会 28(13) 

千里にほんご 1月 23日 冬のお楽しみ会 25(8) 

とよなかにほんご・木ひる 11月 7日 お料理会 52(35) 

とよなかにほんご・金あさ 

7月 5日 

12月 13日 

1月 17日 

3月未定 

七夕 

バザー＆お楽しみ会 

正月のあそび 

多文化保育にこにことの合同避難訓練 

51(22) 

90(44) 

63(28) 

※新型コロナウイルス感染

拡大防止のため中止 

にちようがちゃがちゃだん 12月 15日 料理交流会 28(11) 

 

◆おかまち・おやこでにほんご、しょうない・おやこでにほんご、せんり・おやこでにほんご 

保育がない、子どもが慣れない、家から遠いなどの理由で、日本語教室に参加しにくい乳幼児連れの外国

人女性の居場所を提供するため、とよなか国際交流センター以外の公的な場として岡町図書館、庄内図書館、

千里図書館で日本人親子のボランティアと外国人親子の交流を行った。乳幼児を抱え、家に引きこもりがち

な外国人女性が安心して生活や子育てなどの情報交換ができ、悩みを相談できる場、リフレッシュできる場

づくりを行った。 
 

 

 

おかまち・しょうない・せんりおやこでにほんごの参加者合計 
 

1,000人（うち外国人 337人） 
 

●おかまち・おやこでにほんご 

活動場所 豊中市立岡町図書館 3階、とよなか国際交流センターなど 

活動期間 2019年 4月 16日～2020年 2月 18日（30回） 

活動時間 毎週火曜日午前 10：00～12：00 

人  数 ボランティア登録者数（11人）、のべ参加者数（378人） 

うち外国人おとな 54人 うち外国人子ども 44人  

うちボランティアおとな 203人 うちボランティア子ども 77人  

 

 ～活動内容 

実施日 内  容 実施日 内  容 

4月 16日 おしゃべり会 10月 8日 つまみ細工 

4月 23日 端午の節句クラフト 10月 15日 外遊び＠服部緑地公園 

5月 14日 おしゃべり会 10月 29日 おしゃべり会 

5月 21日 絵本カバーで紙バッグづくり 11月 5日 おしゃべり会＠とよなか国際交流センター 

5月 28日 手芸の日 11月 12日 おしゃべり会 

6月 4日 おしゃべり会 11月 19日 おしゃべり会 

6月 18日 バスボムづくり 11月 26日 お楽しみ会準備＠とよなか国際交流センター 

6月 25日 おしゃべり会 12月 3日 お楽しみ会＠とよなか国際交流センター 

7月 2日 七夕クラフト 12月 10日 
消しゴムハンコづくり 

図書館の方によるよみきかせ 

7月 9日 物々交換 12月 17日 おしゃべり会 

9月 3日 おしゃべり会 1月 14日 おしゃべり会 

9月 10日 消しゴムハンコ 1月 21日 書初め 

9月 17日 おしゃべり会＠とよなか国際交流センター 1月 28日 お料理会（デコ巻） 

9月 24日 お料理会（タコスづくり） 2月 4日 お誕生日会 

10月 1日 おしゃべり会 2月 18日 ベビーシャワー 
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●しょうない・おやこでにほんご 

  
～活動内容 

 

●せんり・おやこでにほんご 

 

～活動内容 

活動場所 豊中市立庄内図書館 3階研究室、公民館、公民館調理室など 

活動期間 2019年 5月 14日～2020年 2月 18日（19回） 

活動時間 毎週火曜日午前 10：00～12：00 

人   数 ボランティア登録者数（7人）、のべ参加者数（138人） 

うち外国人おとな 33人 うち外国人子ども 22人 

うちボランティアおとな 58人 うちボランティア子ども 25人 

実施日 内  容 実施日 内  容 

5月 14日 持ち寄りおしゃべり会 10月 29日 ハロウィンパーティ 

5月 21日 おしゃべり会・ロッカー整理 11月 12日 持ち寄りパーティ 

5月 28日 部屋整理  11月 19日 おしゃべり会 

6月 4日 新規ボランティア見学会 11月 26日 メキシカンタコスづくり 

6月 17日 持ち寄りパーティ 12月 3日 お楽しみ会＠とよなか国際交流センター 

6月 24日 物々交換・おしゃべり会 12月 10日 クリスマスパーティ 

7月 2日 七夕短冊飾り・遊び 1月 21日 おしゃべり会 

9月 10日 おしゃべり会 1月 28日 物々交換 

10月 1日 持ち寄りパーティ 2月 18日 味噌づくり 

10月 8日 ハロウィンリースづくり   

活動場所 豊中市立千里図書館集会室など 

活動期間 2019年 4月 16日～2020年 2月 18日（30回） 

活動時間 毎週火曜日午前 10時～12時 

人   数 ボランティア登録者数（8人）、のべ参加者数（484人） 

うち外国人おとな 93人 うち外国人子ども 91人 

うちボランティアおとな 201人 うちボランティア子ども 99人 

実施日 内  容 実施日 内  容 

4月 16日 おしゃべり会 9月 24日 母語による読み聞かせの講演会 

4月 23日 鯉のぼりづくり 10月 1日 読み聞かせ 

5月 7日 読み聞かせ 10月 8日 ハロウィンクラフト 

5月 14日 お料理会（たこ焼き） 10月 15日 お料理会（ハロウィンのお菓子） 

5月 21日 おしゃべり会 10月 29日 ハロウィンパーティ 

5月 28日 読み聞かせ 11月 5日 お料理会（さつまいもご飯、豚汁） 

6月 4日 凧作り 11月 12日 物々交換会 

6月 11日 お料理会（天ぷらうどん） 11月 26日 クラフト(ブックカバーでバック作り) 

6月 18日 クラフト 12月 3日 国流パーティー 

6月 25日 おしゃべり会 12月 10日 お疲れ様会 

7月 2日 七夕パーティー 1月 14日 お正月遊び 

7月 9日 お疲れ様会 1月 21日 お料理会(モザイク寿司) 

9月 3日 おしゃべり会 1月 28日 おしゃべり会 

9月 10日 救急救命講座 2月 4日 節分（鬼のお面クラフト、豆まき） 

9月 17日 おしゃべり会 2月 18日 読み聞かせ 
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●おやこでにほんご フォローアップ研修 

日  程  2020年 2月 25日（火）午前 10時～12時 

場  所  とよなか国際交流センター C.C.スペース 

講  師 おやこでにほんご現役ボランティア 

テ ー マ 卒業後のママ＆ボランティアの居場所について 

参加者数    ‐   ※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

 
◆豊中市及び大阪府の教育行政・関係者との連携（識字・日本語豊中連絡会） 
 

日 程 内  容 場  所 

9月 6日 第 1回 識字・日本語豊中連絡会 会議 豊中人権まちづくりセンター 

11月 1日 

識字・日本語豊中連絡会 指導者研修会（主催：識字・日本語豊中連絡会） 
 

識字・日本語ボランティアのためのブラッシュアップ研修 
 

「つながる日本語」から創造する多文化共生社会 

【1日目】 なぜ「つながる日本語」か？ （講師：西口光一さん） 
 

とよなか国際交流センター 

11月 15日 

識字・日本語豊中連絡会 指導者研修会（主催：公益財団法人とよなか国際交流協会） 
 

識字・日本語ボランティアのためのブラッシュアップ研修 
 

「つながる日本語」から創造する多文化共生社会 

【2日目】 「つながる日本語」支援の活動 （講師：西口光一さん） 
 

とよなか国際交流センター 

 

 

（２）多文化共生推進事業 
 

◆世界を食べよう 

2014年度より、地域の日本人を対象に異文化に触れる機会及び講師となる外国人のエンパワメントにつな

がる機会を作るために「世界を食べよう」を開催している（昨年度より、多文化共生推進事業として実施）。

講師は、地域在住の外国人が担当した。今年度は 3回の実施予定であったが、うち 1回は講師の都合のため、

1回は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となり、1回のみとなった（会場はとよなか国際交流セン

ター料理室）。 
 

実施日 内容 参加者数（うち外国人） 

12月 5日   フィリピンのクリスマス 13（2） 

※6月 27日のベトナム編、3月 26日の日本料理編は中止 

◆通訳派遣 

中間支援組織を対象として、外国人の生活支援要請案件に通訳ボランティアを派遣するものである。今

年度は 3件（英語、中国語）の要請があり、多言語スタッフを派遣した。 

 

◆多文化多言語セミナー 「アリラン峠を越えていく～在日コリアン音楽の今」 

在日コリアン音楽の多様性とその背景にある歴史や、はざまで生きてきた在日コリアン音楽家たちの生

きざまと情感を描いた映像作品「アリラン峠を越えていく－在日コリアンの音楽の今－」の上映とパンソ

リ演奏、トークショー。 
 

実施日 テーマ 講  師 
参加者数 

（うち外国人） 

10月 19日 
アリラン峠を越えていく 

～在日コリアン音楽の今～ 

安聖民（パンソリ唱者） 

高正子（神戸大学非常勤講師） 

寺田吉孝（国立民族学博物館教授） 

趙倫子（鼓手） 

100(25) 

  合 計 100(25) 
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◆コモとスースの絵葉書プロジェクト 

市民から募集した協会キャラクター「コモとスース」のイラストを配置した絵葉書を 5 枚 1 組で作成し、

2017年度より継続して頒布している。 

 

◆外国人のための茶道教室 

地域の外国人が日本文化に触れる機会として、茶道教室を開催している（2015年度より、多文化共生推進

事業として実施）。今年度は「第 5回 とよなか国際交流フェスタ」内の１ブースとして、ボランティアの協

力を得て実施した。フェスタ内での開催としたため、地域の外国人の他、普段は茶道を体験したことのない

日本人市民も参加可能としたところ、親子連れも含めた幅広い参加があった（会場はとよなか国際交流セン

ター和室）。 
 

内容 実施日 参加者数（うち外国人） 

外国人のための茶道教室 

（「第 5回 とよなか国際交流フェスタ」内で実施） 
9月 7日（土）10:00～／ 15:00～  15（6）    

 

◆外国人のための武道体験 

 豊中市スポーツ振興事業団との共催事業「サムライプロジェクト」として実施。豊中市スポーツ振興事業

団と関わりのある講師が外国人に向けて指導し、一緒に参加したボランティアとも交流の場となった。カラ

テエクササイズの会場はとよなか国際交流センター、合気道は講師の厚意で刀根山にある道場、居合道はす

てっぷホールで実施予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、カラテエクササイズ 1回の

みの実施となった。 
 

内容 実施日 参加者数（うち外国人） 

カラテエクササイズ① 2月 17日 7（1） 

カラテエクササイズ② 2月 21日  （中止） － 

合気道 3月 15日  （中止） － 

居合道 3月 28日  （中止） － 

  合 計 7（1） 

 

◆国流シネマカフェ 

国際交流や人権に関する映画を観ることで、社会的課題についての新たな気づきにつなげる。 

今年度も、「観たい映画アンケート」を取り、その結果を踏まえて、年 3回上映会を行った。参加者数もほ

ぼ定着し、次回の映画を楽しみにするリピーターからの問合せも増加した。夜間事業として開始したが、今

年は親子での参加も想定し、7・10・12月の日曜日、日中の時間帯に開催した（場所はいずれも、とよなか国

際交流センター）。 

 

 

 開催日時 上映作品 参加者数 うち外国人 

第 1回 7月 28日（日） 
10:30～12:00 

ズートピア 
22 7 

14:00～15:30 19 6 

第 2回 10月 20日（日） 14:00～16:30 帰ってきたヒトラー 26 2 

第 3回 12月 22日（日） 15:00～17:00 チャーリーとチョコレート工場 23 5 

   合 計 90 20 
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３．持続可能な地域づくり事業  

◆市民ゼミナール・メディア・リテラシ―  

日  時 
  

 2020年 2月 15日（土） 
 

場  所 
 

  とよなか国際交流センター 
 

参加者数 
 

  5人（うち外国人 3人） 
 

テ ー マ 
 

  メディアリテラシー講座 ～こどもとメディア～ 
 

講  師 
 

  田島知之さん（京都府立大学非常勤講師）、登丸あすかさん（文京学院大学助教） 
 

ワークショップ内容 

 

   ・ 子どものメディア環境を考える 

   ・ メディアリテラシーとは 

   ・ メディアは「現実」を構成する 

   ・ 子どものメディア環境への提言 
 

 

①参加者同士の「対話の文化」を作ること、②参加者一人ひとりが持つ価値観や社会の見方がメディアを

通してどのように形成されてきたかを知り、メディア社会を主体的に生きる視点を獲得すること、③マイノ

リティ市民の視点で考える力を獲得することで「多様な人々が尊重される地域づくり」の推進を目指してい

る。本年度は初めてメディアリテラシーに接する人にも参加しやすいような構成で開催した。参加者の中に

は講座に初めて参加する人もおり、導入では自身が接してきたメディアを時系列にまとめ発表し合い、アイ

スブレイクを行った。また参加者にも親しみやすいアニメを分析したほか、改元についての報道の分析も行

った。分析が進むにつれ全体での議論に発展しはじめ、映像分析が初めての人も多い中、参加者同士の意見

交流が活発に行われた。 

 

（２）持続可能な開発のための教育（ESD）・防災・地域貢献 
 

 国連が提唱し、2005年から始まった「持続可能な開発のための教育（ESD）の 10年」を受け、2005年 2月

にキックオフをした ESD とよなかは、豊中市と市民活動中間支援団体（6 団体）が事務局会議を行い、緩や

かにつながりながら 10年間活動を行ってきた。その活動内容を踏まえ、ESDとよなか連絡会議をスタートさ

せ、現在も関係団体で協働して継続的に活動を行っている。 

 今年は各構成団体の取組状況の共有のほか、ESD とよなか連絡会議の進め方について意見交換を行った。

相互の取組に関する情報交換や学びを土台に、ESD について発信し共有するイベント等の企画につなげてい

くことを確認した。それを踏まえ、2019 年度は施設間スタンプラリー、SDGｓに関する研修会、市民活動の

交流の場を設け、多くの人に ESDについて知ってもらうことができた。 

◆2019 年度 ESD とよなか連絡会議 

 

 

実施日 
参加者数 

（うち外国人） 
開催場所 構成団体＆機関名 

 

5月 23日 

6月 14日 

7月 28日 

9月 7日 

9月 26日 

10月 24日 

11月 26日 

1月 23日 
 

 

11（0） 

10（0） 

11（0） 

11（0） 

10（0） 

10（0） 

10（0） 

11（0） 
 

 

すてっぷ 

市民活動情報サロン 

すてっぷ 

すてっぷ 

すてっぷ 

すてっぷ 

すてっぷ 

とよなか国際交流センター 
 

 

NPO法人とよなか市民環境会議アジェンダ 21、一般財

団法人とよなか人権文化まちづくり協会、一般財団法

人とよなか男女共同参画推進財団、公益財団法人とよ

なか国際交流協会、社会福祉法人豊中市社会福祉協議

会、NPO法人とよなか ESDネットワーク、豊中市［環

境政策課、市民協働部千里地域連携センター、人権政

策課、社会教育課］ 
 

合 計 84（0）   
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◆出版記念フォーラム「外国人と共生する地域づくり～大阪・豊中の実践から見えてきたもの～とよな

か国際交流協会大解剖！」 
 

昨年度設立 25周年を迎えたことを機に、明石書店より『外国人と共生する地域づくり～大阪・豊中の実践

から見えてきたもの』を刊行。協会の活動を様々な視点で分析し、外国人支援に関心がある福祉の専門職、

地域国際交流協会に向けて、多文化共生と福祉をつなぐ観点と可能性について論じたもの。 

このフォーラムでは監修者である牧里毎治さん（関西学院大学名誉教授）の基調講演と、協会の活動のエッ

センスを集めた４つの分科会から、豊中における多文化共生のこれからを考えるきっかけとした。 
 

実施日 テーマ 講  師 
参加者数 

（うち外国人） 
 

6月 29日 

13：00- 

16：00 

外国人と共生する地域づくり～大

阪・豊中の実践から見えてきたもの 

 

牧里毎治さん（関西学院大学名誉教授）、田中逸

郎さん（前豊中市副市長）、榎井縁さん（大阪大

学特任教授）他 
 

102(21) 

  合 計 102(21) 

 

◆EPA 介護福祉士候補者のための日本語サポート事業 

外国人が介護の担い手として増加する中、候補者が日本で安心して仕事・生活ができるよう、受け入れ施

設である地域の介護保険事業者と協働し、介護福祉士候補生の国家試験合格を目指すほか、業務上の日本語

習得をはじめ日本語検定試験（N3）及び国家試験対策を行う。指導者は協会の日本語指導者有志で構成され

た EPAST（EPA Support Toyonaka）。事業者と連携して介護分野での持続可能な支援・協働の在り方を模索す

るモデル事業として位置付けている（2017 年度より実施）。今年度は、年度途中に新たに 6 人の介護福祉士

候補生を受け入れた。 
 

＜指導実績＞    ※対象者は 10人、指導者は基本的に 1回 1人（指導登録者 4人） 

指導者 実施曜日 実施時間 参加者のべ人数（うち指導者） のべ実施回数 

EPASTメンバー 金 14：00～16：00  152人 （53人） 53回 

 

◆国際理解教育などの講師の派遣など   

全部で 55件、73人（14か国）を派遣した。内容も生活や文化、言葉の紹介のほか、豊中市の多文化共

生に関する取組や制度の現状、外国人の状況など多様であり、対象も学校やこども園、市役所職員や一般向

けセミナーなど幅広く対応した。 
 

実施日 
参加者数 

（うち外国人） 
開催場所 内容 

 

9月 7日 

 
 

9月 10日～10月 10日 

 

 
 

11月 8日 
 

2月 4日 

 
 

 

2月 16日 

 

114（10） 

 
 

36（3） 

 

 
 

29（0） 
 

20（0） 

   
 

  

361（2） 

 

とよなか国際交流センター、すてっ

ぷ、市民活動情報サロン 
 

とよなか国際交流センター、すてっ

ぷ、市民活動情報サロン、人権まち

づくりセンター、環境交流センター 
 

環境交流センター 
 

とよなか国際交流センター 

 
 

 

すてっぷホール、とよなか国際交流

センター 

 

施設間スタンプラリー 第 1弾 

 
 

施設間スタンプラリー 第 2弾 

 

 
 

ゲームで体感する SDGs 
 

ちゃんぷるカフェ（ちゃんぷる屋台

村に出展予定の市民団体等の交流

会） 
 

ちゃんぷる屋台村（ブース出展：ワー

クショップ、飲食、物販、パネル等）、

スタンプラリー 
 

合 計 560 (15)   



26 

 

 
実施日 派遣先、内容 

講師 

（出身を記載） 
人数 

1 4月 24日 豊中市介護保険事業者連絡会 日本（職員） 1 

2 5月 24日 大阪市総合生涯学習センター 日本（職員） 1 

3 5月 27日 庄内こどもの杜幼稚園（異文化理解） シンガポール 1 

4 5月 28日 豊中市教職員組合 日本（職員） 1 

5 5月 29日 庄内こどもの杜幼稚園（異文化理解） シンガポール 1 

6 6月 1日 有限会社協働研究所（とよなか地域創生塾講座） 日本（職員） 1 

7 6月 3日 庄内こどもの杜幼稚園（異文化理解） シンガポール 1 

8 6月 10日 庄内こどもの杜幼稚園（異文化理解） シンガポール 1 

9 6月 14日 吹田市立古江台中学校 ペルー、台湾、タイ、韓国 4 

10 6月 14日 豊中市立緑地小学校 韓国 1 

11 7月 4日 豊中市立第十一中学校 

インドネシア、韓国、中

国、ペルー、タイ、ベトナ

ム、アゼルバイジャン、日

本、ルーマニア 

9 

12 7月 6日 有限会社協働研究所（とよなか地域創生塾講座） 日本（職員） 1 

13 7月 11日 RINK（外国人労働者受け入れ施策と日本語教育施策の距離） 日本（職員） 1 

14 7月 22日 豊中市教育委員会（教職員 2年目研修） 日本（職員） 1 

15 7月 25日 
大阪府立学校人権教育研究会資料教材開発プロジェクト 

「多文化教育」研究チーム 
フィリピン 1 

16 7月 26日 豊中市立北条小学校 日本（職員） 1 

17 7月 30日 豊中市教育委員会（教職員 2年目研修） 日本（小学校） 1 

18 8月 3日 一般財団法人大阪府教職員互助組合（第６回府民夏季セミナー） 日本（職員） 1 

19 8月 7日 豊中市教育委員会学校教育課（教職員研修） 日本、アメリカ（職員） 1 

20 8月 27日 一般財団法人自治体国際化協会（CLAIR）（管理職研修） 日本（職員） 1 

21 9月 4日 市教研 帰国・外国人児童生徒教育・国際理解部会  日本（職員） 1 

22 9月 8日 国際サークル友好 21（多様な街づくりセミナー） 日本（職員） 1 

23 9月 18日 豊中市福祉部地域共生課（外国人と多文化共生） 日本（職員） 1 

24 9月 24日 兵庫県国際交流協会（一般研修） 日本（職員） 1 

25 9月 25日 大阪市教育委員会（一般研修） 日本（職員） 1 

26 9月 25日 大阪府立豊中支援学校高等部 3年（国際交流と異文化体験） 韓国 1 

27 9月 27日 大阪府立茨木西高等学校 3年生（人権学習） ベトナム（職員） 1 

28 10月 2日 大阪府立豊中支援学校高等部 3年生（国際交流と異文化体験） 韓国 1 

29 10月 9日 庄内こどもの杜幼稚園 シンガポール 1 

30 10月 11日 大阪府立豊中支援学校高等部 2年生 韓国 1 

31 10月 20日 北九州市立中央図書館（多文化共生とやさしい日本語） 日本（職員） 1 

32 10月 23日 庄内こどもの杜幼稚園（異文化理解） シンガポール 1 

33 10月 25日 大阪府立豊中支援学校高等部 2年生（国際交流と異文化体験） 韓国 1 

34 10月 28日 
豊中市社会福祉協議会地域共生推進プロジェクト実行委員会 

（豊中市の外国人の状況について） 
日本（職員） 1 

35 11月 7日 豊中市社会福祉協議会（外国人の課題） 日本（職員） 1 

36 11月 12日 近畿夜間中学校連絡協議会（外国人の現状） 日本（職員） 1 

37 11月 18日 庄内こどもの杜幼稚園（異文化理解） シンガポール 1 

38 11月 20日 庄内こどもの杜幼稚園（異文化理解） シンガポール 1 

39 11月 23日 ヒューマンアカデミー大阪校 日本（職員） 1 

40 11月 26日 豊中市こども未来部（外国人と人権） 日本（職員） 1 

41 11月 30日 泉佐野地球交流協会（となりの外国人） 日本（職員） 1 
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42 12月 10日 豊中市立西丘小学校（世界を知ろう） 韓国 1 

43 12月 11日 庄内こどもの杜幼稚園（異文化理解） シンガポール 1 

44 12月 11日 大阪府立千里高等学校（人権相互理解講座） 

ペルー、フィリピン、韓

国、ベトナム、中国、ネパ

ール 

6 

45 12月 12日 豊中市立大池小学校 
ネパール、シンガポール、

韓国 
3 

46 12月 23日 庄内こどもの杜幼稚園（異文化理解） シンガポール 1 

47 1月 15日 大阪府立豊中支援学校中等部 エクアドル 1 

48 1月 27日 庄内こどもの杜幼稚園（異文化理解） シンガポール 1 

49 1月 29日 大阪府立豊中支援学校中等部 エクアドル 1 

50 2月 1日 河内長野国際交流協会（日本語教育推進法について） 日本（職員） 1 

51 2月 4日 大阪府立豊中支援学校高等部 1年（国際交流と異文化体験） 韓国 1 

52 2月 6日 豊中市市民協働部くらし支援課（外国人労働者受入れについて） 日本（職員） 1 

53 2月 18日 大阪府立豊中支援学校高等部 1年（国際交流と異文化体験） 韓国 1 

54 2月 20日 庄内こどもの杜幼稚園（異文化理解） シンガポール 1 

55 2月 22日 一般財団法人アジア・太平洋人権情報センター（ヒューライツ大阪） 日本 1 

   合 計 73 

◆その他  

●幸せの黄色いレシートキャンペーン 

イオングループが行っているもので、毎月 11日の買い物時に発行される黄色いレシートを客が地域の

応援したい団体の投函 BOXへ入れると、買い上げ金額合計の 1％が希望する品物で寄贈される。「ダイエ

ー曽根店」にて参加している。 

 

●社会福祉協議会 地域共生推進プロジェクト実行委員会 

豊中市社会福祉協議会が実施する地域共生推進プロジェクト実行委員会に参加し、地域に暮らす外国人

の状況把握のための調査（アンケート及びヒアリング）、検討のための実行委員会、発信のための地域共生

フォーラムに参加した。 
 

・ 実行委員会      … 7月 16日、7月 24日、8月 15日 

・ 地域共生フォーラム  … 10月 28日 

・ ヒアリング      … 11月 29日、12月 2日、12月 6日、1月 23日 

 

●協働に関する意見交換会  

  とよなか市民環境会議（事務局：豊中市環境部環境政策課）が主催する協働に関する意見交換会に参加

し、とよなか国際交流協会の取り組みのうち、主に学校と市民との協働に関して事例紹介、情報提供を行

った。 
 

・ 「学校教育における環境学習について」 … 8月 23日  

 

期間 金額 贈呈品 

2019年 上期（2019.3～2019.8） ￥5,339 絆創膏、包帯、ウエットティッシュ、色画用紙他 
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●新型コロナウイルスの感染拡大及び防止に伴う外国人への影響に関する意見交換会 

新型コロナウイルスの感染拡大による外国人への影響等について把握し、今後の必要な施策等について

検討するための意見交換会（主催：大阪出入国在留管理局）に参加し、とよなか国際交流協会の取り組み

について報告、意見交換を行った。 
 

・ 意見交換会 … 3月 24日 
 

●大阪府富田林市 多文化共生推進委員会 

富田林市が多文化共生推進指針を改定するにあたり、現状把握、改定内容について検討を行うために設

置した委員会に委員として参加した。 
 

 ・ 富田林市多文化共生推進委員会 … 9月 24日、（10月 29日 ※欠席）、11月 14日、2月 10日 

 

 

４．持続可能な人づくり事業  

（１）ボランティア研修事業 
 

◆2019 年日本語ボランティア養成講座 
 

各曜日のにほんご活動事業にボランティアとして活動することを希望する人を対象に、連続講座形式のボ

ランティア養成講座を実施した。本講座は、日本語ボランティアを始める際に必要な基礎的な知識や考え方、

外国人住民がおかれた現状などについて知ることを目的としている。また、参加者が互いに学び合うことの

できるようにワークショップ形式や対話形式を取り入れて実施した。なお、本講座は現役の日本語ボランテ

ィアにとっての研修も兼ねており、年 1回の学びの機会として周知している。 

2019年度について、ボランティア希望者 19人のうち 17人が講座終了後に活動を始めた。 
 

 

 

◆千里にほんご 日本語ボランティア養成講座 

 「千里にほんご」は、豊中市千里地域連携センターとの共催で実施している。新規ボランティアの募集及

びボランティア養成講座についても、豊中市千里地域連携センターと共に実施した。各講座は、現行のボラ

ンティアの研修としても周知を行った。 

 また、第 2回講座については新型コロナウイルス感染拡大防止のため延期した（2020年度に実施予定）。 

 実施日 テーマ 講 師 参加者数 

第 1回 9月 28日 
地域の国際化と日本語ボランティア～ワークを通

じて考える身近な外国人にまつわる現状と課題 

山本房代、山野上隆史（とよな

か国際交流協会） 
20人 

第 2回 9月 28日 日本語交流活動ってどんなもの？ 御舘久里恵さん（鳥取大学） 21人 

第 3回 10月 5日 現役ボランティアとの交流会 日本語交流活動ボランティア 29人 

第 4回 10月 5日 

「人生 100年時代、だれとどう生きますか？ 

～外国人×介護労働×地域×家族～」 

【公開講座として実施】 

郭辰雄さん（コリア NGOセンタ

ー代表理事）、大塚陽子さん（立

命館大学教授） 

58人 

第 5回 11月 24日 
にほんご交流活動を深めよう① 

～交流型日本語の実践に向けて 
服部圭子さん（近畿大学） 21人 

第 6回 11月 30日 

にほんご交流活動を深めよう② 

～ボランティア活動と多言語相談サービス事業の

交差点 

吉嶋かおりさん、日本語ボラン

ティア 
16人 

    合 計 165人 
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 ＜2019 年度 募集ボランティア向け＞ 

◆多文化子育て支援ボランティア養成講座 

日本に暮らす外国人の定住化が進み、国際結婚家庭も少なくない中、地域の外国人が抱える課題を、同じ

く子育てをしている日本人に知ってもらい、全ての人が安心して子育てができるためには地域で何ができる

かを考えるための講座を行った。参加者は講座終了後、各活動の見学を経て、豊中市親子参加型日本語教室

「おかまち・おやこでにほんご」、「しょうない・おやこでにほんご」、「せんり・おやこでにほんご」、

「多文化保育にこにこ」のボランティアとして活動し始めた。また、現役ボランティアや他事業の協会ボラ

ンティアに対しても研修として周知し、参加を呼びかけた。 
 

 実施日 テーマ 講  師 参加者数 

第 1回  5月 16日 

続・相手を知り、自分を知ろう！ 

～外国人親子とのコミュニケーショ

ンを考える～ 

富岡美知子さん(異文化コ

ミュニケーショントレーナ

ー) 

参加者 22人 

（うち新ボランティア 15人） 

第 2回  5月 23日 

とよなか国際交流協会／『おやこで

にほんご』・『多文化保育にこにこ』

の活動紹介と外国人ママのお話 

山本房代（とよなか国際交

流協会）、おやこでにほん

ごボランティア 

参加者 29人 

（うち新ボランティア 14人） 

第 3回  5月 30日 

ボランティアをはじめよう！ 

～子育て支援ボランティアが大切に

したい視点とは～ 

上村有里さん（とよなか

ESDネットワーク） 

参加者 17人 

（うち新ボランティア 14人） 

第 4回 6月 6日 
多文化保育の実践を知ろう！～わた

したちが地域でできること 

谷口正子さん(大阪国際大

学名誉教授、国際幼児教育

学会理事、医学博士） 

参加者 22人 

（うち新ボランティア 15人） 

 ※時間はいずれも 10時～12時 合 計 90人 

◆哲学カフェ in とよなか国際交流センター 

 テーマについて、参加者みんなで問い、意見を出し合うスペースづくりを、「哲学カフェ」を実践してい

るカフェフィロや大阪大学大学院文学研究科臨床哲学研究室の大学生と共に行った。通常は午前に実施して

いるが、開催曜日や時間を工夫し、テーマに興味のある人が参加できるように試みた。進行役、ボランティ

ア、協会職員が一緒にテーマについて話し合い、熟考し「問い」の形になるようテーマを決定した。チラシ

も進行役本人に作成してもらった。 
 

 
実施日 テーマ 進行役 

参加者数 

（うち外国人） 

第 1回 
5月 19日 

16：00～18：00 

若者のための哲学カフェ 

テーマ：936円でなにする？ 

川崎唯史さん 

（カフェフィロ） 
8（5） 

第 2回 10月 20日 
女性のための哲学カフェ 

テーマ：「くらす」ってどういうこと？ 

米倉梨恵、田中菜緒 

（大阪大学） 
6（0） 

第 3回 3月 29日 未定 
稲田紘子 

（大阪大学） 

※新型コロナウイルス感染

拡大防止のため中止 

   合 計 14（5） 

 

 実施日 テーマ 講 師 参加者数 

第 1回 2月 13日 
「『日本語交流活動』をほりさげる」 

ワークショップと事例紹介 
山野上隆史（とよなか国際交流協会） 7人 

第 2回 2月 27日 

とよなか国際交流協会の取組み～地域にお

ける外国人支援を考える 
 

千里地域連携センターの取組み～市民協働

による賑わい創出と地域課題解決について 

黒島トーマス友基（とよなか国際交

流協会） 
 

田中直之（千里地域連携センターセ

ンター長） 

※新型コロ

ナウイルス感

染拡大防止の

ため中止 

    合 計 7人 
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◆学生受け入れ（インターン） 

今年度は、3校よりインターンの希望があり、5名のインターンを受け入れた。 

学校名 人数 時間 

大阪大学 2人 160時間 

甲南女子大学 2人 80時間 

関西大学 1人 300時間 

合 計 5人 540時間 

 

◆公開シンポジウム「人生 100 年時代、だれとどう生きますか～外国人×介護労働×地域×家族」 

（一財）とよなか男女共同参画推進財団との共催で公開シンポジウムを実施した。なお、当協会の日本語

ボランティア養成講座のプログラムとしても位置付けて実施した。 
 

実施日 テーマ 講  師 
参加者数 

（うち外国人） 

10月 5日 

 

公開シンポジウム 

「人生 100 年時代、だれとどう生きますか～

外国人×介護労働×地域×家族」 
 

郭辰雄（コリア NGOセンター代表理事）

／大塚陽子（立命館大学教授） 
58 

  合 計 58 

 

◆学びほぐしシリーズ 「あたりまえ」に対抗する “ばづくり・ひとづくり”実践者セミナー 
 

実施日 テーマ 講  師 
参加者数 

（うち外国人） 

2月 11日 
『こんな夜更けにバナナかよ』から問い直す支援―被支援の

関係性 

渡辺一史さん（ノンフィ

クションライター） 
67（2） 

  合 計 67（2） 

 

◆まるわかりセミナー 

 

実施日 テーマ 講  師 
参加者数 

（うち外国人） 

7月 19日 

 

来てなっトク！まるわかりセミナー  

多文化共生編 
 

山野上隆史（とよなか国際交流協会事務

局長） 
36(3) 

  合 計 36(3) 

 

◆ボランティア研修「多文化共生社会の実現に向けて」 

 

実施日 テーマ 講  師 
参加者数 

（うち外国人） 

2月 14日 

 

「多文化共生社会の実現に向けて～改定出入

国管理法の施行から 1 年、現状を知り、地域

社会と外国人の共生を考えるために」 
 

高谷幸（大阪大学准教授） 27(11) 

  合 計 27(11) 
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５．子ども国際事業 
 

（１）おまつり地球一周クラブ 
 

地域に暮らす外国人が講師となり、国際理解講座や遊び等の体験を通じて国際感覚を持った子どもたちを

育成し、豊かな地域社会を構築することを目的として実施した。また、外国人講師にとっては持っている力

を発揮する機会になった。 
 

※ 3月 28日は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。 

（２）韓国・朝鮮のことばとあそびのつどい 
 

韓国・朝鮮につながりのある子どもたちが、基本的に毎月第 3土曜日に集まり、民族講師（ソンセンニ

ム）から、民族の文化や遊びを学び通して、自尊感情を培うとともに、友だち（チング）とのつながりを深

める場を設けた。市内小中学校の先生方が主体の「韓国・朝鮮のことばとあそびのつどい」実行委員会が中

心となり、「つどい」の運営を進めている。場所は第 5回の豊中市立文化芸術センター以外はとよなか国際

交流センター。 

民族講師（ソンセンニム）：金 生遵、趙 知順 
 

  
日程 内  容 

参加者数 

（うち外国人） 

先生（うち外国人 

※ソンセンニム含む） 

― 4月 13日  実行委員ミーティング ―   11（4） 

第 1回 4月 20日  開講式・自己紹介・ハングル名札づくり・楽器練習 7（7）  18（5） 

第 2回 5月 18日  楽器の話と楽器練習、コッカル作り 6（6）  14（4） 

第 3回 5月 25日  楽器練習～特別編～ 6（6）  14（5） 

第 4回 6月 8日 楽器練習、つながり遊び 6（6）  14（2） 

第 5回 6月 15日 府外教研究集会（豊能大会）全体会で文化発表 5（5） 15（6） 

第 6回 9月 14日 パネルを作ろう 2（2） 13（3） 

第 7回 10月 19日 多文化フェスティバルに向けて 2（2） 10（4） 

第 8回 11月 16日  多文化フェスティバルに参加しよう 6（6）  10（5） 

第 9回 12月 14日  ウリマルを学ぼう、年賀状作り、新年のあいさつ 9（9）  13（4） 

第 10回 1月 18日  お料理会とお正月の話 10（10）  20（12） 

第 11回 2月 15日  一年間をふりかえろう、作文作り 6（6）  14（5） 

第 12回 3月 14日  修了式 －   － 

  

 

 合 計 65（65） 166（59） 

総合計  231（124） 

※ 第 13回（3月 28日）として実行委員ミーティングを予定していたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。 

◆ハギハッキョ（夏期学校） 

 

日程 名前 場所 参加者 

7月 23日 ハギハッキョ（40周年記念） 
とよなか国際交流センター 

すてっぷホール 
44 

8月 8日、9日  ハギハッキョ・キャンプ  豊中市立青少年自然の家わっぱる 14 

   合 計 58 

 

 

 
実施日 テーマ 

参加者数 （人） 

計 うち子ども うち外国人 

第 1回 6月 22日 わくわくシンガポール 21 10 3 

第 2回 7月 20日  チョアチョアコリア① 30 17 8 

第 3回 8月 24日 発見！体験！インドネシア！ 15 7 4 

第 4回 11月 30日 コリアタウンへ行こう 14 5 1 

第 5回 12月 21日  チョアチョアコリア② 15 6 5 

第 6回 3月 28日 色々な国の遊びをしよう － － － 

 合 計 95 45 21 
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１．おとなサポート事業 
 

（１）相談サービス 
 

 生活相談・外国人女性専用電話相談 
 相談件数（臨時通訳除く）  計 ： 952件   

     毎週金曜日  11：00～16：00 

 相 談 員  吉嶋かおり（臨床心理士） 

 コーディネーター ジャ・チン 

 多言語スタッフ  中国語 ジャ 

  韓国・朝鮮語 ジェイ 

  フィリピノ語・英語 マリア 

  タイ語 ティビ 

  ベトナム語 アン、チョウ 

  スペイン語 クラウディア、テレサ 

  インドネシア語／英語 デヴィナ 

 ネパール語 バティ 

 臨 時 通 訳 臨時通訳件数：32件 
  

※ 新型コロナウイルスの感染拡大への対応として、2020 年 2 月 21 日からは月（10:00～13:00）、木（13:00～16:00）、日

（10:00～13:00）にも相談サービスを実施した。 
 

    

 

◆相談件数 

 2019年度の相談件数は 952件。前年度が 1,001件、前々年度が 952件で、ここ数年 1,000件前後で推移し

ている。相談件数には、子ども支援事業での相談件数（※事務局職員対応分）も含まれている。週 1回の相

談日はほぼ飽和状態でもあり、2020年度から相談体制を拡充させることになった。 

相談者の居住地は、例年通り豊中市が最も多く、49.1％だった。センター事業の「利用者」からの相談も、

例年通り豊中市民が多く、約 70％を占めた。大阪府内全域で約 80％、兵庫県内の豊中市近隣市町を含める

と全体の約 85％である。残りは、遠方の他府県や海外から、電話やメール等で相談が寄せられている。海外

からは、無断離婚に関する相談が多数あった。 

国籍はフィリピンが最も多く 28.3％だが、例年よりは構成比率が減少した。次いで中国が 14.1％、ネパー

ルが 9.9％、ベトナム 5.6％、韓国 5.3％、タイ 4.0％となっている。在住人口が増加しているネパール、ベ

トナムは相談でも増加傾向を示している。日本国籍者からの相談も多く、約 12％を占めている。  

日本国籍だが日本以外にルーツを持つ人からの相談件数は 93件（約 10％）だった。日本国籍で使用言語

が日本語以外の相談は 34件で、例年このような傾向が続いている。日本国籍者の多文化化の傾向が窺える。

外国籍だが日本語で相談を行ったのは 324件で（約 34％）、そのうち相談対応言語以外の言語を公用語（母

語）とするものは 79 件、23 か国語だった。日本語で対応した相談は、日本語での会話が可能で、プライバ

シーを守りたいために、あえて日本人スタッフへの対応を求めたものと、関係機関との連携によるものが多

かった。国籍は 39か国に及んだ。 

在留資格は永住者 16.8％、家族滞在 14.9％、定住者 14.4％、配偶者 12.6％だった。相談における在留資

格「家族滞在」の件数の増加の背景は、就労ネパール人が呼び寄せた配偶者や子からの相談の急増がある。 

職業では介護職が 6.4％、介護職以外のパート・アルバイト（工場勤務等）が 20.7％、学生 12.1％（留学、

大学生、小中高生全て）、無職（主婦を除く）が 15.2％だった。学生は主に中高生からの相談である。無職

の約半数は生活保護受給者で、就労者はほぼ非正規労働者である。 
 

 

Ⅱ．周縁化される外国人のための総合的なしくみづくり事業 
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＜相談内容と件数＞  

大項目 
内容別件数 

（前年度比） 

割合

（%） 

前年度 

件数 
小項目 ＜カッコ内は全件に占める割合（%）＞ 

夫婦関係 229（109%） 17.2 211 

DV（2.6）、離婚（5.6）、親権・養育費（1.9）、不和・不満（1.1）、国

際結婚（2.0）、その他（4.1） 

※うち無断離婚に関する相談は 55件 

手続き 167（85%） 12.5 197 
在留資格など（5.8）、家族呼び寄せ（1.1）、養子（0.2）、日本国籍取

得・帰化（3.3）、その他（2.3） 

生活 386（111%） 29.0 348 

日常生活（7.4）、行政手続き（5.3）、住居（2.7）、日本語学習

（6.4）、金銭問題（1.0）、交通事故（1.2）、生活困窮（1.7）その他

（3.3） 

保健 86（165％） 6.5 52 メンタルヘルス(1.1)、医療(3.1)、母子保健(1.5)、その他（0.8） 

人間関係 89（98%） 6.7 91 家庭（3.0）、友人（1.6）、地域（0.5）、職場（1.1）、その他（0.5） 

労働 149（85%） 11.2 176 
求職（6.2）、就労定着上の問題(1.7)、失業・退職（0.7）、労災

（0.0）、給料未払（0.6）、その他（2.0） 

子ども 195（78%） 14.6 251 子育て（2.6）、学校（8.3）、保育所・幼稚園（1.5）、その他（2.2） 

その他 32（89%） 2.5 36 人権侵害（0.8）、その他（1.7） 
 

※ 1件の相談が複数のテーマにまたがることがあるため、内容別件数の総数は相談件数の総数より大きくなる。 

※ 無断離婚に関する相談件数 55件（「離婚」「夫婦関係その他」に含まれている）。 

 

◆機関連携 

 他機関からの問い合わせ、他機関で受けた相談者への支援依頼など、他機関との連携による相談は 130件

（13.7％）だった。機関連携で多いのは、法的対応にかかる弁護士との連携、経済的困窮者（生活保護受給

者含む）の家庭や生活上等の問題、就労支援、労働問題、ＤＶ被害者への対応、子どもの学校生活における

問題等であった。 
 

豊中市 
人権政策課、保健センター、こども相談課、教育委員会、幼稚園、小・中学校、福祉事務

所、地域就労支援センター（くらし支援課）、他 

豊中市以外の自治体・学校 福祉事務所・生活支援部局、ＤＶ担当、保健センター、府・他市教育委員会、公立高校、他 

公的支援機関 社会福祉協議会、母子福祉支援施設、公営住宅、他市国際交流センター 

その他支援機関 在住外国人支援団体、人権擁護団体 

その他 弁護士、病院、事業所、協会事業ボランティア 

 

◆スタッフ研修（内部・外部） 

相談事業スタッフの研修を行い、相談員としての基本的な知識・スキルを学び、資質向上を図った。 
 

実施日 
テーマ 

講 師 等 
参加者数（うち外国人） 

4月 26日 
「在留資格について」 

講師：木村雄二（RINK） 
12(7) 

5月 24日 
多言語スタッフのための相談対応研修 

講師：吉嶋かおり（臨床心理士） 
 8(6) 

6月 21日 
コミュニティ・トレモ研修会 

講師：服部信子（臨床心理士） 
12(7) 

9月 27日 
多言語スタッフのための相談対応研修 

講師：吉嶋かおり（臨床心理士） 
 9(7) 

11月 15日 
多言語スタッフのための相談対応研修 

講師：吉嶋かおり（臨床心理士） 
8(6) 

12月 27日 
多言語スタッフのための相談対応研修 

講師：吉嶋かおり（臨床心理士） 
8(6) 

  合 計 57(39) 
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◆外国人のための多言語セミナー／一日相談会／交流事業 

相談事業に寄せられる相談から課題を抽出してセミナー化し、広く情報提供を図った。また、特定のテー

マでの専門家による一日相談会も開催した他、外国人同士が交流できる機会を創出した。 
 

実施日 
テーマ 参加者数 

（うち外国人） 講 師 

6月 15日 
行政書士相談会 

12(8) 
大阪府行政書士会豊能支部 

10月 13日 
ダサインパーティ（ネパールの秋祭り） 

45(41) 
（若者支援事業と合同で実施） 

10月 26日 
インターナショナルポットラックパーティ 

96(66) 
（多言語スタッフが運営） 

3月 6日 

外国人のための健康セミナー「子どもの口腔ケアについて」 ― 

※新型コロナウイルス感染 

拡大防止のため延期 

講師：豊中市 歯科衛生士 

協力：豊中市保健センター 

  合 計 153(115) 

◆同行支援 

相談対応の中で機関連携が必要な場合、必要に応じてスタッフが同行サポートを行う。 
 

同行先 回数 同行先 回数 

  女性相談センター 2   法務局 1 

  裁判所 4 年金事務所 2 

  法律事務所 5   豊中市関係施設 6 

  大阪府教育庁 8   その他 2 

  府立高校 10   

  合 計 40回 

◆地域連携 
 

実施日 内 容 

5月 30日  豊中市保健センター 保健師・社会福祉職向け情報提供 

7月 26日   豊中市子どもを守る地域ネットワーク会議 

関係機関からの多言語翻訳協力 豊中市教育委員会 

◆リコン・アラート（協議離婚問題研究会）の運営 

協議離婚制度の簡便さから、日本人配偶者である夫から勝手に離婚届を出されるという相談ケースを踏ま

え、協議離婚制度の問題について関西の外国人支援団体、法学者、弁護士と共に「協議離婚問題研究会（リ

コン・アラート）」を 2014年度より運営（代表事務所は当協会）し、ネットワークの中で調査・啓発を実施

している。 

今年度も引き続き 2017年度に作成した啓発動画＆パンフレットと 11言語でのウェブサイトならびにフェ

イスブックページを配布、動画配信を継続した。ネパール語ページを新たに作成し、情報は 12 言語となっ

た。また、Wikipediaへの「無断離婚」に関する解説の掲載準備、「無断離婚対応マニュアル」の出版のため

編集委員会を開催した。（2019年 9月に日本加除出版より刊行）。3月には構成団体と共に一日離婚電話相談

会（共催：大阪弁護士会）を開催した。 
 

会議実施日 内 容 参加者 

4月 8日、30日、6月 18日 「無断離婚対応マニュアル」編集会議 18 

10月 1日 第 9回リコン・アラート会議 9 

12月 7日（土）13時～16時 出版記念シンポジウム「勝手に国際離婚？！」 44(9) 

12月 12日（金） 
CEDAW（国連女子差別撤廃委員会）×関西女性交流会 

（主催：大阪市男女共同参画のまち創生協会） 
3(1) 

2月 15日（土）10時～16時 外国人のための一日離婚電話相談会（相談件数 15件） 19(10) 

 合 計 93(20) 
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◆DV 啓発コーナーの設置運営 

 センター内に DV相談の周知のために情報コーナーを設置し、多言語（9言語）で情報提供している。 

 

◆「日本語支援グループ・むすびめ」との協働事業 ＜日本語能力検定試験サポート＞ 

 2009 年度～2010 年度文化庁委嘱事業「多文化共生社会の基盤をつくるための“むすびめ”を生み出す日

本語コーディネーター研修(むすびめ事業)」で研修を受けたボランティアが中心となり、2011年度に「日本

語支援グループ・むすびめ」が結成され、月曜日のにほんご活動事業「もっともっとつかえるにほんご」の

立ち上げ・初期の運営及び外国人への具体的な仕事や資格につながる支援事業(主に日本語を切り口とした）

を協会と共催してきた。 

 今年度も 2011年から引き続き、就労のための資格取得サポートの一環として、日本語能力検定試験に向け

た個別サポートを行った。毎週火曜日の開催とし、試験日の 3か月前から実施した。 

 

登録学習者数 20人（ボランティアは 8人） 

サポートのべ回数  47回 

サポートのべ時間数 352時間 

内容  日本語検定試験のためのボランティアによる個別指導（のべ 156人） 

実施日 

4 月  2日、4日、9日、11日、16日、17日、23日、25日 

5 月  7日、9日、14日、16日、21日、23日、28日、30日 

6 月 4日、6日、11日、13日、18日、20日、25日、27日 

9 月 3日、10日、12日、17日、19日、24日、26日 

10 月  1日、3日、8日、10日、15日、17日、24日、29日、31日 

11 月  5日、7日、12日、14日、19日、21日、26日 

 

＜協会／むすびめ連絡会＞ 

「日本語支援グル―プ・むすびめ」と協会が実施する共催事業や資格・就労のための日本語学習の打合せ

など、情報共有を定期的に実施した。 
 

 

 

 

 

参加者数 のべ 30人 

実 施 日 4月 22日、5月 20日、7月 1日、9月 2日、10月 7日、11月 11日、12月 2日 

［リコン・アラート構成メンバー］ 

二宮周平さん（立命館大学）、大谷美紀子さん（弁護士、外国人ローヤリングネットワーク代表）、芝池俊輝さん（弁護士、外

国人ローヤリングネットワーク事務局長）、木村雄二さん（外国人労働者とその家族の権利を守る関西ネットワーク RINK）、村

西優季さん（NGO 神戸外国人救援ネット）、いくの学園、京都 YWCA・APT、アジア・太平洋人権情報センター（ヒューライツ大

阪）、公益財団法人箕面市国際交流協会、カトリック大阪大司教区 社会活動センターシナピス、公益財団法人大阪府国際交流

財団（OFIX） 

URL：http://atoms9.wixsite.com/rikon-alert 

 



36 

 

（２）コミュニティ活動 
 

◆フィリピン人中高年の居場所づくり「Filipino Young at Heart’s Club(FYAHC)」 

2017年度の大阪コミュニティ財団助成事業「外国人高齢者のための居場所づくり調査事業」を踏まえ、

2018年度から、今後急速に高齢化を迎えるフィリピン人向けの居場所づくりを試行的に実施している。（頻

度は毎月 1回日曜日、コーディネーターは 2名（ラモス・マリコ、平松マリア）） 
 

実施日 内容 参加人数（うち外国人） 

 5月 19日 13時半～16時半 ピノイフェスタ（フィリピンの花祭り） 63（60） 

 6月 29日 14時～16時 ズンバ（出版記念フォーラムにて） 7（7） 

 7月 28日 14時～16時 フィリピン民族ダンスの練習 11（11） 

 8月 25日 14時～16時 フィリピン民族ダンスの練習 8（8） 

9月 29日 14時～16時 フィリピン映画上映会＆カラオケ大会＠庄内 18（18） 

 10月 26日 14時～16時 フィリピン民族ダンス披露（インターナショナル

ポットラックパーティにて） 

15（15） 

 12月 8日 14時～16時 クリスマスパーティ 50（42） 

1月 25日 14時～16時 ズンバ（新春のつどいにて） 8（8） 

2月 28日 14時～16時 ヘルシークッキング ※新型コロナウイルス感染

拡大防止のため中止 

  合 計    180（169） 

 

・ベトナム人市民による自主的なコミュニティ活動支援のため、ベトナム人の有志が集まる卓球などの

アクティビティ活動場所の提供やコミュニティ周知のための助言・相談を行った。 
 

 

活動回数 参加者数 内容 

42回 のべ 421人（うち外国人 410人） 卓球 ほか 

 

（３）防災事業 
 

2016年度に締結した「災害時多言語支援センター設置に関する協定書」（豊中市）、「外国人への多言語

での情報提供に関する協定」（大阪大学大学院国際公共政策研究科）を踏まえ、台風接近時に多言語で情報

発信を行った。大阪府が主催する会議などに参加し、災害時多言語支援センター設置に関する情報交換など

を行った。また、2019 年 12 月 9日に豊中市と災害時等における指定管理施設利用の協力に関する協定書を

締結した。さらに、地域で開催される防災訓練に参加し、外国人に対して情報提供を行ったほか、地域住民

に対しては災害時における外国人への支援の必要性について情報提供を行った。 

2 月 3 日、新型コロナウイルスの感染拡大を受け、豊中市の要請に基づき、災害時多言語支援センターを

設置し、協会ホームページや facebookページを通じて、多言語での相談対応、多言語情報の発信を行ってい

る。 

社会福祉法人大阪ボランティア協会の災害時のスペシャルニーズ支援事業に委員として参加し、意見交換、

情報提供などを行ってきたが、「【外国人編】災害時のスペシャルニーズ支援ハンドブック」として取りま

とまり、公表された。 

 

実施日 内 容 場 所 
参加者数 

（うち外国人） 

5月 25日 防災ネットワーク会議参加（主催：大阪府国際交流財団） マイドーム大阪 30（2） 

11月 10日 神崎川流域合同防災訓練への参加＠千成小学校 千成小学校 800（25） 

2月 12日 災害時多言語情報支援センター連絡会議 マイドーム大阪 12（0） 

2月 26日 災害時多言語支援センター設置に関する打合せ とよなか国際交流センター 4（0） 

 合 計 846（27） 
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２．子どもサポート事業 
 

（１）多文化子ども保育 “にこにこ” 
 

地域に暮らす就学前の外国人の子どもたちが、読み聞かせや自由遊びなどの保育を通して、多様な子ども

やおとなと接し、コミュニケーションを取ることで社会生活に慣れるための場づくりを行っている。保護者

にとっては子どもと離れて日本語交流活動へ参加したり、自分の時間を持てる場になっている。また、保育

の専門知識を持つボランティアに子育て相談をしたり、幼稚園・保育所のことなど地域の情報を得ることが

できる場にもなっている。 
 

実施曜日 時間 回数 
ボランティア 

登録者数 

のべ参加者数（うち外国人） 

のべボランティア参加者数 

木曜日 13：30～15：20 41回 2 
子ども 145（145） 

ボランティア 91 

金曜日 10：30～12：00 42回 5 
子ども 267（267） 

ボランティア 208 

   
合 計 

子ども 412（412） 

   ボランティア 299 
 

※ 2月 21日以降、木・金それぞれ 5回ずつ予定していた活動は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止になった。 

◆豊中市子ども読書活動連絡会 

 「豊中市子ども読書活動推進計画」が「こどもすこやか育みプラン・とよなか～豊中市子育ち・子育て行

動計画～」の中に組み入れられ、「子ども読書活動連絡会」が立ち上がって以降、協会では、毎年「おやこで

にほんご」のボランティアと職員が「障害のある子どもや外国人の子ども」の読書環境を整備するワーキン

ググループへ参加し、事業実施の協力を行ってきた。これにより、読書活動において「外国人の視点」が地

域課題の一つとして認識されるようになり、図書館との連携という意味でも大きな成果があった。 

この動きを受け、協会内でも推進計画を具体的に進めていくために、「外国語絵本コーナー」の設置と 8言

語による「センター図書案内」を作成し、外国人の子どもが参加する全ての事業で、活動の中に読書推進の

取り組みを盛り込むことに努めている。センター内の図書コーナーには、外国語絵本コーナーもあり、事業

横断的な外国人親子の読書推進活動を行っている。また継続して市立図書館にある外国語図書の蔵書を定期

的にセンターに巡回配架する取り組みを行っており、センター利用者が多言語図書にアクセスしやすい環境

が作れている。 
 
ｑ 

 

 
 

◆公民協働子育て支援イベント ～ みんなあつまれわくわくランドへの出展 

市が年に一度開催する子育てイベント。実行委員会に参加し、当日の出し物として、11月 16日、12月 14

日にパネル展示・しょうないおやこでにほんごによる出展を行った。また、今年度もチラシ作成を一部多言

語にするため、協会が翻訳協力を行った（11月 16日すこやかプラザ、12月 14日庄内体育館で実施）。 

 

 

（２）子ども母語教室 
 

外国にルーツを持つ子どもが母語や文化を学ぶことを通じて仲間と出会う場づくりを目的に、中国語、ス

ペイン語、タイ語の 4言語の母語教室を月に 2回開催した。母語のスタッフはルーツを持つ大学生で、子ど

もにとってピア（同じ経験をした仲間）サポーターであると同時に、ロールモデルとしての役割を果たした。

2017度末にポルトガル語のスタッフ卒業後、新しいスタッフを見つけることが出来ず、この 2年間教室を開

講できなかったことに加え、タイ語もスタッフである大学生が 7月から留学したことに伴い、教室が休講状

態になっている。中国語教室の子どもの参加が大幅に増加・定着したものの、それ以外の言語に関しては子

実施日 内容 場所 

6月 12日 第 1回子ども読書活動連絡会 岡町図書館 



38 

 

どもの参加も減少傾向にある。そのため、来年度は教室へのニーズ、新しい母語スタッフの確保などを考慮

しつつ教室の継続について検討していきたい。 

一方、新しい試みとして、英語を母語とする外国にルーツを持つ子どもの保護者からの相談を受け、「外国

につながる親子向け母語活動 English Day」を開催した。開催にあたっては、豊中市市民活動情報サロンの

登録団体である「エーゴスキー」の協力を得た。また、2019年はペルーへの日本人移民 120周年にあたるこ

とから、特別記念セミナーを開催予定だったが、コロナウイルス感染拡大防止のため残念ながら中止となっ

た。さらに、文部科学省設置の「外国人児童生徒等の教育の充実に関する有識者会議」の報告書「外国人児

童生徒等の教育の充実について（報告）」に本事業の取組が掲載された。 
 

  ＜定例＞  

実施曜日 時期 時間 回数 参加者数（うち外国人） 

 第 2、4日曜 
 2019年 4月 14日～ 

 2020年 2月 9日 
 10:00～12:00 43回 

子ども（93）93、ボランティア（75）59 

合計 ： 168人（うち外国人 152人） 

 

 ＜クラス別＞ 

クラス 年間活動回数 参加者数 合計 

中国語 19回    子ども 73     ボランティア 38 111 

スペイン語 20回    子ども 17    ボランティア 31 48 

タイ語 16回    子ども  3     ボランティア 6 9 

    ※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、計 6回が活動休止となった。 合 計 168 

  

＜その他イベント＞ 

実施日 内  容 参加者数 合計 

5月 12日 【合同イベント】母の日の工作（メッセージカード）  子ども 8、ボランティア 4 12 

9月 8日 【合同イベント】ペルー料理作り（アヒ・デ・ガジーナ）  
 子ども 8、ボランティア 5 

保護者 3 
16 

11月 16日 多文化フェスティバルへのブース出展 

※サンプレイスと合同で出展 （人間すごろく） 
ボランティア 3 3 

12月 9日 【母語・サンプレイス合同イベント】クリスマス会  子ども 10、ボランティア 9 19 

 合  計 50 
 

 

＜その他＞ 

・外国につながる親子向け母語活動 English Day  

協力：エーゴスキー（豊中市市民活動情報サロン登録グループ） 

実施日 参加者数  (うち外国人) 合計 

1月 19日  講師 2（1）、子ども 7（5）保護者 3（2） 12（8） 

 

・母語教育の取り組みに関する調査協力 

実施日 調査者 

9月 17日 立命館大学 学部 4回生 

9月 23日 東京学芸大学 専任講師 
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（３）学習支援・サンプレイス 
 

 外国にルーツを持つ子どもを対象に、大学生・大学院生ボランティアによる日本語・学習支援を通した居

場所づくりを行った。ボランティアの中には外国にルーツを持つ大学生も数名おり、それにより子どもの抱

える悩みやニーズへより細やかで柔軟な対応が可能となった。今年度は新しいボランティアも増え、また、

その中には外国にルーツを持ち当協会の事業に参加していた“元子ども”や外国にルーツを持つ若者もおり、

子どもたちにとってより安心・安全な居場所を提供することができた。また、子ども母語と合同イベントと

して万博記念公園への遠足を予定していたが、台風 19 号により残念ながら中止となった。この 3 年ほど課

外活動が出来ていないので、来年度は是非開催したい。その他、国際交流センターへの「せかいのおばけや

しき」でのブース出展やダンス発表、母語と合同イベントとしてクリスマス会を開催した。加えて、初の試

みとして、外国にルーツを持つ子どもたちの高校進学に関する支援活動に関わる大阪府内外の団体有志で、

各自治体の入試措置に関する情報や課題を共有する「高校入試カタリバ in大阪」を開催した（協力：外国人

生徒・中国帰国者等の高校入試を応援する有志の会） 

昨年度に引き続き、就学前の子どもを持つ外国人親子を対象とした入学準備相談会を実施する予定だった

が、新型コロナウィルス感染拡大防止のため中止となった。 
 
 

＜定例＞ 

実施日 時期 時間帯 回数 参加者数(うち外国人) 

第一以外の日曜 4月 14日～2月 16日 13：00～15：00 33 
子ども 115（115） 

ボランティア 152（74） 

    合  計 267（189） 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、計 5回が中止となった。 

 

＜その他イベント＞ 

実施日 内  容 参加者数（うち外国人） 合計（うち外国人） 

8月 18日 「せかいのおばけやしき」への参加 子ども 2（2）ボランティア 6（2） 8（4） 

8月 20日 サンプレ・インテンシブ① 子ども 2（2）、ボランティア 3（1） 5（3） 

8月 20日  サンプレ・インテンシブ② 子ども 2（2）、ボランティア 1（1） 3（3） 

11月 16日 多文化フェスティバルブース出展 ＆ ダンス出演 子ども 5（5）、ボランティア 4（4） 9（9） 

12月 22日 母語・サンプレイス合同クリスマス会 子ども 10（10）、ボランティア 8（4） 18（14） 

 合 計 43（33） 

 

・ボランティア研修の実施 

実施日 内  容 講師 参加者数（うち外国人） 

9月 29日 子ども事業の歴史と子どもの課題 担当職員 4（1） 

10月 27日 対人援助のための視点 栗本敦子さん（えふらぼ） 5（2） 

 

＜中止となった子ども事業関連イベント等＞ 

日時 内容 

10月 31日 母語サンプレイス合同イベント 万博記念公園への遠足        ※台風 19号の影響により中止 

2月 29日  外国人親子のための小学校入学準備相談会      ※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

3月 8日 母語合同イベント 水餃子作り           ※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

3月 15日  特別セミナー『ペルーへ 日本人移民の始まりと今』 ※新型コロナウイルス感染拡大防止のため延期 
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＜その他＞ 

・高校入試カタリバ in 大阪  

実施日 内  容 場  所 
参加者数 

うち外国人 

12月 8日 

 

近畿圏を中心に、各自治体における外国にルーツを持つ子ども

に対する高校入試での対応に関する情報交換や課題の共有 
とよなか国際交流センター 20（5） 

 

◆関係機関等との連携    

実施日 内  容 場  所 参加職員数 

4月 19日 豊中市在日外国人教育推進協議会 担当者会議 とよなか国際交流センター 1 

5月 17日 豊中市在日外国人教育推進協議会 担当者会議 とよなか国際交流センター 1 

6月 7日 豊中市在日外国人教育推進協議会 担当者会議 とよなか国際交流センター 1 

7月 13日 外国人親子のための進路相談会（しょうない REK） 庄内公民館 1 

8月 30日 豊中市在日外国人教育推進協議会 担当者会議 とよなか国際交流センター 1 

9月 26日 
こども施策推進本部連絡会議 実務担当者会議  

子どもの未来応援部会 
豊中市役所 1 

10月 4日 
こども施策推進本部連絡会議  

子どもの相談支援ネットワーク会議実務担当者会議 
豊中市役所 1 

10月 7日 
子育ち・子育て支援ネットワークこども部会 

桜塚小学校区連絡部会 
桜塚小学校 1 

10月 11日 豊中市在日外国人教育推進協議会 担当者会議 とよなか国際交流センター 1 

11月 1日 こども施策推進本部連絡会議 実務担当者会議 家庭教育部会 豊中市役所 1 

2月 21日 豊中市在日外国人教育推進協議会 担当者会議 とよなか国際交流センター 1 

 合 計 11 
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１．小学校外国語体験活動事業（豊中市教育委員会受託事業）                          

豊中市が総合計画で推進している「共に生きる平和な社会の実現を図る」ために、豊中市市民公益活動条
例に基づいて豊中市教育委員会と協働で実施している「豊中市立小学校外国語体験活動」提案公募型事業に
選定され、受託した。地域に暮らす外国人（ボランティア）が学校と協働し、地域に根差した社会参加を展
開していく可能性を模索することを目指した。 

＜事業内容＞ 

 全豊中市立小学校の 3年生から 6年生を対象に、国際理解教育の一環として外国語に触れ親しむ体験活動
を実施した。その上で、次の 3点を柱に据えた「共に学び、創造する心豊かなまちづくり」を推進した。 

  ①教職員や子どもに地域に暮らす異なる言語、価値観、文化を持つ人との豊かな「であい」を提供した。 

  ②その「であい」から、もっと知りたい、つながりたいという動機が芽生え、相互理解を促すためのコ
ミュニケーション能力が双方向に向上するよう取り組んだ。 

  ③学校に在籍する外国にルーツを持つ・外国籍の子どもたちの自尊感情が育まれ、マイノリティの子ど
ものエンパワメントになること、と同時にサポーター自身のエンパワメントにもつながる取組をした。 

＜実施体制＞ 

 ＜ボランティア：53人（20か国・地域）、コーディネーター5人＞ 

今年度実施した小学校外国語体験活動の授業の言語数は 21 言語にのぼった。小学校外国語体験活動の中

で英語の授業を希望された学校では、英語を第 1、第 2 言語又は生活・学習言語としてきたボランティアが

中心となって授業を行った。内容についても英語やその他の言語の言語学習だけにとどまらず、それぞれの

ルーツの国の文化紹介を織り交ぜた形で授業を進めた。ボランティアの国籍や年齢、職業、在留資格、来日

経緯、滞日歴、日本語の程度は様々であった。 

今年度も昨年度に引き続き外国語体験活動に参加していた外国人ボランティア及び相談サービスの多言

語スタッフがコーディネーターとなったことで、ボランティアの課題や悩みにきめ細やかな対応や、相談サ

ービスとの連携を図ることができた。今年度は自然災害やインフルエンザ等による学級閉鎖の影響で授業を

中止したり、延期したりしたケースは例年に比べて少なかったものの、２月末からは新型コロナウイルス感

染拡大防止のため休校になり、授業ができなくなった。最終的に 108コマ分の授業が実施できず流れてしま

ったのが残念だった。 

また、今年度は大阪市内小学校で使用する社会科の副読本及びデジタル副教材に当事業が取り上げられた

り、文部科学省設置の「外国人児童生徒等の教育の充実に関する有識者会議」の報告書「外国人児童生徒等

の教育の充実について（報告）」にも当事業の取組が紹介されたりした。 

＜実施実績＞    

ボランティア数 53人 

ボランティア活動総時間数 1,133時間 

体験した子どもの数（延べ） 約 37,400人 

ボランティア国籍数 

21か国・地域 
 

 内訳  中国、韓国、フィリピン、ブラジル、ロシア、ペルー、シンガポール、 

タイ、エクアドル、ルーマニア、インドネシア、インド、ベトナム、 

エジプト、ブータン、パキスタン、ウズベキスタン、ドイツ、ニカラグア、 

ネパール、カナダ 

Ⅲ．学校とつながってつくる豊かな未来事業 
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２．国際教育推進事業  

◆豊中市国際教育推進協議会 

文部科学省は 2005年 8月に「初等中等教育における国際教育推進検討委員会」報告書をまとめた。国際関

係や異文化を単に理解するのではなく主体的に行動するための態度や能力の基礎を育成する「国際教育」の

必要性を唱え、「国際教育推進プラン」を実施する地域を指定した。豊中市もその一つとして、2008 年度ま

での 3か年の事業に取り組んだ。それを引き継ぐ型で推進プロジェクト協議会を作り、豊中市でユネスコス

クールを設立、韓国の教員との交流などを行った。2010年度より「豊中市国際教育推進協議会」を立ち上げ

た。同協議会は 2019年度に協議会から連絡会となり、7月 8日と 2月 17日に 2回開催された。 

  ≪豊中市国際教育推進連絡会の開催について≫ 

  ・連絡会の開催 2回 

    第 1回  7月 8日  … 各機関・団体の取組に関する情報交換及び意見交換 

    第 2回 2月 17日 … 各機関・団体の取組に関する情報交換及び意見交換 

 

◆帰国渡日児童生徒学校生活サポート事業・豊能ブロック協議会 

  ＜豊能ブロック協議会構成団体＞  計 23団体 

大阪府教育委員会 大阪府在日外国人教育研究協議会 

池田市教育委員会 大阪府立学校在日外国人教育研究協議会 

豊中市教育委員会 池田市在日外国人教育研究協議会 

箕面市教育委員会 豊中市在日外国人教育推進協議会 

能勢町教育委員会 箕面市在日外国人教育研究会 

豊能町教育委員会 能勢町在日外国人教育研究協議会 

豊能地区進路保障協議会 豊能町在日外国人教育研究協議会 

池田市進路保障協議会 豊能地区人権教育研究協議会 

豊中市進路保障協議会 （公財）とよなか国際交流協会 

箕面市進路保障協議会 （公財）箕面市国際交流協会 

豊能郡進路保障協議会 池田市国際交流センター 

豊能地区在日外国人教育研究協議会  

   ＜豊能ブロック 「多言語による進路ガイダンス」＞ 

実施日時 

2019年 11月 2日（土） 13：00～16：00  

   13：00～14：00 進路説明会 

   14：00～14：20 先輩体験談 

   14：30～16：00 個人相談会 
 

場   所 とよなか国際交流センター 

参加者数 

95人 

   内訳 

 

児童生徒 18人／保護者 9人／通訳者 13人（6言語）  

先輩 1人 ／関係者 54人 
 

 

◆多文化フェスティバル 

国際教育の推進を図るため、多文化フェスティバル（帰国児童生徒、在日コリアン児童生徒・渡日外国人

児童生徒など、国際に関わる子どもやその保護者、また国際教育に関心のある先生が、一堂に集い、つなが

り、交流を深める機会）を例年開催し、2019年度で 15回目を迎えた（2019年度はそれまで共催していた国

際教育推進協議会が国際教育推進連絡会となり、豊中市教育委員会後援で開催）。 

2016年度より導入している、参加グループ主体の体験型ブースでは、参加グループが主体的に体験型ブー

スを準備し、当日参加者が各ブースの工作や各国の遊び、楽器、衣装などの体験をした。今年度は市内及び

隣接市の他のイベントと日程が重なり、全体の参加者は少なかったものの、韓国・朝鮮のことばとあそびの
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つどい、こども母語教室、学習支援「サンプレイス」、「学楽多」といったセンターで活動する事業の他、

市内で「多世代でつながる子育て空間」を運営する団欒長屋、大阪府立池田高等学校美術部及び大阪府立東

淀川高等学校など、市内・近隣各地で活動している子ども・若者たちや日々サポートしているおとな、なら

びにインターン生がブース出店や活動紹介に関わった。今年度は「世界のあいさつビンゴ」を導入した。参

加者はビンゴシートをもって各ブースを回り、体験後に各ブースで世界の言葉で「こんにちは」と書かれた

スタンプを押してもらい、「あいさつビンゴ」の完成を目指してもらった。また、外国人保護者の協力を得

て、軽食として中国の春餅を提供してもらい、また、参加者への景品としてインドネシアの保護者の協力の

もと、ハラール（ムスリムが安心して食べられる）お菓子を提供した。その他、ステージ出演として豊中市

こども日本語教室の子どもたちによる詩の朗読、桜井谷小学校の国際教室の子どもたちによる活動成果発表、

外国にルーツを持つ子どもによるダンス発表など、昨年度以上に充実した内容となった。 
 

参加団体 

豊中市教育委員会学校教育課人権教育係、豊中市在日外国人教育推進協議会、 

とよなか国際交流協会、大阪府立池田高等学校、大阪府立東淀川高等学校、団欒長屋、 

豊中市こども日本語教室、豊中市立桜井谷小学校 

開 催 日 11月 16日（土） 10時 30分～15時 00分 

場    所 とよなか国際交流センター 

参加人数 約 150人（うち子ども 100人） 

 

３．多文化子どもエンパワメント事業  
 

（１）とよなか JSL 子ども日本語教室 
 

2010年度に始まった「とよなか子ども日本語教室」から日本語指導者グループ「とよなか JSL」が生まれ、

2012年度より、とよなか国際交流協会・とよなか JSL・行政の三者協働事業「とよなかこども日本語教室を

拠点とした学習に必要な日本語力・生活力の保障とそのシステム作りのための事業（「こどもにほんごプロジ

ェクト」）」が3か年計画として始まった。2017年度をもって日本語教室の運営を取りやめることになったが、

2019年度は昨年に引き続きこれまでの活動を振り返り、まとめの冊子の作成を進めると同時に、その冊子と

は別にとよなか JSLが独自に教案集を出版したことを記念したシンポジウムを共催で開催した。また、とよ

なか JSL が 2020 年度から新たな教室を立ち上げることとなり、開始に向けてのキックオフミーティングを

行った。 
 

まとめの冊子編集会議 
 

実 施 日 2019年 9月 21日 

場    所 とよなか国際交流センター 

参加者数 10人 
 

教案集出版記念シンポジウム「こどもへの日本語学習支援の取組―実践と活用―」 
 

実 施 日 2019年 9月 21日 

場    所 とよなか国際交流センター 

内    容 

「とよなかこども日本語教室」で日本語指導をしてきた「とよなか JSL」による教案集『学

習力を育てる日本語教案集』出版を記念し、「こどもへの日本語学習支援の取組―実践と

活用―」と題したシンポジウムを開催 

参加者数 51人 
 

新規活動開始に向けたキックオフミーティング 
 

実 施 日 2020年 1月 28日 

場    所 とよなか国際交流センター 

参加者数 6人 
 

キックオフミーティングを経て、2020年度 4月より新たな教室「学習日本語・こんぱす」を立ち上げるこ

ととなった（運営主体：とよなか JSL 協力：とよなか国際交流協会）。 
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（２）若者支援  （独立行政法人福祉医療機構【令和元年度社会福祉振興助成事業】） 

外国にルーツを持つ人の中でも、これまで対象事業の少なかった「若者世代」に対して、2013年度より様々

な講座や活動を行ってきた。2013 年度から 2015 年度までの 3年間、多様な活動を展開したが、その活動の

成果と課題を踏まえ、2016 度からは「わかもののたまりば」と「わかもの相談」、日本語学習支援と若者が

地域イベントに参加したりする内容を中心にして活動を行っている。 

2019年度は、昨年度に引き続き、独立行政法人福祉医療機構の助成金を得て、①若者が主体となって地域

とつながるイベントづくり（「地域にコミット！若者お祭りクラブ」）、②高校進学を目指す若者や来日間もな

い若者を主な対象とした日本語支援、③外国にルーツを持つ若者のための居場所づくり＆相談、④スタッフ

研修を定期的に行った。 

①では地域のイベントに参加したり、ネパールのお祭り「ダサインパーティー」を開催したりすることで、

外国にルーツを持つ若者が主体性を持って活動に参加することを促し、地域とのつながりができるよう努め

た。 

②日本語サポートでは、日本語学習をサポートするだけでなく、必要に応じて就労や進学に関する情報提

供や同行支援を行った。 

また、③外国にルーツを持つ若者の居場所づくり＆相談では、外国にルーツを持つ若者のコーディネータ

ーならびに相談員を配置し、外国にルーツを持つ若者が安心していられる居場所づくりを行いながら、その

中で就労や家族関係、友人関係等の若者が抱える課題や悩みごとを相談できるよう体制を整えた。加えて、

これらの活動に関わる職員及びスタッフを対象に定期的な研修を実施し、さらに今後の若者事業をどう展開

させていくかを検討するため、これまでの若者事業の振り返りを合宿形式で行った。 

 

①地域にコミット！若者お祭りクラブ 

 外国にルーツを持つ若者が集まる企画準備会において意見を出し合い、地域住民が主催するイベントに参

加した。今年度は社会医療法人北斗さわ病院が開催する「One world Festival」に出店し、ドリンクの販売

を行った他、ネパールのお祭り「ダサインパーティー」を、多言語相談スタッフであるネパール人スタッフ

とネパール人の若者と一緒に計画し、開催した。開催に当たっては地域のネパール料理店の協力を得たほか、

地域在住ネパール人によるネパール舞踊や楽器の演奏など行った。 

 

②地域でつくる進路のための日本語の学習とサポート 

 地域に暮らす外国人の若者の中でも、日本語習得の機会が限られると思われる全日制高校以外（定時制高

校、通信制高校、夜間中学校など）に通う若者や、就労や就学への意欲はあるものの、日本語能力に自信が

持てずに足踏みしている若者について、読み書きを中心とした体系的な日本語の指導を実施した。学習者の

ニーズのあるテーマ設定や、日々の生活や今後の就労などで役立つ日本語の学習を提案するなど、学習者が

興味関心を持って学ぶことが出来るような内容を心掛けた。 

また、学習者が関わる他の日本語活動との情報共有や他機関との連携も実施した。 
 

実施日／期間 2019年 4月 1日～2020年 3月 31日 毎週日曜日 13時～15時 

対    象 全日制以外の高校もしくは夜間中学に通う外国にルーツを持つ若者 

場    所 とよなか国際交流センター 

回    数 27回 

実施日 内  容 場所 参加者数（うち外国人） 
合計 

（うち外国人） 

5月 19日 One world festival  さわ病院 若者 2（2）スタッフ 3（3） 5（5） 

10月 1日 ダサインパーティー準備会 とよなか国際交流センター 若者 2（2）スタッフ 3（3） 5（5） 

10月 6日 ダサインパーティー準備会 とよなか国際交流センター 若者 2（2）スタッフ 2（2） 4（4） 

10月 31日 ダサインパーティーin豊中 とよなか国際交流センター 45（41） 45（41） 

 合 計 59（55） 
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内 容（一例） 

2020 年春に高校入学を目指す若者とともに日本語の勉強をした。勉強の合間にも、日本

の学校のシステムについても説明をしながら、会話の演習を行った。また、本人たちの希

望を確認しながら、進学に関わる情報を探した。    【第 14回 2019年 9月 8日】 

参 加 者 数 
若者  のべ 44人 （うち外国人 44人） 

講師  のべ 32人 

  ※ 回数について、新型コロナウイルス感染拡大防止のため５回中止となった。当初予定は 32回開催。 
 

③外国にルーツを持つ若者の居場所事業＆外国にルーツ持つ若者の相談事業 

 外国にルーツを持つ若者の居場所事業「若者のたまりば」において、食事作りや対話の活動を通じて日本

語を使った交流や社会体験活動等を行った。活動に当たっては安心・安全が保障された場で、同じ外国にル

ーツを持つ仲間（ピア）と出会い、相互に交流できるような場づくりを行った。 

また活動の中に相談員を配置することで、居場所の中で出てきた悩みや課題、問題をよりキャッチできる

ような体制を整えた。相談においては、必要に応じて情報提供や同行支援等を行った。 

 

実施日／期間 2019年 4月 1日～2020年 3月 31日 毎週日曜日 17時～20時 

対       象 外国にルーツを持つ若者 

場       所 とよなか国際交流センター 

回       数 27回  

内        容 若者が集まり、料理やゲームなどを通して居場所作りを行った。 

参 加 者 数 
若者 65人 （うち外国人 65人） 

講師 69人 （うち外国人 29人） 

※ 回数について、新型コロナウィルス感染拡大防止のため５回中止となった。当初予定は 32回開催。 

 

④若者スタッフ研修 

本事業を実施するに当たり、必要とされる知識を身に付け、より充実した支援を実現するための研修を行

った。 

 

研修１ ： スーパービジョン 

 

 

実施日／期間 2019年 4月 1日～2020年 3月 31日 

対       象 若者の事業に関わる外国にルーツを持つ若者、ボランティア、コーディネーター、協会職員 

場       所 とよなか国際交流センター 

回       数 40回 

スーパーバイザー 
吉嶋かおり（臨床心理士、とよなか国際交流協会多言語相談サービス相談員） 

山内志保（臨床心理士） 

参 加 者 数 
参加者 のべ 64 人 （うち外国人 18人） 

講師  のべ 40人 
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研修２ ： 対人援助ワークショップ ※こども事業の研修と合同で実施 

 

研修３ ： 若者事業ふりかえり合宿  

 

＜その他イベント＞ 

実施日 内  容 場所 
参加者数 

（うち外国人） 

合計 

（うち外国人） 

7月 20日 

子どもの夢応援ネットワークトーク 

＆交流会「いま、自分なにしてる？～

10代＆20代の本音とタテマエ～」 

箕面市国際交流センター 
若者 2(2) 

スタッフ 4(2) 
6(4) 

11月 24日 ネパールの若者の帰国報告会 とよなか国際交流センター 
若者 3(3) 

スタッフ 3(1) 
6(4) 

（３）てーげーコミュニケーションズ（多文化エンパワメント・メディアプロジェクト） 

2016年度、それまでの多文化子どもエンパワメント・メディアプロジェクト「てーげー部」の活動を、色々

な活動のニッチな部分に入り込んだ映像制作やメディア活動を行う集まり「てーげーコミュニケーションズ」

として再編成し、それ以来、継続して活動を行っている。参加するボランティアスタッフが全員多忙につき、

新たな活動を展開することはできなかったが、昨年度に引き続きこれまで作成した DVDを他団体の視察受け

入れ時やイベントにおいて広報・宣伝し、販売促進を行った。2018年、2019年度と 2年続けて実質的に活動

を行うことが出来なかったため、今後の活動の方向性について再検討しつつ、引き続き単発のイベントなど

参加できるものには積極的に参加していきたい。 

 

2019 年度DVD 販売実績 

DVD タイトル 販売数（枚） 

「ナニジン？－トモダチ作戦」 2 

「ぼくと沖縄とみんな」 2 

合 計 4 

 

 

実 施 日 ①2019年 9月 29日  ②2019年 10月 27日 

対   象 若者の事業に関わる外国にルーツを持つ若者、ボランティア、コーディネーター、協会職員 

場   所 とよなか国際交流センター 

講    師 ①協会職員、 ②栗本敦子さん（えふらぼ） 

参加者数 
参加者 のべ 9人 （うち外国人 3人） 

講師  のべ 2人 

実 施 日 2020年 2月 2日、3日 

対   象 若者の事業に関わる外国にルーツを持つ若者、ボランティア、コーディネーター、協会職員 

場   所 ブックカフェ Sol（京都市南区東九条） 

参加者数 講師 のべ 4人、参加者のべ 8人 （うち外国人 6人） 
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（４）生活困窮者自立支援事業 子ども学習広場「学楽多」 
 

2018 年度に引き続き、豊中市くらし支援課の委託を受けて、生活困窮世帯の子どもの就学･就労のための

学習支援事業「子ども学習広場『学楽多（がらくた）』」を行った。 

学習支援はとよなか国際交流センター（毎週金曜 17：00～19：00）としょうないガダバ（毎週火曜 16：30

～21：00）の市内 2か所で行った。2019年度はしょうないガダバでは 4月 9日、センターでは 4月 12日よ

り活動がスタートした。2019 年度の「学楽多」は 2か所を合わせて 88回行い、教科学習にとどまらず料理

活動、カードゲーム遊び、工作等によって、仲間作りとともに多様な学びができた。特に、2019年度はとよ

なか国際交流センターしょうないガダバ合同のお楽しみ会を 3回実施し、学楽多の参加者の親睦を深めた。

また、子どもの数も増えて活気ある活動になってきた。年間の子どもの参加人数はのべ 962人、ボランティ

アがのべ 301人による学習支援を行った。また、毎年恒例の多文化フェスティバルへのブース参加等を開催

し有意義な活動となった。一方で、保護者の生活相談や教育相談も数多く行い、支援者の中で課題を共有し

課題解決に向けた取組もできた。 

 

【実施回数と年間のべ人数】 

場所 実施曜日 実施時間 参加のべ人数（うち外国人） のべ回数 

国際交流センター 
金曜 

（4/12～3/13） 
17:00～19:00 子ども 558（123）、ボランティア 186（48） 47回 

しょうないガダバ 
火曜 

（4/9～2/18） 
18:00～21:00 子ども 404（26）、ボランティア 115（41） 41回 

 合 計 子ども 962（149）、ボランティア 301（89） 88回 

 

（５）ネットワーク事業への参加 
 

①子どもの夢応援ネットワーク 
 

外国にルーツがあるなど、マイノリティ性をもつ子ども・若者の支援に関わっている団体、個人で作られ

たネットワーク。2017年 7月から活動を開始しており、定期的な情報交換、シンポジウムなどを実施してい

る。 

シンポジウム等については、文部科学省の外国人児童・生徒への教育を担当する部署の課長を招いたシン

ポジウム（5月 18日）や外国にルーツをもつ若者による発信と参加者間の交流（7月 20日）、若者支援の実

践に取り組む現場からの発信と参加者間による交流など、現場レベルと政策レベルの両方を視野に入れた取

組となった。また、大阪市教育委員会からは市教育委員会主催のシンポジウムの企画及び講師を受けるなど、

関係機関とのつながりも広がった。 

 

［定期的な情報交換］ 

  実施日 4月 18日、5月 23日、6月 27日、8月 8日、10月 24日、10月 31日、11月 28日 

 

［シンポジウム］ 

実施日 参加者数 開催場所 開催内容 

5月 18日 

7月 20日 

10月 31日 

 

12月 15日 

42人（11人） 

45人（15人） 

32人（7人） 

 

52人（15人） 

すてっぷホール 

Commeカフェ 

大阪市生涯学習センター 

 

アネックスパル法円坂 

国全体で取り組む多文化共生教育について 

「いま自分、何してる？10代＆20代の本音とタテマエ」 

「シンポジウム 多文化共生のまちづくり」 

（主催：大阪市教委）の企画及び講師 

ともにいきるシンポ part3 -多民族社会日本のこれから- 
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②外国人の子ども白書 
 

2017年 4月、「外国人の子ども白書」が出版されたことを受け、実行委員会形式で 2017年 6月にシンポジ

ウム「大阪発：外国にルーツをもつ子どもたちの現状と課題 権利・貧困・教育・文化・国籍と共生の視点

から」を実施した（事務局：とよなか国際交流協会）。その後、大阪版の外国人の子ども白書の作成に向けて、

検討を行っている。なお、2019年度については検討及び作業を進めることができなかった。改めて仕切り直

しを行いたい。 
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◆とよなか国際交流センター貸室業務 

  国際交流目的利用の市民や一般利用者に対して公平・公正、安全に貸室業務を行った。 
 

年間貸室利用者数 53,991人 前年度比 6,914人 減 

全利用者のうち外国人の利用者数 23,332人 前年度比 3,813人 減 

年間貸室件数 5,583件 前年度比 323件 減 

国際交流目的での貸室件数 4,653件 全貸室における比率 83  ％ 

◆受託事業 とよなか国際交流センター指定管理業務（豊中市からの受託）の施設貸出業務について 

① 2019年度(2019年 4月～2020年 3月) 月別･部屋別  使用件数･使用率 
（3/9（月）～3/31（火）は、新型コロナウイルス感染拡大防止の為、貸室の利用は休止。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

② 2019年度(2019年 4月～2020年 3月) 月別･部屋別  使用件数･使用率 （単位 上段：件、下段：％） 

（ 3/9（月）～ 3/31（火）は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、貸室の利用は休止。）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

会議室１ 件　 　数 39 47 48 45 55 46 50 52 47 44 47 12 532

使 用 率 50.0% 60.3% 61.5% 57.7% 67.9% 59.0% 66.7% 66.7% 65.3% 61.1% 62.7% 57.1% 61.6%

会議室２Ａ 件　 　数 37 43 35 37 54 40 40 43 38 36 38 9 450

使 用 率 47.4% 55.1% 44.9% 47.4% 66.7% 51.3% 53.3% 55.1% 52.8% 50.0% 50.7% 42.9% 52.1%

会議室２Ｂ 件　 　数 37 42 40 37 51 38 38 43 39 31 35 8 439

使 用 率 47.4% 53.8% 51.3% 47.4% 63.0% 48.7% 50.7% 55.1% 54.2% 43.1% 46.7% 38.1% 50.8%

会議室２Ｃ 件　 　数 44 52 42 45 54 47 47 54 45 41 45 9 525

使 用 率 56.4% 66.7% 53.8% 57.7% 66.7% 60.3% 62.7% 69.2% 62.5% 56.9% 60.0% 42.9% 60.8%

会議室３ 件　 　数 36 44 48 34 47 40 39 42 34 40 35 10 449

使 用 率 46.2% 56.4% 61.5% 43.6% 58.0% 51.3% 52.0% 53.8% 47.2% 55.6% 46.7% 47.6% 52.0%

会議室４ 件　 　数 50 62 61 55 64 62 61 63 52 53 42 13 638

使 用 率 64.1% 79.5% 78.2% 70.5% 79.0% 79.5% 81.3% 80.8% 72.2% 73.6% 56.0% 61.9% 73.8%

会議室５ 件　 　数 58 64 60 56 66 62 54 60 54 55 49 11 649

使 用 率 74.4% 82.1% 76.9% 71.8% 81.5% 79.5% 72.0% 76.9% 75.0% 76.4% 65.3% 52.4% 75.1%

料理室 件　 　数 27 29 37 35 51 31 37 40 40 32 39 5 403

使 用 率 34.6% 37.2% 47.4% 44.9% 63.0% 39.7% 49.3% 51.3% 55.6% 44.4% 52.0% 23.8% 46.6%

音康ルーム 件　 　数 40 44 57 45 54 47 48 46 36 38 47 9 511

使 用 率 51.3% 56.4% 73.1% 57.7% 66.7% 60.3% 64.0% 59.0% 50.0% 52.8% 62.7% 42.9% 59.1%

和　室 件　 　数 20 21 25 23 43 32 30 30 28 20 18 10 300

使 用 率 25.6% 26.9% 32.1% 29.5% 53.1% 41.0% 40.0% 38.5% 38.9% 27.8% 24.0% 47.6% 34.7%

プレイルーム１ 件　 　数 11 17 20 25 43 26 23 26 26 28 28 2 275

使 用 率 14.1% 21.8% 25.6% 32.1% 53.1% 33.3% 30.7% 33.3% 36.1% 38.9% 37.3% 9.5% 31.8%

プレイルーム２Ａ 件　 　数 5 8 12 18 38 27 17 32 11 15 23 4 210

使 用 率 6.4% 10.3% 15.4% 23.1% 46.9% 34.6% 22.7% 41.0% 15.3% 20.8% 30.7% 19.0% 24.3%

プレイルーム２Ｂ 件　 　数 2 4 13 24 34 28 18 29 17 13 18 2 202

使 用 率 2.6% 5.1% 16.7% 30.8% 42.0% 35.9% 24.0% 37.2% 23.6% 18.1% 24.0% 9.5% 23.4%

406 477 498 479 654 526 502 560 467 446 464 104 5583

26 26 26 26 27 26 25 26 24 24 25 7 288

40.0% 47.0% 49.1% 47.2% 62.1% 51.9% 51.5% 55.2% 49.9% 47.6% 47.6% 38.1% 49.7%

　2019度(2019年4月～2020年3月 月別･部屋別使用件数・使用率
（単位　上段：件、下段：％）　　　　　　　　　　　　　（3/9（月）～3/31（火）の間、新型コロナウィルス肺炎感染拡大防止の為休館）

総件数

開館日数

使用率  

Ⅳ．施設管理受託事業 

合計 うち外国人

4月 26 406 3,725 1,446

5月 26 477 4,556 2,118

6月 26 498 4,876 2,084

7月 26 479 4,787 1,951

8月 27 654 6,795 2,216

9月 26 526 7,731 3,586

10月 25 502 4,538 2,008

11月 26 560 5,141 2,263

12月 24 467 3,909 1,676

1月 24 446 4,007 1,808

2月 25 464 3,748 2,142

3月 7 104 178 34

合計 288 5,583 53,991 23,332

人数
件数開館日数　
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③ 2019年度(2019年 4月～2020年 3月) 国際交流目的 月別･部屋別 会議室使用件数・使用率 
（3/9（月）～3/31（火）は、新型コロナウィルス感染拡大防止の為、貸室の利用は休止。） （単位 上段：件、下段：％） 

 
④ 使用料の収入の状況：とよなか国際交流センター使用料 

（平成 31年(2019年)４月～令和 2年(2020年)3月納付分）   計 2,442,480円 

2019 年度（2019 年 4 月～2020 年 3 月）安全管理の状況 

  ①窓の開閉 
②パーテーション 

の開閉事故 

③電球取り替え時の

事故 
④その他の事故 

事故があった場合の日

時・状況・内容等 

4月 無し 無し 無し 無し   

5月 無し 無し 無し 無し   

6月 無し 無し 無し 無し   

7月 無し 無し 無し 無し   

8月 無し 無し 無し 無し   

9月 無し 無し 無し 無し   

10月 無し 無し 無し 無し   

11月 無し 無し 無し 無し   

12月 無し 無し 無し 無し   

1月 無し 無し 無し 無し   

2月 無し 無し 無し 無し   

3月 無し 無し 無し 無し   

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

会議室１ 件　 　数 34 45 45 41 45 44 42 49 37 37 40 11 470

使 用 率 43.6% 57.7% 57.7% 52.6% 55.6% 56.4% 56.0% 62.8% 51.4% 51.4% 53.3% 52.4% 54.4%

会議室２Ａ 件　 　数 33 40 29 33 54 33 36 41 35 36 32 7 409

使 用 率 42.3% 51.3% 37.2% 42.3% 66.7% 42.3% 48.0% 52.6% 48.6% 50.0% 42.7% 33.3% 47.3%

会議室２Ｂ 件　 　数 34 39 33 33 50 35 36 38 36 27 30 7 398

使 用 率 43.6% 50.0% 42.3% 42.3% 61.7% 44.9% 48.0% 48.7% 50.0% 37.5% 40.0% 33.3% 46.1%

会議室２Ｃ 件　 　数 40 46 33 38 53 40 41 44 38 34 37 8 452

使 用 率 51.3% 59.0% 42.3% 48.7% 65.4% 51.3% 54.7% 56.4% 52.8% 47.2% 49.3% 38.1% 52.3%

会議室３ 件　 　数 32 41 46 29 46 33 37 35 32 34 29 8 402

使 用 率 41.0% 52.6% 59.0% 37.2% 56.8% 42.3% 49.3% 44.9% 44.4% 47.2% 38.7% 38.1% 46.5%

会議室４ 件　 　数 49 61 61 53 64 60 61 63 51 51 42 13 629

使 用 率 62.8% 78.2% 78.2% 67.9% 79.0% 76.9% 81.3% 80.8% 70.8% 70.8% 56.0% 61.9% 72.8%

会議室５ 件　 　数 54 60 57 53 61 58 47 56 52 50 46 11 605

使 用 率 69.2% 76.9% 73.1% 67.9% 75.3% 74.4% 62.7% 71.8% 72.2% 69.4% 61.3% 52.4% 70.0%

料理室 件　 　数 24 26 33 32 49 30 32 36 37 28 26 4 357

使 用 率 30.8% 33.3% 42.3% 41.0% 60.5% 38.5% 42.7% 46.2% 51.4% 38.9% 34.7% 19.0% 41.3%

音健ルーム 件　 　数 22 23 33 24 37 30 29 27 17 24 26 3 295

使 用 率 28.2% 29.5% 42.3% 30.8% 45.7% 38.5% 38.7% 34.6% 23.6% 33.3% 34.7% 14.3% 34.1%

和室 件　 　数 20 21 25 23 42 30 26 30 22 19 17 8 283

使 用 率 25.6% 26.9% 32.1% 29.5% 51.9% 38.5% 34.7% 38.5% 30.6% 26.4% 22.7% 38.1% 32.8%

プレイルーム１ 件　 　数 10 17 20 18 41 22 21 22 18 24 22 2 237

使 用 率 12.8% 21.8% 25.6% 23.1% 50.6% 28.2% 28.0% 28.2% 25.0% 33.3% 29.3% 9.5% 27.4%

プレイルーム２A 件　 　数 0 1 1 5 28 6 3 3 3 2 2 2 56

使 用 率 0.0% 1.3% 1.3% 6.4% 34.6% 7.7% 4.0% 3.8% 4.2% 2.8% 2.7% 9.5% 6.5%

プレイルーム２B 件　 　数 0 1 1 5 28 6 3 3 4 2 2 2 57

使 用 率 0.0% 1.3% 1.3% 6.4% 34.6% 7.7% 4.0% 3.8% 5.6% 2.8% 2.7% 9.5% 6.6%

352 421 417 387 598 427 414 447 382 368 351 86 4650

26 26 26 26 27 26 25 26 24 24 25 7 288

34.7% 41.5% 41.1% 38.2% 56.8% 42.1% 42.5% 44.1% 40.8% 39.3% 36.0% 31.5% 41.4%

総件数

開館日数

使用率
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◆視察受け入れ等 
 

  
日時 受け入れ 人数  

1 6月 11日 関西大学 草郷ゼミ 8 

2 6月 23日 八尾市教育委員会 4 

3 7月 16日 仙台観光国際協会ボランティア 2 

4 7月 23日 奈良県吉野町総合政策課 3 

5 7月 28日 大阪府立千里高校 SGH 30 

6 8月 20日 近畿夜間中学連絡協議会 12 

7 9月 27日 豊中市２年目職員 6 

8 10月 11日 大阪府立福井高校 35 

9 10月 24日 大阪女学院大学 40 

10 10月 29日 豊中市立東豊中小学校 84 

11 11月 4日 豊中市産業振興課 20 

12 11月 19日 大阪府立東淀川高校 18 

13 11月 22日 豊中市立克明小学校 7 

14 1月 29日 豊中市立蛍池小学校 80 

15 2月 22日 いずみ識字ボランティアの会 ※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

 合 計 349人 

 

◆「地域体験学習 CUL（カル）」職場体験  

豊中市立中学校生徒の受入れ ： （豊中市立第二中学校）11月 12日、11月 14日に 2人（のべ 4人） 

他市の中学校生徒の受け入れ ： （箕面市立第四中学校）11月 24日、11月 25日に 1人（のべ 2人） 

 

◆事業評価会 

 市民参加型の事業評価会を 2月 29日に開催し、ボランティアや職員が今年度の成果や課題について発表

した（参加者 49人）。昨年同様に午前の部と午後の部と二部制で実施予定だったが、新型コロナウイルス感

染拡大防止のため、午前のみに変更して開催した。 

 

◆新春のつどい 

 1月 25日に「新春のつどい」を開催し、センター・協会事業の紹介、関係者間の交流を行った。センタ

ー・協会事業の関係者以外にも市役所職員や議員（国、府、市）、駐日領事らの参加があった。また、実施

にあたって、近隣の事業者からの協力を得ることができた。 

 

◆館内ワールドクイズ 

 施設壁面活用の一環として、館内髄所に各国の文化に関するクイズ問題を掲示。事務所で回答用紙を受け

取ってクイズラリー形式で回答を全て集めると、オリジナルポストカードを 1枚プレゼントする企画として

常設している。 

 

Ⅴ．その他 
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◆子ども服のリサイクルコーナー 

 地域における子育て支援の一環として、事務所前に子ども服・用品のリサイクルコーナーを常時設置して

いる。不要になった子ども服を持参して自ら陳列してもらい、必要な人は無料で持ち帰ることができるコー

ナーとして、一般市民、施設利用者から好評を得ている。 

 

◆その他会議等の参加・協力 
 

 豊中市関係会議(26団体) 

 その他（18団体）（順不同） 

大阪大学大学院臨床哲学研究科 国際交流協会ネットワーク会議おおさか 大阪府自治体国際化推進連絡会議 

豊中青年会議所 豊中市民生委員・児童委員協議会（四地区） 大阪府行政相談窓口ネットワーク会議 

大阪大学未来戦略機構 豊中まつり実行委員会 世界人権宣言豊中連絡会議 

関西子どもの権利条約フォーラム実行委員会 全国在日外国人教育研究協議会(全外教) 

大阪大会（2015年）実行委員会 

大阪弁護士会 

「ひと・まち・であい 夏まつり」実行委員会 大阪府人権協会 国際交流の会とよなか（TIFA） 

大阪府行政書士会豊能支部 近畿税理士会 大阪出入国在留管理局 

 
◆職員研修 
 

事務局職員の業務推進能力・資質の向上をはかるため、以下研修・勉強会に参加（もしくは主催）した。
（協会主催の研修会は○主印で太字／自己啓発支援については○自印で太字） 14回 
 

実施日 内容（主催） 

4月 21日 ○自「Visual Practice-1 day～グラフィックファシリテーション基礎編」主催：(株)ヒューマンエイド 

4月 26日 ○主「在留資格について」 

6月 21日 ○主「コミュニティ・トレモ研修会」 

7月 25日 外国人労働者の雇用について 主催：豊中市商工会議所 

7月 27日 「入管法改定で何が変わる？」主催：国際交流の会とよなか 

7月 30日 「多民族共生人権研究集会」主催：NPO法人多民族共生人権教育センター 

9月 18日 

～19日  
○主先進地域視察研修① 東京視察（ilona親子の縁側、大久保図書館、多文化フリースクール、エベレストイ

ンターナショナルスクール） 

10月 10日 ○主先進地域視察研修② 知立市視察（知立市役所、知立東小学校（杜若）） 

11月 20日 ○主先進地域視察研修③ 出雲市視察（出雲市教委、(株)アバンセ、NPO法人エスペランサ） 

11月 21日 

～22日 
「多文化共生先進取組事例「体験塾」in岡山」主催：一般財団法人自治体国際化協会（クレア） 

11月 26日 「外国人労働者雇用啓発セミナー」主催：大阪労働局／労働基準監督署／ハローワーク 

12月 16日 「配賦計算の見直し」主催：公益法人協会 

2月 14日 ○主「多文化共生社会の実現に向けて～改定出入国管理法の施行から 1年。現状を知り、地域社会と外国人の共

生を考えるために～」 

3月 11日 ○主職員全体研修 2019年度の振り返りと、2020年度に向けて 

子ども・若者支援事業担当者のためのスーパービジョン（スーパーバイザー：吉嶋かおりさん（臨床心理士）） 

5月 28日、6月 25日、7月 23日、8月 27日、9月 17日、10月 29日、11月 26日、12月 16日、1月 14日、2月 25日、3月 17日 

克明小学校区連絡会 大池小学校区連絡会 豊中市こども若者自立支援部会 

みんなあつまれわくわくランド実行委員会 識字・日本語豊中連絡会 地域福祉ネットワーク会議 

豊中市地域就労支援ｾﾝﾀｰ 豊中市介護保険事業者連絡会 豊中市子ども・若者支援協議会 

豊中市国際教育推進協議会 豊中市こども施策推進本部連絡会議 豊中市こども相談支援ネットワーク会議 

豊中市家庭教育力向上会議 豊中市在日外国人教育推進担当者会議 豊中市 DV防止ネットワーク会議 

豊中市教職員組合 豊中市人権相談機関ネットワーク会議 豊中市子ども読書活動連絡会 

豊中市保健師会 豊中市地域社会福祉活動計画推進委員会 豊中市障害者差別解消支援地域協議会 

豊中市南部地域活性化ラウンドテーブル とよなか市民環境会議 人権関係施設連絡会議 

豊中市防災会議 豊中市協働推進本部会議幹事会  
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開催日時・場所 案  件 

第 1回理事会 

2019年 

5月 21日（火）18時～ 

とよなか国際交流センター

会議室 4 

第 1号議案 公益財団法人とよなか国際国流協会 2018年度事業報告及び計算書類

等の承認について 

第 2号議案 公益財団法人とよなか国際交流協会 2019年度補正予算について 

第 3号議案 変更認定申請について 

第 4号議案 定款の変更について 

第 5号議案 就業規則の変更について 

第 6号議案 クレジットカードの利用規定について 

第 7号議案 常務理事の変更について 

第 8号議案 定時評議員会の招集について 

＜全案件について同日可決＞ 
 

報告内容 常務理事より理事長及び常務理事の職務の執行の状況報告 
 

第 2回理事会 

2019年 

10月 25日（金）18時～ 

とよなか国際交流センター

会議室 1 

第 1号議案 公益財団法人とよなか国際交流協会 2019年度補正予算について 

第 2号議案 特定資産準備資金（多文化エンパワメント事業積立資産）について 

第 3号議案 就業規則の変更について 

第 4号議案 災害時等における指定管理施設利用の協力に関する協定書について 

第 5号議案 賛助会員規定の変更について 

第 6号議案 給与規則の変更について 

＜全案件について同日可決＞ 
 

報告内容 常務理事より理事長及び常務理事の職務の執行の状況報告 
 

第３回理事会 

2020年 

3月 5日（木）18時～ 

とよなか国際交流センター

会議室 3 

第 1号議案 公益財団法人とよなか国際交流協会 2020年度事業計画及び予算案に

ついて 

第 2号議案 資金調達及び設備投資の見込みについて 

＜全案件について同日可決＞ 
 

報告内容 常務理事より理事長及び常務理事の職務の執行の状況報告 
 

 

 

開催日時 案件 

第 1回評議員会 

2019年 

6月 7日（金）18時～ 

とよなか国際交流センター 

会議室 2C 

第 1号議案 2018年度事業報告及び計算書類等の承認について 

第 2号議案 公益財団法人とよなか国際交流協会 2019年度補正予算について 

第 3号議案 変更認定申請について 

第 4号議案 定款の変更について 

第 5号議案 就業規則の変更について 

＜全案件について同日可決＞ 
 

報告内容 常務理事より理事長及び常務理事の職務の執行の状況確認 
 

第 2回評議員会 

2020年 

3月 17日（火）18時～ 

とよなか国際交流センター 

会議室 4 

第 1号議案 公益財団法人とよなか国際交流協会 2020年度事業計画及び予算案

について 

第 2号議案 資金調達及び設備投資の見込みについて 

＜全案件について同日可決＞ 
 

報告内容 常務理事より理事長及び常務理事の職務の執行の状況報告 
 

Ⅵ．理事会開催状況 

 

Ⅶ．評議員会開催状況 
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※2020年 4月 1日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事務局長 事務局次長 主任職員 正職員 契約職員 短時間職員 合計 

職員数 1人 1人 3人 1人 3人 4人 13人 

 

 

【 役 員 等 名 簿 】                                              

2020年 4月 1日現在 

役職名 名 前 役職名 名 前 

理事長 松本 康之 評議員長 園崎 寿子 

理 事 中野 義澄 評議員 井関 雅子 

理 事 榎井 縁 評議員 宋 悟 

理 事 服部 圭子 評議員 野崎 志帆 

理 事 徳弘 博子 評議員 窪 誠 

理 事 大島 昭子 評議員 村上 深雪 

理 事 桒高 喜秋 評議員 大家 幸子 

理 事 金 相 文   

常務理事 山野上隆史   

監 事 種田ゆみこ   

監 事 呉 幸 哲   

監 事 栗原 貴子   

山根絵美  事業主任（正職員） 
 

山本房代  事業主任（正職員） 
 

黒島トーマス友基  事業職員（正職員） 
 

大庭みゆき  事業職員（契約職員） 
 

ホアン グエン バオ チョウ  事業職員（契約 

職員） 

安藤綾子  総務主任（正職員） 
 

三木幸美  総務職員（契約職員） 
 

三谷あゆ子  総務職員（短時間職員） 
 

御園美由紀  総務職員（短時間職員） 
 

中谷洋子  総務職員（短時間職員：夜間対応） 
 

池田かよ子  総務職員（短時間職員：夜間対応） 

顧問 3人 

［定数］ 

0人～3人 

評議員会  

評議員 7人 

［定数］ 

4人～10人 

理事会 

理事長 1人 

理事 8人 

［定数］4人～10人 

監事  

3人 

［定数］3人以内 

山野上隆史(事務局長)、山本愛（事務局次長） 

Ⅷ．2020 年組織体制 



（単位：円）
当年度 前年度 増　減

Ⅰ資産の部
１．流動資産

⑴現金預金
小口現金 52,220 37,798 14,422
貸室用現金 1,480 42,820 △ 41,340
普通預金 13,540,477 11,223,924 2,316,553
郵便振替貯金 0 6,000 △ 6,000
財政調整定期預金 2,000,000 2,000,000 0

現金預金合計 15,594,177 13,310,542 2,283,635
⑵棚卸資産

販売用図書 171,015 1,037,705 △ 866,690
棚卸資産合計 171,015 1,037,705 △ 866,690

⑶その他流動資産
未収金 1,270,027 1,522,405 △ 252,378
前払金 48,000 48,000 0
立替金 0 0 0

その他流動資産合計 1,318,027 1,570,405 △ 252,378
流動資産合計 17,083,219 15,918,652 1,164,567

２．固定資産
⑴基本財産

基本財産預金 880,828 954,584 △ 73,756
投資有価証券 199,119,172 199,045,416 73,756

基本財産合計 200,000,000 200,000,000 0
⑵特定資産

事業継続積立資産 0 0 0
財政調整積立資産 10,527,271 10,611,629 △ 84,358
多文化子どもエンパワメント事業積立資産 2,000,000 2,000,000 0

特定資産合計 12,527,271 12,611,629 △ 84,358
固定資産合計 212,527,271 212,611,629 △ 84,358
資産合計 229,610,490 228,530,281 1,080,209

Ⅱ負債の部
１．流動負債

　 未払金 4,158,171 5,325,797 △ 1,167,626
未払消費税等 2,465,300 1,991,300 474,000
未払法人税等 233,100 212,900 20,200
前受金 261,000 389,800 △ 128,800
預り金 711,321 1,041,524 △ 330,203
市預り金(貸室) 1,480 42,820 △ 41,340
修繕預り金 696,041 289,503 406,538
賞与引当金 1,507,067 1,736,067 △ 229,000

流動負債合計 10,033,480 11,029,711 △ 996,231
負債合計 10,033,480 11,029,711 △ 996,231

Ⅲ正味財産の部
１．指定正味財産

受取基本財産預金 880,828 954,584 △ 73,756
受贈投資有価証券 199,119,172 199,045,416 73,756
受取寄付金 2,000,000 2,000,000 0

指定正味財産合計 202,000,000 202,000,000 0
（うち基本財産への充当額） (200,000,000) (200,000,000) 0
(うち特定資産への充当額) (2,000,000) (2,000,000) 0

２．一般正味財産
一般指定正味財産合計 17,577,010 15,500,570 2,076,440

（うち特定資産への充当額） (12,527,271) (12,611,629) 84,358
正味財産合計 219,577,010 217,500,570 2,076,440

負債及び正味財産合計 229,610,490 228,530,281 1,080,209

貸借対照表
2020年3月31日現在

勘定科目
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１．基本財産及び特定資産の明細

（単位：円）

区分 期首帳簿価格 当期増加額 当期減少額 期末帳簿価額

基本財産 第124回利付国債 99,976,658 2,122 0 99,978,780

（野村證券㈱大阪支店）

第8回利付国債 99,068,758 71,634 0 99,140,392

（野村證券㈱大阪支店）

基本財産預金 954,584 0 73,756 880,828

普通預金（池田泉州銀行豊中支店）

200,000,000 73,756 73,756 200,000,000

特定資産 ①財政調整積立資産

第9回利付国債 1,179,945 0 27,512 1,152,433

（野村證券㈱大阪支店）

第159回利付国債 5,296,950 0 53,950 5,243,000

（野村證券㈱大阪支店）

第164回利付国債 2,071,782 0 5,352 2,066,430

（野村證券㈱大阪支店）

第167回利付国債 2,062,952 2,456 0 2,065,408

（野村證券㈱大阪支店）

小　計 10,611,629 2,456 86,814 10,527,271

②特定資産準備資金

多文化子どもエンパワメント事業積立資産 2,000,000 0 0 2,000,000

普通預金（池田泉州銀行豊中支店）

12,611,629 2,456 86,814 12,527,271

２．引当金の明細

（単位：円）

目的使用 その他

賞与引当金 1,507,067 1,736,067 0 1,507,0671,736,067
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附属明細書
2019年3月31日現在

資産の種類

　　基本財産計

特定資産計

科目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高



１．継続事業の前提に関する注記

継続事業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況はない。

２．重要な会計方針

（１）　有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券 基本財産の投資有価証券は償却原価法（定額法）によっている。

その他有価証券 特定資産の投資有価証券は期末日の市場価格に基づく時価によっている。

（２）　棚卸資産の評価基準及び評価方法

販売用図書 個別法による原価法によっている。

当期末の実地棚卸残高に基づき計上している。

（３）　引当金の計上基準

賞与引当金 職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込み額のうち当期に帰属

する額を計上している。

（4）　消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

（５）　リース取引の処理方法

通常の賃貸借取引に係わる方法に準じた会計処理によっている。

３．会計方針の変更

該当なし。

４．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）

科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

　　基本財産預金 954,584 0 73,756 880,828

　　投資有価証券 199,045,416 73,756 0 199,119,172

小計 200,000,000 73,756 73,756 200,000,000

特定資産

　　指定管理継続事業積立資産 0 0 0 0

　　財政調整積立資産 10,611,629 2,456 86,814 10,527,271

　　多文化子どもｴﾝﾊﾟﾜﾒﾝﾄ事業積立資産 2,000,000 0 0 2,000,000

小計 12,611,629 2,456 86,814 12,527,271

合  計 212,611,629 76,212 160,570 212,527,271

５．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

基本財産
　　基本財産預金 880,828 (880,828) 0 -
　　投資有価証券 199,119,172 (199,119,172) 0 -

小計 200,000,000 (200,000,000) 0 -
特定資産
　　指定管理継続事業積立資産 0 0 0 -
　　財政調整積立資産 10,527,271 0 (10,527,271) -
　　多文化子どもｴﾝﾊﾟﾜﾒﾝﾄ事業積立資産 2,000,000 (2,000,000) 0 -

小計 12,527,271 (2,000,000) (10,527,271) 0
合  計 212,527,271 (202,000,000) (10,527,271) -
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財務諸表に対する注記

科　　目 当期末残高
（うち指定正味財産

からの充当額）
（うち一般正味財産

からの充当額）
（うち負債に対応

する額）



６．担保に供している資産

該当なし。

７．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

該当なし。

８．債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該資産の当期末残高

該当なし。

９．保証債務等の偶発債務

該当なし。

10．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

（単位：円）

帳簿価額 時 価 評価損益 備考

第124回利付国債（20年）　（償還日：2030年12月20日） 基本財産

　　　　額面100,000,000円　　〈新会計基準適用〉 99,978,780 120,600,700 20,621,920 （償却原価法）

第8回利付国債（30年）　（償還日：2032年11月22日） 基本財産

　　　　額面100,000,000円　　　〈新会計基準適用〉 99,140,392 120,175,700 21,035,308 （償却原価法）

199,119,172 240,776,400 41,657,228

11．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

（単位：円）

交付者 前期末残高 当期増加額　 当期減少額 当期末残高

独立行政法人
福祉医療機構

0 1,323,000 0 1,323,000

0 1,323,000 0 1,323,000

12．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

経常収益への振替額

　　　　基本財産受取利息計上による振替額

　　　　特定資産による振替額

13．関連当事者との取引の内容

該当なし。

14.　重要な後発事象

該当なし。
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科　　目

合　　計

補助金等の名称

合　計

内　　容 金　額

3,873,756

0

合　　計 3,873,756

2019年度
社会福祉振興助成金



（単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金額

（流動資産） 現金預金

小口現金 手元保管 運転資金として 52,220

貸室用現金 1,480

普通預金 池田泉州銀行豊中支店 運転資金として 13,540,477

郵便振替貯金 ゆうちょ銀行豊中店 賛助会費として 0

定期預金 池田泉州銀行豊中支店 事業実施のために不足する財源として 2,000,000

【現金預金計】 15,594,177

棚卸資産

販売用図書 事務所及び倉庫 公益目的事業：事業をまとめた書物類1089冊 171,015

【棚卸資産計】 171,015

その他流動資産

未収金 豊中市 公益事業：小学校英語外国語体験活動受託料2月分 797,040

豊中市 公益事業：小学校英語外国語体験活動受託料3月分 168,847

豊中市 公益事業：生活困窮者支援事業受託料2月分 143,290

豊中市 公益事業：生活困窮者支援事業受託料3月分 88,379

㈱インターグループ 公益事業：2019年度こども日本語教室実施に伴うコピー代金 3,091

その他 公益事業：講師派遣謝礼、原稿執筆料、翻訳謝礼 69,380

【未収金計】 1,270,027

前払金 豊中商工会議所 公益事業：特定退職者共済積立　4月分 48,000

【前払金計】 48,000

立替金 0

【立替金計】 0

17,083,219

（固定資産）

基本財産

基本財産預金 池田泉州銀行豊中支店 公益目的事業に必要な収益事業等その他の業務又は 880,828

活動の用に供する財産、運用益を管理費の財源として

使用している。

投資有価証券 野村證券㈱大阪支店 公益目的事業に必要な収益事業等その他の業務又は 199,119,172

活動の用に供する財産、運用益を管理費の財源として

使用している。

【基本財産計】 200,000,000

特定資産

財政調整積立資産　　 野村證券㈱大阪支店 事業実施のために不足する財源として積み立てている。 10,527,271

池田泉州銀行豊中支店 多文化子どもエンパワメント事業に関する財源として積み 2,000,000

積立資産 立てている。

【特定資産計】 12,527,271

212,527,271

229,610,490

（流動負債）

前受金 賛助会員（2019年度分) 団体会員＠10,000×3団体　個人会員＠3,000×77名 261,000

【前受金計】 261,000

未払金 国税庁 収益事業に対する法人税・復興特別法人税 105,200

国税庁 公益目的事業及び収益事業に対する消費税 2,465,300

豊能府税事務所 収益事業に対する確定法人府民税・事業税 55,800

豊中市 収益事業に対する確定法人市民税 72,100

㈱コスモビルマネジメント 施設総合管理業務3月度 318,826

豊中市都市管理㈱ 電気使用量3月分 288,265

とよなか男女共同参画推進財団 水道料金2・3月分 144,536

日本郵便㈱ 公益事業目的料金後納郵便代3月分 30,391

その他 各会計区分における費用の未払金 3,376,153

【未払金計】 6,856,571

預り金 職員・事業スタッフ 源泉所得税(給与) 121,620

職員 社会保険料 540,055

職員他 源泉所得税(報償費) 49,646

貸室用現金 1,480

修繕預り金 696,041

【預り金計】 1,408,842

賞与引当金 職員 公益目的事業及び管理目的の業務に従事する職員に 1,507,067

対するものである。

【賞与引当金計】 1,507,067

10,033,480

10,033,480

219,577,010

流動負債合計

負債合計

正味財産
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流動資産合計

固定資産合計

資産合計

多文化子どもエンパワメント事業



（単位：円）

当年度 前年度 増減

Ⅰ一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

⑴　経常収益

①基本財産運用益

　 基本財産受取利息 3,873,756 3,873,756 0
基本財産運用益計 3,873,756 3,873,756 0

②特定資産運用益

特定資産受取利息 64,200 58,200 6,000
特定資産運用益計 64,200 58,200 6,000

③受取会費

賛助会員受取会費 853,000 898,000 △ 45,000
受取会費計 853,000 898,000 △ 45,000

④事業収益

自主事業収益 2,147,906 1,979,300 168,606
事業収益 965,697 1,190,573 △ 224,876

事業収益計 3,113,603 3,169,873 △ 56,270
⑤受託事業収益

豊中市指定管理受託料収益 62,818,663 62,642,497 176,166
小学校英語外国語体験活動事業受託料収益(豊中市) 4,747,465 4,567,418 180,047
生活困窮者支援事業受託料収益(豊中市) 2,206,493 2,799,613 △ 593,120

受託事業収益計 69,772,621 70,009,528 △ 236,907
⑥受取補助金等

助成金（大阪コミュニティ財団） 0 280,000 △ 280,000
助成金（独立行政法人福祉医療機構) 1,323,000 958,000 365,000

受取補助金計 1,323,000 1,238,000 85,000
⑦受取寄付金

受取寄付金 1,024,118 584,884 439,234
受取寄付金計 1,024,118 584,884 439,234

⑧雑収益

雑収益 42,507 13,591 28,916
雑収益計 42,507 13,591 28,916
経常収益計 80,066,805 79,845,832 220,973

⑵経常費用

①事業費

給料手当 29,870,709 30,290,453 △ 419,744
臨時雇用賃金 3,002,348 5,081,849 △ 2,079,501
福利厚生費 5,998,542 6,113,908 △ 115,366
旅費交通費 2,905,761 2,679,686 226,075
通信運搬費 986,730 900,621 86,109
図書配布費 612,629 △ 630,627 1,243,256
消耗品費 2,772,003 2,273,279 498,724
修繕費 615,996 1,010,497 △ 394,501
印刷製本費 204,058 888,754 △ 684,696
材料費 81,059 97,418 △ 16,359
水道光熱費 5,214,043 5,113,236 100,807
賃借料 1,155,137 1,259,767 △ 104,630
保険料 329,282 308,470 20,812
報償費 10,772,925 11,653,524 △ 880,599
租税公課 4,461,529 4,019,600 441,929
支払負担金 94,800 136,455 △ 41,655
委託費 4,851,235 3,751,758 1,099,477
使用料 504,650 492,646 12,004
支払手数料 6,105 5,994 111

正味財産増減計算書
2019年4月1日から2020年3月31日

勘定科目
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（単位：円）

当年度 前年度 増減

食料費 98,727 41,994 56,733
渉外費 18,661 4,558 14,103
研修費 27,280 64,900 △ 37,620
広告宣伝費 269,943 261,253 8,690
雑費 25,191 21,600 3,591
雑損失 254,061 9,233 244,828
　事業費計 75,133,404 75,850,826 △ 717,422

②管理費

給料手当（管理） 841,641 833,789 7,852
福利厚生費（管理） 20,830 41,040 △ 20,210
旅費交通費（管理） 90,580 89,300 1,280
通信運搬費（管理） 11,028 9,071 1,957
消耗品費（管理） 19,127 38,072 △ 18,945
水道光熱費（管理） 106,409 104,352 2,057
賃借料（管理） 23,909 25,194 △ 1,285
保険料（管理） 102,260 102,260 0
報償費（管理） 859,400 895,648 △ 36,248
租税公課（管理） 19,271 19,950 △ 679
使用料(管理) 567 0 567
支払負担金（管理） 0 0 0
食料費(管理) 182,839 165,316 17,523
委託費（管理） 198,563 179,946 18,617
支払手数料（管理） 514 2,342 △ 1,828
研修費(管理) 0 18,200 △ 18,200
渉外費(管理) 54,180 35,560 18,620
広告宣伝費(管理) 8,385 7,390 995
　　管理費計 2,539,503 2,567,430 △ 27,927
　　経常費用計 77,672,907 78,418,256 △ 745,349

評価損益等調整前当期経常増減額 2,393,898 1,427,576 966,322
特定資産評価損益等 △ 84,358 263,086 △ 347,444
当期経常増減額 2,309,540 1,690,662 618,878

２．経常外増減の部

⑴　経常外収益 0 0 0
経常外収益計 0 0 0

⑵　経常外費用 0 0 0
経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0
税引前当期一般正味財産増減額 2,309,540 1,690,662 618,878
法人税、住民税及び事業税 233,100 212,900 20,200
当期一般正味財産増減額 2,076,440 1,477,762 598,678
一般正味財産期首残高 15,500,570 14,022,808 1,477,762
一般正味財産期末残高 17,577,010 15,500,570 2,076,440

Ⅱ指定正味財産増減の部

①基本財産運用益

基本財産受取利息（指定） 3,873,756 3,873,756 0
基本財産運用益計 3,873,756 3,873,756 0

②受取寄付金

受取寄付金（多文化子どもエンパワメント事業) 0 0 0
受取寄付金計 0 0 0

③一般正味財産への振替額

基本財産運用益振替額（指定） △ 3,873,756 △ 3,873,756 0
一般正味財産への振替額計 △ 3,873,756 △ 3,873,756 0

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高 202,000,000 202,000,000 0

指定正味財産期末残高 202,000,000 202,000,000 0

Ⅲ正味財産期末残高 219,577,010 217,500,570 2,076,440
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（単位：円）

公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 合　　計

Ⅰ一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

⑴　経常収益

①基本財産運用益

　 基本財産受取利息 0 0 3,873,756 3,873,756

基本財産運用益計 0 0 3,873,756 3,873,756

②特定資産運用益

特定資産受取利息 64,200 0 0 64,200

特定資産運用益計 64,200 0 0 64,200

③受取会費

賛助会員受取会費 853,000 0 0 853,000

受取会費計 853,000 0 0 853,000

④事業収益

自主事業収益 2,147,906 0 0 2,147,906

事業収益 669,697 0 296,000 965,697

事業収益計 2,817,603 0 296,000 3,113,603

⑤受託事業収益

豊中市指定管理受託料収益 60,620,010 2,198,653 0 62,818,663

小学校英語外国語体験活動事業受託料収益（豊中市) 4,747,465 0 0 4,747,465

生活困窮者支援事業受託料収益(豊中市) 2,206,493 0 0 2,206,493

受託事業収益計 67,573,968 2,198,653 0 69,772,621

⑥受取補助金等

助成金（大阪コミュニティ財団） 0 0 0 0

助成金(独立行政法人福祉医療機構) 1,323,000 0 0 1,323,000

受取補助金計 1,323,000 0 0 1,323,000

⑦受取寄付金

受取寄付金 973,118 0 51,000 1,024,118

受取寄付金計 973,118 0 51,000 1,024,118

⑧雑収益

雑収益 42,507 0 0 42,507

雑収益計 42,507 0 0 42,507

経常収益計 73,647,396 2,198,653 4,220,756 80,066,805

⑵経常費用

①事業費

ⅰ持続可能な地域づくり事業

給料手当 918,766 0 0 918,766

旅費交通費 189,890 0 0 189,890

通信交運搬費 32,400 0 0 32,400

印刷製本費 204,058 0 0 204,058

報償費 723,155 0 0 723,155

租税公課 128,225 0 0 128,225

委託費 162,000 0 0 162,000

食料品費 2,165 0 0 2,165

持続可能な地域づくり事業計 2,360,659 0 0 2,360,659

正味財産増減計算書内訳表

2019年4月1日から2020年3月31日
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（単位：円）

公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 合　　計

ⅱ多文化子どもエンパワメント事業

1．わかもの事業費

給与手当 117,936 0 0 117,936

旅費交通費 90,820 0 0 90,820

通信運搬費 510 0 0 510

消耗品費 138,888 0 0 138,888

材料費 26,005 0 0 26,005

保険料 6,972 0 0 6,972

報償費 813,125 0 0 813,125

租税公課 2,456 0 0 2,456

委託費 268,000 0 0 268,000

使用料 12,000 0 0 12,000

食料費 1,952 0 0 1,952

雑費 25,191 0 0 25,191

わかもの事業計 1,503,855 0 0 1,503,855

2．子どもの夢応援ネットワーク事業

給与手当 100,656 0 0 100,656

旅費交通費 20,649 0 0 20,649

支払負担金 10,000 0 0 10,000

子どもの夢応援ネットワーク事業費計 131,305 0 0 131,305

3．こども白書事業

給与手当 10,066 0 0 10,066

こども白書事業費計 10,066 0 0 10,066

自主事業費計 4,005,885 0 0 4,005,885

②受託事業費

１．指定管理受託事業費

給料手当 27,501,903 149,994 0 27,651,897

臨時雇用賃金 2,945,511 56,837 0 3,002,348

福利厚生費 5,866,574 131,968 0 5,998,542

旅費交通費 2,089,962 0 0 2,089,962

通信運搬費 953,820 0 0 953,820

図書配布費 612,629 0 0 612,629

消耗品費 2,576,403 10,572 0 2,586,975

修繕費 615,996 0 0 615,996

材料費 55,054 0 0 55,054

水道光熱費 5,027,827 186,216 0 5,214,043

賃借料 1,155,137 0 0 1,155,137

保険料 197,170 0 0 197,170

報償費 4,790,682 0 0 4,790,682

租税公課 3,766,969 134,975 0 3,901,944

支払負担金 84,800 0 0 84,800

委託費 4,266,243 154,992 0 4,421,235

使用料 216,650 0 0 216,650

支払手数料 5,971 134 0 6,105

食料費 89,505 0 0 89,505

研修費 27,280 0 0 27,280

渉外費 18,661 0 0 18,661

広告宣伝費 269,943 0 0 269,943

雑費 0 0 0 0

雑損失 254,061 0 0 254,061

指定管理受託事業費計 63,388,751 825,688 0 64,214,439

２．小学校英語外国語体験活動事業費

給与手当 253,426 0 0 253,426

旅費交通費 420,990 0 0 420,990

消耗品費 16,117 0 0 16,117

保険料 77,000 0 0 77,000

報償費 3,681,380 0 0 3,681,380

食料費 5,105 0 0 5,105

租税公課 293,447 0 0 293,447

小学校英語外国語体験活動事業費計 4,747,465 0 0 4,747,465
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（単位：円）

公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 合　　計

３．多文化子どもｴﾝﾊﾟﾜﾒﾝﾄ事業費

ⅰ生活困窮世帯支援事業費

給与手当 817,962 0 0 817,962

旅費交通費 93,450 0 0 93,450

消耗品費 30,023 0 0 30,023

保険料 48,140 0 0 48,140

報償費 764,583 0 0 764,583

租税公課 135,457 0 0 135,457

使用料 276,000 0 0 276,000

生活困窮世帯支援事業費計 2,165,615 0 0 2,165,615

受託事業費計 70,301,831 825,688 0 71,127,519

事業費計 74,307,716 825,688 0 75,133,404

③管理費

協会管理運営費

給料手当 0 0 841,641 841,641

福利厚生費 0 0 20,830 20,830

旅費交通費 0 0 90,580 90,580

通信運搬費 0 0 11,028 11,028

消耗品費 0 0 19,127 19,127

水道光熱費 0 0 106,409 106,409

賃借料 0 0 23,909 23,909

保険料 0 0 102,260 102,260

報償費 0 0 859,400 859,400

租税公課 0 0 19,271 19,271

使用料 0 0 567 567

委託費 0 0 198,563 198,563

食料費 0 0 182,839 182,839

支払手数料 0 0 514 514

渉外費 0 0 54,180 54,180

広告宣伝費 0 0 8,385 8,385

管理費計 0 0 2,539,503 2,539,503

経常費用計 74,307,716 825,688 2,539,503 77,672,907

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 660,320 1,372,965 1,681,253 2,393,898

特定資産評価損益等 △ 84,358 0 0 △ 84,358

当期経常増減額 △ 744,678 1,372,965 1,681,253 2,309,540

２．経常外増減の部

⑴　経常外収益 0 0 0 0

経常外収益計 0 0 0 0

⑵　経常外費用

経常外費用計 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0

他会計振替額 672,528 △ 672,528 0 0

税引前当期一般正味財産増減額 △ 72,150 700,437 1,681,253 2,309,540

法人税、住民税及び事業税 233,100 233,100

当期一般正味財産増減額 △ 72,150 467,337 1,681,253 2,076,440

一般正味財産期首残高 15,500,570

一般正味財産期末残高 17,577,010
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（単位：円）

公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 合　　計

Ⅱ指定正味財産増減の部

①基本財産運用益

基本財産受取利息（指定） 0 0 3,873,756 3,873,756

基本財産運用益計 0 0 3,873,756 3,873,756

②受取寄付金

受取寄付金（指定・多文化子どもエンパワメント事業） 0 0 0 0

受取寄付金計 0 0 0 0

③一般正味財産への振替額

基本財産運用益振替額（指定） 0 0 △ 3,873,756 △ 3,873,756

一般正味財産への振替額計 0 0 △ 3,873,756 △ 3,873,756

当期指定正味財産増減額 0 0 0 0

指定正味財産期首残高 202,000,000

指定正味財産期末残高 202,000,000

Ⅲ正味財産期末残高 219,577,010
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（単位：円）
当年度 前年度 増減

Ⅰ一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

⑴　経常収益

①基本財産運用益

　 基本財産受取利息 3,873,756 3,873,756 0
基本財産運用益計 3,873,756 3,873,756 0

②特定資産運用益

特定資産受取利息 64,200 58,200 6,000
特定資産運用益計 64,200 58,200 6,000

③受取会費

賛助会員受取会費 853,000 898,000 △ 45,000
受取会費計 853,000 898,000 △ 45,000

④事業収益

自主事業収益 2,147,906 1,979,300 168,606
事業収益 965,697 1,190,573 △ 224,876

事業収益計 3,113,603 3,169,873 △ 56,270
⑤受託事業収益

豊中市指定管理受託料収益 62,818,663 62,642,497 176,166
小学校英語外国語体験活動事業受託料収益(豊中市) 4,747,465 4,567,418 180,047
生活困窮者支援事業受託料収益(豊中市) 2,206,493 2,799,613 △ 593,120

受託事業収益計 69,772,621 70,009,528 △ 236,907
⑥受取補助金等

助成金（大阪コミュニティ財団） 0 280,000 △ 280,000
助成金（独立行政法人福祉医療機構） 1,323,000 958,000 365,000

受取補助金計 1,323,000 1,238,000 85,000
⑦受取寄付金

受取寄付金 1,024,118 584,884 439,234
受取寄付金計 1,024,118 584,884 439,234

⑧雑収益

雑収益 42,507 13,591 28,916
雑収益計 42,507 13,591 28,916
経常収益計 80,066,805 79,845,832 220,973

⑵経常費用
①事業費

ⅰ．持続可能な地域づくり事業

給料手当 918,766 764,491 154,275
旅費交通費 189,890 118,980 70,910
通信運搬費 32,400 0 32,400
消耗品費 0 5,564 △ 5,564
印刷製本費 204,058 888,754 △ 684,696
報償費 723,155 1,339,594 △ 616,439
租税公課 128,225 105,859 22,366
委託費 162,000 0 162,000
食料費 2,165 0 2,165
広告宣伝費 0 44,331 △ 44,331
(持続可能な地域づくり事業）計 2,360,659 3,267,573 △ 906,914

ⅱ．多文化子どもｴﾝﾊﾟﾜﾒﾝﾄ事業費
a)  わかもの事業

給与手当 117,936 316,819 △ 198,883
旅費交通費 90,820 94,040 △ 3,220
通信運搬費 510 6,456 △ 5,946
消耗品費 138,888 250,554 △ 111,666
材料費 26,005 6,327 19,678
保険料 6,972 0 6,972
報償費 813,125 799,830 13,295
租税公課 2,456 2,968 △ 512
委託費 268,000 0 268,000
支払負担金 0 10,000 △ 10,000
使用料 12,000 58,900 △ 46,900
食料費 1,952 0 1,952
研修費 0 8,500 △ 8,500
雑費 25,191 0 25,191
(わかもの事業)計 1,503,855 1,554,394 △ 50,539
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（単位：円）

当年度 前年度 増減

b)  子どもの夢応援ネットワーク事業

給与手当 100,656 100,609 47
旅費交通費 20,649 54,780 △ 34,131
消耗品費 0 0 0
支払負担金 10,000 10,000 0
渉外費 0 1,598 △ 1,598
(子どもの夢応援ネットワーク事業)計 131,305 166,987 △ 35,682

c)  こども白書事業

給与手当 10,066 10,061 5
支払負担金 0 0 0
租税公課 0 0 0
(こども白書事業）計 10,066 10,061 5
多文化子どもｴﾝﾊﾟﾜﾒﾝﾄ事業費計 1,645,226 1,731,442 △ 86,216
自主事業費計 4,005,885 4,999,015 △ 993,130

②受託事業費
ⅰ．指定管理受託事業費

給料手当 27,651,897 28,149,425 △ 497,528
臨時雇用賃金 3,002,348 4,908,599 △ 1,906,251
福利厚生費 5,998,542 6,113,908 △ 115,366
旅費交通費 2,089,962 1,993,946 96,016
通信運搬費 953,820 894,165 59,655
図書配布費 612,629 △ 630,627 1,243,256
消耗品費 2,586,975 1,980,521 606,454
修繕費 615,996 1,010,497 △ 394,501
材料費 55,054 91,091 △ 36,037
水道光熱費 5,214,043 5,113,236 100,807
賃借料 1,155,137 1,259,767 △ 104,630
保険料 197,170 211,470 △ 14,300
報償費 4,790,682 4,594,252 196,430
租税公課 3,901,944 3,503,714 398,230
支払負担金 84,800 116,455 △ 31,655
委託費 4,421,235 3,751,758 669,477
使用料 216,650 102,546 114,104
支払手数料 6,105 5,994 111
食料費 89,505 36,492 53,013
研修費 27,280 56,400 △ 29,120
渉外費 18,661 2,960 15,701
広告宣伝費 269,943 212,412 57,531
雑費 0 21,600 △ 21,600
雑損失 254,061 9,233 244,828
指定管理受託事業費計 64,214,439 63,509,814 704,625

ⅱ．小学校英語外国語体験活動事業費
給与手当 253,426 116,695 136,731
旅費交通費 420,990 396,210 24,780
消耗品費 16,117 12,582 3,535
保険料 77,000 69,000 8,000
報償費 3,681,380 3,714,300 △ 32,920
租税公課 293,447 253,129 40,318
食料費 5,105 5,502 △ 397
小学校英語外国語体験活動事業費計 4,747,465 4,567,418 180,047

ⅲ．多文化子どもｴﾝﾊﾟﾜﾒﾝﾄ事業費（生活困窮世帯支援事業）

給与手当 817,962 832,353 △ 14,391
臨時雇用賃金 0 173,250 △ 173,250
旅費交通費 93,450 21,730 71,720
消耗品費 30,023 24,058 5,965
保険料 48,140 28,000 20,140
報償費 764,583 1,205,548 △ 440,965
租税公課 135,457 153,930 △ 18,473
使用料 276,000 331,200 △ 55,200
広告宣伝費 0 4,510 △ 4,510
多文化子どもｴﾝﾊﾟﾜﾒﾝﾄ事業費（生活困窮世帯支援事業）計 2,165,615 2,774,579 △ 608,964
受託事業費計 71,127,519 70,851,811 275,708
事業費計 75,133,404 75,850,826 △ 717,422
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（単位：円）

当年度 前年度 増減

③管理費

給料手当 841,641 833,789 7,852
福利厚生費 20,830 41,040 △ 20,210
旅費交通費 90,580 89,300 1,280
通信運搬費 11,028 9,071 1,957
消耗品費 19,127 38,072 △ 18,945
水道光熱費 106,409 104,352 2,057
賃借料 23,909 25,194 △ 1,285
保険料 102,260 102,260 0
報償費 859,400 895,648 △ 36,248
租税公課 19,271 19,950 △ 679
使用料 567 0 567
食料費 182,839 165,316 17,523
委託費 198,563 179,946 18,617
支払手数料 514 2,342 △ 1,828
研修費 0 18,200 △ 18,200
渉外費 54,180 35,560 18,620
広告宣伝費 8,385 7,390 995
管理費計 2,539,503 2,567,430 △ 27,927
経常費用計 77,672,907 78,418,256 △ 745,349

評価損益等調整前当期経常増減額 2,393,898 1,427,576 966,322
特定資産評価損益等 △ 84,358 263,086 △ 347,444
当期経常増減額 2,309,540 1,690,662 618,878

２．経常外増減の部

⑴　経常外収益 0 0 0
経常外収益計 0 0 0

⑵　経常外費用 0 0 0
経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0
税引前当期一般正味財産増減額 2,309,540 1,690,662 618,878
法人税、住民税及び事業税 233,100 212,900 20,200
当期一般正味財産増減額 2,076,440 1,477,762 598,678
一般正味財産期首残高 15,500,570 14,022,808 1,477,762
一般正味財産期末残高 17,577,010 15,500,570 2,076,440

Ⅱ指定正味財産増減の部

①基本財産運用益

基本財産受取利息（指定） 3,873,756 3,873,756 0
基本財産運用益計 3,873,756 3,873,756 0

②特定資産運用益
特定資産受取利息(指定) 0 0 0
　　特定資産運用益計 0 0 0

③受取寄付金

受取寄付金（指定・多文化子どもエンパワメント事業） 0 0 0
受取寄付金計 0 0 0

④一般正味財産への振替額

基本財産運用益振替額（指定） △ 3,873,756 △ 3,873,756 0
特定資産運用益振替額(指定) 0 0 0

一般正味財産への振替額計 △ 3,873,756 △ 3,873,756 0
当期指定正味財産増減額 0 0 0
指定正味財産期首残高 202,000,000 202,000,000 0
指定正味財産期末残高 202,000,000 202,000,000 0

Ⅲ正味財産期末残高 219,577,010 217,500,570 2,076,440
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当初予算額 補正額 予算額計 決算額 差　額

　１．事業活動収入

　　（１）基本財産運用収入

基本財産利息収入 3,800,000 0 3,800,000 3,873,756 △ 73,756

基本財産運用収入計 3,800,000 0 3,800,000 3,873,756 △ 73,756

　　（２）特定資産運用収入

特定資産利息収入 21,000 0 21,000 64,200 △ 43,200

特定資産利息運用収入計 21,000 0 21,000 64,200 △ 43,200

　　（３）会費収入

賛助会員会費収入 700,000 0 700,000 853,000 △ 153,000

会費収入計 700,000 0 700,000 853,000 △ 153,000

　　（４）事業収入

自主事業収入 1,300,000 0 1,300,000 2,147,906 △ 847,906

事業収入 400,000 0 400,000 965,697 △ 565,697

事業収入計 1,700,000 0 1,700,000 3,113,603 △ 1,413,603

　　（５）受託事業収入

指定管理受託料収入 62,932,000 582,704 63,514,704 62,818,663 696,041

小学校英語外国語体験活動受託事業収入（豊中市) 0 5,011,534 5,011,534 4,747,465 264,069

生活困窮者支援事業受託料収入(豊中市) 2,924,914 31,906 2,956,820 2,206,493 750,327

受託事業収入計 65,856,914 5,626,144 71,483,058 69,772,621 1,710,437

　　（６）助成金等収入

助成金収入（大阪コミュニティ財団） 0 0 0 0 0

助成金収入(独立行政法人福祉医療機構） 0 1,323,000 1,323,000 1,323,000 0

その他助成金収入 0 0 0 0 0

助成金等収入計 0 1,323,000 1,323,000 1,323,000 0

　　（７）寄附金収入

寄附金収入 300,000 270,000 570,000 1,024,118 △ 454,118

寄附金収入計 300,000 270,000 570,000 1,024,118 △ 454,118

　　（８）雑収入

雑収入 70,000 0 70,000 42,507 27,493

雑収入計 70,000 0 70,000 42,507 27,493

事業活動収入計 72,447,914 7,219,144 79,667,058 80,066,805 △ 399,747

当期収入合計　（A） 72,447,914 7,219,144 79,667,058 80,066,805 △ 399,747
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当初予算額 補正額 予算額計 決算額 差　額

　２．事業活動支出

　　（１）事業費支出

①自主事業費支出 2,686,000 1,593,500 4,279,500 4,005,885 273,615

1．持続可能な地域づくり事業費支出 2,576,000 0 2,576,000 2,360,659 215,341

給料手当支出 725,000 0 725,000 918,766 △ 193,766

旅費交通費支出 430,000 0 430,000 189,890 240,110

通信運搬費支出 0 0 0 32,400 △ 32,400

消耗品費支出 100,000 0 100,000 0 100,000

報償費支出 600,000 0 600,000 723,155 △ 123,155

印刷製本費支出 500,000 0 500,000 204,058 295,942

保険料支出 16,000 0 16,000 0 16,000

租税公課支出 100,000 0 100,000 128,225 △ 28,225

負担金支出 10,000 0 10,000 0 10,000

寄付金支出 55,000 0 55,000 0 55,000

委託費支出 0 0 0 162,000 △ 162,000

手数料支出 10,000 0 10,000 0 10,000

食料費支出 20,000 0 20,000 2,165 17,835

渉外費支出 10,000 0 10,000 0 10,000

持続可能な地域づくり事業費支出計 2,576,000 0 2,576,000 2,360,659 215,341

2．多文化子どもｴﾝﾊﾟﾜﾒﾝﾄ事業費支出

ⅰわかもの事業 0 1,593,500 1,593,500 1,503,855 89,645

給与手当支出 0 0 0 117,936 △ 117,936

旅費交通費支出 0 213,500 213,500 90,820 122,680

通信運搬費支出 0 0 0 510 △ 510

消耗品費支出 0 170,000 170,000 138,888 31,112

印刷製本費支出 0 20,000 20,000 0 20,000

材料費支出 0 0 0 26,005 △ 26,005

保険料支出 0 50,000 50,000 6,972 43,028

報償費支出 0 1,125,000 1,125,000 813,125 311,875

租税公課支出 0 0 0 2,456 △ 2,456

使用料支出 0 15,000 15,000 12,000 3,000

委託費支出 0 0 0 268,000 △ 268,000

食料費支出 0 0 0 1,952 △ 1,952

雑費支出 0 0 0 25,191 △ 25,191

わかもの事業計 0 1,593,500 1,593,500 1,503,855 89,645

ⅱ子どもの夢応援ネットワーク事業費支出 55,000 0 55,000 131,305 △ 76,305

給与手当支出 50,000 0 50,000 100,656 △ 50,656

旅費交通費支出 5,000 0 5,000 20,649 △ 15,649

負担金支出 0 0 0 10,000 △ 10,000

子どもの夢応援ネットワーク事業費支出計 55,000 0 55,000 131,305 △ 76,305

ⅲこども白書事業費支出 55,000 0 55,000 10,066 44,934

給与手当支出 50,000 0 50,000 10,066 39,934

旅費交通費支出 5,000 0 5,000 0 5,000

こども白書事業費支出計 55,000 0 55,000 10,066 44,934

自主事業費支出計 2,686,000 1,593,500 4,279,500 4,005,885 273,615

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　収　支　計　算　書　　　　　　　　　
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当初予算額 補正額 予算額計 決算額 差　額

②受託事業費支出

1．指定管理受託事業費支出 62,932,000 582,704 63,514,704 63,576,749 △ 62,045

給料手当支出 28,285,000 0 28,285,000 27,880,897 404,103

臨時雇用賃金支出 5,258,730 0 5,258,730 3,002,348 2,256,382

福利厚生費支出 5,095,600 0 5,095,600 5,998,542 △ 902,942

旅費交通費支出 1,938,000 0 1,938,000 2,089,962 △ 151,962

通信運搬費支出 747,000 0 747,000 953,820 △ 206,820

消耗什器備品費支出 97,920 0 97,920 0 97,920

消耗品費支出 1,068,000 0 1,068,000 2,586,975 △ 1,518,975

材料費支出 73,000 0 73,000 55,054 17,946

水道光熱費支出 5,100,000 0 5,100,000 5,214,043 △ 114,043

賃借料支出 1,300,000 0 1,300,000 1,155,137 144,863

修繕費支出 1,300,000 12,037 1,312,037 615,996 696,041

保険料支出 252,000 0 252,000 197,170 54,830

報償費支出 3,780,000 0 3,780,000 4,790,682 △ 1,010,682

租税公課支出 4,500,000 570,667 5,070,667 3,901,944 1,168,723

負担金支出 82,000 0 82,000 84,800 △ 2,800

委託費支出 3,600,000 0 3,600,000 4,421,235 △ 821,235

使用料支出 107,000 0 107,000 216,650 △ 109,650

手数料支出 52,000 0 52,000 6,105 45,895

食料費支出 41,750 0 41,750 89,505 △ 47,755

研修費支出 65,000 0 65,000 27,280 37,720

渉外費支出 9,000 0 9,000 18,661 △ 9,661

広告宣伝費支出 180,000 0 180,000 269,943 △ 89,943

指定管理受託事業費支出計 62,932,000 582,704 63,514,704 63,576,749 △ 62,045

2．小学校外国語体験活動事業費支出 0 5,011,534 5,011,534 4,747,465 264,069

給与手当支出 0 0 0 253,426 △ 253,426

旅費交通費支出 0 430,000 430,000 420,990 9,010

消耗品費支出 0 45,000 45,000 16,117 28,883

保険料支出 0 100,000 100,000 77,000 23,000

報償費支出 0 3,939,500 3,939,500 3,681,380 258,120

租税公課支出 0 447,034 447,034 293,447 153,587

食料費支出 0 0 0 5,105 △ 5,105

支払負担金支出 0 50,000 50,000 0 50,000

小学校外国語体験活動事業費支出計 0 5,011,534 5,011,534 4,747,465 264,069

3．多文化子どもｴﾝﾊﾟﾜﾒﾝﾄ事業費支出

ⅰ生活困窮者世帯支援事業支出 2,924,914 31,906 2,956,820 2,165,615 791,205

給与手当支出 780,000 0 780,000 817,962 △ 37,962

旅費交通費支出 195,000 0 195,000 93,450 101,550

通信運搬費支出 11,000 0 11,000 0 11,000

消耗品費支出 66,504 0 66,504 30,023 36,481

印刷製本費支出 21,000 0 21,000 0 21,000

保険料支出 26,000 0 26,000 48,140 △ 22,140

報償費支出 1,248,750 0 1,248,750 764,583 484,167

租税公課支出 216,660 31,906 248,566 135,457 113,109

使用料支出 300,000 0 300,000 276,000 24,000

研修費支出 60,000 0 60,000 0 60,000

生活困窮世帯支援事業費支出計 2,924,914 31,906 2,956,820 2,165,615 791,205

受託事業費計 65,856,914 5,626,144 71,483,058 70,489,829 993,229

事業費支出合計 68,542,914 7,219,644 75,762,558 74,495,714 1,266,844
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当初予算額 補正額 予算額計 決算額 差　額

　　（２）管理費支出

　管理費支出

協会管理運営費支出 2,857,000 0 2,857,000 2,539,503 317,497

給料手当支出 1,000,000 0 1,000,000 841,641 158,359

福利厚生費支出 50,000 0 50,000 20,830 29,170

旅費交通費支出 100,000 0 100,000 90,580 9,420

通信運搬費支出 15,000 0 15,000 11,028 3,972

消耗品費支出 30,000 0 30,000 19,127 10,873

賃借料支出 15,000 0 15,000 23,909 △ 8,909

保険料支出 110,000 0 110,000 102,260 7,740

報償費支出 900,000 0 900,000 859,400 40,600

水道光熱費支出 120,000 0 120,000 106,409 13,591

租税公課支出 10,000 0 10,000 19,271 △ 9,271

負担金支出 5,000 0 5,000 0 5,000

委託費支出 180,000 0 180,000 198,563 △ 18,563

使用料支出 0 0 0 567 △ 567

会議費支出 10,000 0 10,000 0 10,000

研修費支出 100,000 0 100,000 0 100,000

食料費支出 180,000 0 180,000 182,839 △ 2,839

渉外費支出 20,000 0 20,000 54,180 △ 34,180

広告宣伝費支出 10,000 0 10,000 8,385 1,615

手数料支出 2,000 0 2,000 514 1,486

協会管理運営費計 2,857,000 0 2,857,000 2,539,503 317,497

法人税、住民税及び事業税 233,100

事業活動費支出計　（Ｃ） 71,399,914 7,219,644 78,619,558 77,268,317 1,584,341

事業活動収支差額　（ A ) - ( C ） 1,048,000 △ 500 1,047,500 2,798,488

　３．投資活動収入

（１）基本財産取崩収入 0 0 0 73,756 △ 73,756

基本財産取崩収入 0 0 0 73,756 △ 73,756

（２）特定資産取崩収入 0 0 0 0 0

指定管理事業継続積立資産 0 0 0 0 0

財政調整積立資産取崩収入 0 0 0 0 0

投資活動収入計　（Ｂ） 0 0 0 73,756 △ 73,756

　４.投資活動支出

（１）基本財産取得支出 0 0 0 73,756 73,756

投資有価証券取得支出 0 0 0 73,756 73,756

　　（２）特定資産取得支出 0 0 0 0 0

財政調整積立資産取得支出 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

投資活動支出計　（Ｄ） 0 0 0 73,756 △ 73,756

投資活動収支差額 0 0 0 0 0

当期支出合計　（C)+（Ｄ） 71,399,914 7,219,644 78,619,558 77,342,073 1,277,485

当期収支差額　（A+Ｂ)-（C+Ｄ) 2,798,488

前期繰越収支差額 5,587,303

次期繰り越し収支差額 8,385,791

多文化子どもエンパワメント事業積立資産
取得支出
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１．資金の範囲について

資金の範囲には、現金預金、未収金、前払金、立替金、未払金、前受金、預り金を含んでいる。

なお、前期末及び当期末残高は、下記２．に記載するとおりである。

２．次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳

科　　目 前期末残高 当期末残高

　　現金預金 13,310,542 15,594,177

　　未収金 1,522,405 1,270,027

　　前払金 48,000 48,000

　　立替金 0 0

合  計 14,880,947 16,912,204

　　未払金 7,529,997 6,856,571

　　前受金 389,800 261,000

　　預り金 1,373,847 1,408,842

合  計 9,293,644 8,526,413

次期繰越収支差額 5,587,303 8,385,791

収支計算書表に対する注記
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